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この報告書 は、 日本 自転 車振興会 から競輪収益の一部で あ

る機械工業振興資金の補助 を受 けて、昭和53年 度に実施 した

「マイクロコンピ ュータの応用 に関する調査研究
」の一環 と

してとりまとめた ものであ ります。



ン ー

序

↓

マ イ ク ロ コン ピ ュ ー タ応 用 の め ざま しい 発展 に伴 い,マ イク ロコ ン ピ ュ ータ

業 界 に もい ろい ろ な問 題 が 生 じて い る現 状 にか ん がみ,当 協 会 は,マ イ ク ロ コ

ンピ ュ ー タの 普 及促 進 とマ イ ク ロコ ン ピュ ー タの利 用 お よび システ ム開発 に係

る関 係業 界 の振 興 を図 る こ とを 目的 と して,関 係 当局 の ご指 導 の もとに 昭和53

U14月1日 を もち ま して,「 マ イ ク ・ コン ピ ュー タ振 興 セ ン タ ー 」を設 置 し,

実 務 に結 び つ い た問題 の提 起 と解 決 策 を 見出 す とと もに逐 次 可能 な もの か ら解

決 してい くため の努 力 を い た して 拾 りまず。'

本 年度 は,そ の1つ と して今 後 マ イク ロコ ン ピュ ー タ応 用製 品市 場 が爆 発 的

拡 大 を続 け る傾 向 に あ る我 が国 の マ イ ク ・コ ン ピュ ー タ産業 に寿げ る現 状 お よ・

び問 題点 を分 析 し,現 状 認 識 を した結 果,応 用製 品 に関 して最 も関 係 が 深 く,

チ ップ メー カ とユ ー ザ間 の橋 渡 し役 の分 野 で あ るシス テ ム ハ ウスに重 点 を置 き

調 査 研 究 をい た しま した。

本 年 度 は初 任 度 で もあ り,個 々の問 題 の所在 や性格 を明 確 化 す るに と どめ深

く掘 り下 げ て検 討 しな くて は な らない 点 につ きま しては次 年 度 以 降継 続 して検

討 す る予 定 で ご ざhま すc

太 調 査 が 今後 の マ イク ロコ ン ピ ュー タ産 業 の発 展 に寄 与 で きれば幸 甚 に存 じ

ます。

終 りに本調 査 に ご尽 力 ・ご協 力下 さい ま した各位 に対 し,深 く謝 意 を表 わ す

次第 で す。

昭 和54年3月

財団法人 日本情報処理 開発協 会

会 長 上 野 幸 七
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本 年 度 は マ イク ・コ ンピ ュー タ振 興 セ ン タ ーの業務 の1つ と して,マ イク ・

コ ン ピ ュー タ関連 業 界 の基 盤 整 備 に 関 す る問題 につい て 「基 本 問 題 委 員 会 」を

設 け て マ イク ・コン ピ ュー タ産 業 の 現状 お よび問題 点 につい て検 討 した。

マ イ ク ロコ ンピ ュー タ産 業 は,チ ップ メーカ,シ ス テ ムハ ウス お よびOEM

ユ ー ザか ら構 成 され るが,第1章 では これ ら個 々の分 野 に内 在 す る重要 な問 題

点 に つ い て分析 を行 った。 さ らに第2章 では各 分野 に また が っ て存 在 す る各種

の問 題 点 につ い て検 討 し,多 元 的 に マ イク ロコン ピュ ー タ産 業 の現 状 認 識 を行

っ た。

そ の結 果 マ イ ク ・コ ン ピュ ー タの産 業 に おいて,本 来 メー カ とOEMユ ーザ

間 の 橋渡 しをす べ きシス テ ム ハ ウスに つ い ては,そ の実態 が 必 ず し も明 らか で

は な く,ま た種 々の問題 が十 分 に掘 り下 げ られ るこ とな く現 在 に至 っ て い る よ

うに思 わ れ た ので,本 年 度 は シス テ ムハ ウス に重 点 を置 き検 討 す る こ とに なっ

た。 そ こで シス テ ムハ ウス サ イ ドよ り具 体 的 な問 題提 起 を得,こ れ を第3章 の

総合 的 問 題 と してま とめ た。 最 後 に第4章 におい て マ イク ロコ ン ピ ュー タ産 業

に おけ る新 しい企 業集 団 と して の シス テ ム ・・ウス業 界 の形 成 ・確 立 の可 能 性 に

つ い て検 討 した。

検 討 の結果,シ ステ ム ハ ウ ス業 界 を独 立 して形 成す るた めに は,日 本 の産 業

構 造 の 中 におけ る シス テ ム ハ ウ スの位 置 づけ,業 界形成 に よ リシス テ ムハ ウス

が得 る メ リッ トお よび デ メ リ ッ トの解 明,シ ス テ ム・・ウスの 企 業体 質 の 改 善 な

どにい ま なお問 題 点 が残 さ れ てい る こ とが明 らか となっ た。

本 報 告 書 の各 車 で議 論 した主要 な問 題 点 を要 約 す る と次 の とお りで あ る。
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マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ産 業 の分 野 別 問題

(1)チ ップ メー カ

①LSIの ス ケ ール ・メ リ ッ トを生 かす た め には そ れ に見 合 う需 要 が必

要。

② 従来 チ ップ メー カの役 割 で な かっ た ソ フ トウエア 開発 の要 求 に ど う対

処 す る か。

③ 効 率 的 な多 品 種 の製 造技 術 の開発

④ 応 用 分 野 に必 要 な技 術 者 の教 育

(2)シ ス テ ・・,ハウ ス

① 資 金調 達

② 営 業 コス トア ップ

③ 企 業 体 質 が一 匹 狼 的

④ 特 定分 野 へ の専 業化

⑤ 人材 高 令 化

⑥LSIメ ー カ との 関係

⑦ 業 界 の 確立

(3)OEMユ ーザ

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの本 質 か ら応 用の具 体 的 方 法 に到 る ま での認 識 と

知 識 の蓄積。

■

4

マ イク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 の各 分 野 間 の問 題

(1)チ ッ プ メー カ と シス テ ム ハ ウス

① 技 術 情報 伝 達 の遅 延

② チ ップ供 給 ル ー トの確保

(2)OEMと シス テ ムハ ウス

① 技 術情 報 の取 扱 い

一2一
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② 保 守 ・サ ー ビス

③ 価 格 設 定 ・契 約

(3)OEMと ユ ー ザ

① カ ス トマ ・ トレ ー ニ ン グ

② 保 守 ・サ ー ビス

(4)ユ ー ザ と シ ス テ ム ハ ウ ス

① シ ス テ ム ハ ウス の 選 択

② 仕 様 書 の 統 一 ・標 準 化

な お,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ産 業 全 般 の 大 き な 問 題 と し て,

・教 育 お よ び技 術 の 標 準 化 の 問 題 が あ る
。

人材 の育成

`

シス テ ムハ ウス に関 す る総 合 的問 題

(1)経 営 基 盤 の問 題

① 人

② 金

③ 経 営

④ 設備

⑤ 資材

(2)法 的 問 題

① マ イ ク ・コ ン ピ ュー タの ノ ウハ ウ等 に関 す る権 利

② ソ フ トウエ ア の保 護

③ マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ製 品 の瑠 疵 に よる トラブル

④ 故障 に よ り生 ず る事 故

⑤ 利 用上 で の悪 用

⑥ プ ラ イバ シーの保 護
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⑦ 外国 との契 約

⑧ 秘密保護 に関す る契約

マ イク ロコ ン ピュ ー タ産 業 にお け る シス テ ムハ ウスの在 り方

シス テ ムハ ウス業 界 形 成 の 問題

① 縦 割 り指 向 の強 い 日大 の産 業 構 造 か ら見 た シス テ ムハ ウスの可 能 性

② 企 業体 質 か ら見 た シス テ ム ハ ウスの特 徴

③ 関 連 業 界 との協 力体 制 の実 現 可 能性

④ シス テ ムハ ウス に関 す る全 般的 問 題 と今後 の課 題

4

本 年 度検 討 の結 果 明 らか に 在 っ た シス テ ムハ ウスに関 す る問題 点 は

① 個 々の企業 の 自主 的努 力 に よ り解 決 す べ き もの

② マ イク ・コ ン ピュ ー タ関 連業 界 の協 力 に ょ り解 決 すべ き もの

③ 国 の施 策 と して対 処 す べ き もの

に大 別 す る こ とが で きるが,こ れ らの 個 々の問 題 点 につ い て は差異 が あ る か も

知 れ な いの で,次 年 度 以 降,質 的 ・量 的 に堀 り下 げ た考 察 を行 い,コ ン ピ ュー

タ産 業 全 体 の あるべ き姿(高 慣 習,企 業 行動 規 範 等)の 研 究,お よび そ の重 要

部分 を形 成 す る マ イク ロ コ ン ピ ュ ー タ産 業 を振 興 す るた めの政 策 の研 究 と必要

な提 言 を行 う予 定 で あ る。

●
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第1章 マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ産 業 の

分野別現状 お よび問題 点

⑨

■

■

`

1.1チ ツ プ メ'カ

1.1.1現 状

(1)需 要,品 質,技 術

マイ クロコン ビL"一 タの実 像 と も言 え るLSIやICの 需要 は大 きな 伸 び を示 し

て い る。すなわち,過 去2～3年 間 の伸びは年間150-y200%に 達 し,こ の分野は

不況 知 らず の現況 で あ る。IC,LSIは これ まで電 卓 用 をは じめ 多 くの大 量

需 要 に支 え られ,そ の生産 技 術,特 に量 産技 術 は飛 躍 的 に向上 し,日 本のそれは

十 分 に世 界 レベ ルに あ る と言 え よ う。(図1-1)

また,品 質 に つい ては 世 界 で最 も高い レベルであるとの 定 評 とな って い る。 こ

の 品 質 レベ ル の高 さや信 頼 性 に対 す る定 評は,民 生用 電 子機 器 用 な ど大 量 の デ

バ イス を生産 す る中におい て,ま た電電 公 社 をは じめ とす る公 共 機 関,諸 官 庁 の

要 求 され る高 い 品質 を実 現 す るた めの 御 指導,更 に 欧米 とは 多少 異 な る 日本 人

の 国民 性 な ど,多 くの要 因 に ょ り達 成 さ れ,且 つ 維 持 され て い る もの と判 断 さ

れ るo

しか し,す べ て の点 に お いて現 状 は 世 界 のTOPレ ベルにあるか と言 うと・ 必

ず しもそ うで も ない。

例 え ば,技 術 開発 の 先行 度,新 製 品 の開 発 な どに つ いて は,末 だ に米 国 に一

歩 ゆ ず らざ るを得 な い面 が 多 い。 更 に先 端 技術 の た めの製 造 設 備 につ い て も同

様 に,一 歩 ゆず らざ るを得 ない のが 現状 で ある。

しか し,こ れ らの点 につ い ては 目下,通 産 省,電 々公 社 の御 指 導 に よ り進行

中の ナ シ ョナ ル プ ・ジ ェク ト"超LSI"に よ り,勢 力的 に技 術 開 発 が なされ

て い て,そ の成 果 が大 い に期 待 され る と こ ろで あ る。
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・応 用 分 野 につ い ては ,当 初,計 算 機 能 を主体 と した高 級 電 卓 とかECR(電

子 式 金 銭 登 録 器)な ど よ り始 ま ったが,次 第 に制 御 機能 を応 用 す る方 向へ の拡

大 を示 し,事 務 機 器,産 業 用機 器,民 生 用電 子 機 器,家 庭 電 化 製 品,娯 楽 機 器,

デ ー タ端 末,計 測機 器,自 動 車電 装 機 器,医 用機 器 な どな ど急 激 に普 及 がす す

み,応 用 はむ しろ まだ まだ 初期 の段 階 に あ る と言 え よ う。 これか ら更 に,従 来

存 在 しな か った よ うな新 しい 分 野へ の展 開 が期 待 されて い る。

(2)一価 格 と競 合

何 と言 って も,マ イ クロコンピ ュー タの採 用 の メ リ。トは 第1に 経 済 性 にあ るo

δ
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`

この経 済性 を高 め る第1の 要 因 は,LSIに 関す る技 術 革新 の進 歩 で あ る。

各種 の技 術 進 歩 が あ るが,中 で も著 しい の は集 積 度(1個 のLSIに 含 まれ る

基 本 機能 素子 の数 … … 例 え ば,1個 のLSIに つ め込 まれ る トラ ンジス タの数)

が,時 間 とと もに飛 躍 的 に増 大 して ゆ くことで あ る。(図1-2)

1個 のLSIに 入 っ てい る トラン ジス タの数 を2倍 に す る と して も,ト ラン

ジス タをつ め込 む 密 度 を高 くす れ ば,必 要 なチ ッ プ(シ リコ ン薄 片 … … この 中

に トラン ジス タを集 積 す る)の 面 積 は2倍 に しな くて も済 む か ら,価 格 も2倍

までは な らな い こ とに な るo
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この効 果 に よ り,電 気 的 な単位 機 能 当 りの価格 は か な り急 激 に下 が って 来 て

お り,今 後 も この傾 向 は しば ら く続 きそ うで あ る とさ れて い る。(図1-3)

この よ うな急 激 な価 格 低下 の た め に は,非 常 に多 くの面 よ りコス トダ ウン を

計 る こ とが 必要 で あ るが,コ ス トダ ウ ンの条 件 と して 不可 決 なの は量 産す る こ

とで あ る。

マ イ ク ロ コン ピ ュー タの チ ップ メ ー カ は,国 内 で は 約10社,外 国 で は主

に米 国 で イ ン テル,TI,RI,NS,モ ステ ック,FCな どは じめ,小 企業

に い た る まで か な りの数 が あ り,競 争 の度 合 い は きび しい。

'
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図1-3ア クテ ィブ素 子 の価 格 の 推移
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`

図1-3の よ うな価格 の低 下 カー ブは,こ の きび しい競 争 の産 物 と言 うこ と

が で きる。 また,激 しい技 術 革新 と競 争 の ため に 、製 造 、検査 設備 は,そ の 設

備 の 寿 命 よ り早 く事 実 上 の陳 腐 化が あ らわ れ,ま だ 使 え る設備 を 次 々 と更 新 し

なけ れ ば な らぬ もの が 多 く,償 却 期 間 の 短 縮 が認 め られ てい るが,問 題 が解 決

した わ け では な いo

l.1.2問 題 点

(1)LSIの スケ ール メ リッ トを生 かす た め に は,需 要 が必要 。

マイクロコンピュータと言 ってもその中心的存在は半導体LSIで あり,1、SIの ハー

ドウェア上の長所,欠 点はそのままマイ クロコンピュータの長所,欠 点につながる。 した

がってマイ クロコンピュータの問題 はLSIの 問 題 点で もあるこ とが 多い。

周 知 の通 り半 導 体LSIはICの 大規 模 化 した もの であ る。LSIな どを製

造 す る半 導 体 産 業 は 量産 す る こ とを前 提 と した,極 め てス ケ ール メ リ ッ トの大

きい産 業 で あ る。 す なわち,大 量 生産 す る こ とに よ りは じめ て 低価 格 が実 現 さ

れ る し,品 質 や 信 頼 性 の確保 もで き る と言 うこ とが で き る○特 に コス トは ス ケ

ール が大 き く効 き ,生 産 量 を2倍 にす れ ば コス トは25%下 る と も 言われ て い

る程 で あ る。

メ ー カ が マ ー ケ ッ ト シェア を大 きな問題 にす る の も,実 は この様 な ことが

大 きな理 由の1つ に な って い る。

それ には まず生 産 され る製 品 に対す る大量 の 消費 市場 の あ る こ とが前 提 とな

る。 トラン ジス タやICは 部 品 で あ るか ら,例 えば1台 の トラン ジス タ ラジオ

の 中 に も数 個 ～ 十数 個 も使 わ れ大 量 の 需要 が あ るのは 容 易 に想 像 され たが,マ

イクロコンピュータは同じ半導体製品でも機能はかな り複 雑なものであることから,当 初

はその用途や数量 的需 要 について疑 問視 す る向 き もない では な か っ た。 しか し応

用 範 囲の拡 大す るに つ れ てや は り部 品 と して 使 われ るこ とが 多 くの分 野 に広 が

り,大 き な需 要 は 疑 い の ない ものVCftっ た。 しか しそれは1チ ップを中心 とす

る比 較 的低 機 能 の4ビ ットや8ビ ットマイクロコンピュータであり,,セ パ レー トチ ップ

の16ビ ッ トやビッ トスライスな ど 高 機 能 の もの は まだ 十 分 な需 要 が あ る とは 言
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え ない し,ま た周辺 機 器 の コ ン トロー ラの一 部 な ど も数 量 的 に少 な い ため メ リ

ッ トの生 か し きれ ない もの も あ る。 民 生,家 電,事 務器 の一 部 な どは大 量生 産

的 で あ るが,工 業制 御 計 測 分析,医 用 な どは 中量 または 少量 の 需要 の もの も多

い 。(表1-1,1-2応 用 分 野 の 一覧)

② ソ フ トウ エアの要 求 に ど う対 処 す るか

マイ クロコンピュータの応 用 は ,量 産性 の度 合 いが比較的大 きい ものか ら始 まり普

及 を して来 た。ECRな どは その典型 であ る。、更 に非常に量 産性の大 きい ものは

価 格 との関係 でマイ クロコンピュータ化 が遅 れた が,マ イクロコンピュータ価格 の 低

下 と共に家 電製 品や民生 用機器 などへ続 々 と応 用が進み始め た。

一 方 ,非 量 産 製 品(1機 種 当 りの 数量 の 少 な い もの)は,2つ の大 きな理 由

に よ り普 及 が一 歩 遅 れ てい る。

①1チ ップマ イク ロ コ ン ピ ュー タの 様 な 経 済性 が得 られ な い。

② 数 量 は 少 な くて も多 くて もほ ぼ 同 じ程 度 の設計 費 がか か るの で,コ ス ト

上 の有 利性 がそ れ程 期 待 出来 な い。

こ こで設 計 費 につ い て考 え て見 る と大 き くハ ー ドウ ェア と ソ フ トウエア に分

け る こ とが で き,そ れ らの 比 率 は ケース バ イ ケ ース で あ り一 定 して い ない が,

通 常両 者 は 同 等 または ソフ トウェアの方 が 大 きい場 合 が 多 い。場 合 に よって は

90%ま でが ソ フ トウェア と言 うこ とす らあ る程 であ る。

図1-4の 最 も左 側 に位 置 す る と ころは,1品(機 種)料 理 的 な もの で応 用

の 種 類 は ほ とん ど無 限 と言 え る程 多 くあ るが,こ れ らの応 用 に も ソフ トウ ェア

が 必要 とな る か ら,極 端 な例 で は ソ フ トウエ アの 開発 費 用 を僅 か1台 で負 担 せ

ね ば な らぬ こと も あ り,そ の 費 用 の た め に普 及 が遅 れて い る。 しか し,こ れ か

らの 情報 化 社 会 を進 め る上 で は この 問題 は さけ て通 る訳 に は ゆ か ない 。

図1-4の 最 も左側め代表的な例 としては,マ イクロコンビL-一 タの発展 に よ り俄

か に注 目され,普 及 しよ うとしてい るパーソナル コンピュータがある。,.こ れを個人 が

持 って各 人 各様 の ため の機 能 やJOBを 実 現 し ようとす れ ば 千差 万 別 の ソ フ ト

ウ ユアが 必要 に な り,既 製 品 では 間 に合 わ な くな るのは 想 像 に難 くない 。
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応 用 分 野

工 業 制 御

計 測 分 析

民 生 ・ 家 電

■ ◆

表1-1応 用 分 野 一 覧

応 用 製 品 例

自動 ポンダ ・NC装 置 ・電適放電加工条件の 自動検索装置 ・多種少量生産 用ロボ ッ ト ・塗装 ロボ ット

デ ジタル計装 シス テ ム ・旋盤専 用CNC装 置 ・円弧 ネジ加工機(NC旋 盤)・ 電子 ビー ム溶 接機 用制御装置

トラ ン ジ ス タ製 造 用 全 自動 ワ イ ヤ ー ポ ン ダ ー ・自動 サ ー ボ ロー ダ ー ・汎 用 シ ー ケ ン ス コ ン ト ロー ラ

プ ラ ン トコ ン ト ロー ラ ・CNCフ ラ イス 盤 ・マ シ ニ ン グ セ ン タ ー ・無 人 フ ォー ク リフ ト

(生 コ ンブ ラン ト)骨 材の受材 自動 化シス テム ・CNC精 密 ターニン グセンター

クレーン位置検出 ・データ伝送システム ・高周波 ウェルダー ・自動製図装置 ・飼料プラン ト制御システム ・選果機

ブレーキ試験装置 ・燃料噴射装置試験機 ・拡散炉温度制御 装置 ・圧延 ライン笛脚 システム ・半 、.一

写 植機 ・TV製 造 ラインの 自動機

自動 サ ン プ リン グ シ ス テ ム ・液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ デ ー タ処 理 装 置 ・ トラ ン シ ー バ ー 特 性 試 験 装 置

レーザー 利 用 シー ト検 査 シ ス テ ム ・多 点温度 デ ー タ収録 装 置 ・ガス ク ロマ トグラ フデ 一 夕処 理 装置 ・騒 音 測定 シス テム

電 力量監視 シス テム ・(電 力監視,環 境データの記録,プ ラン ト諸量監視用の)デ ータロガー

ビル総合管理(防 災,防 犯 省エネルギー)シ ステム ・気温垂直分布損碇装置 ・鉄鋼生産 プロセス高速全窒素分析装置

デ ジ タ ル 方 式 測 量 器 ・周 波 数 分 析 装 置 ・(ガ ス ク ロマ ト用)マ ル チ イン テ グ レー ター ・ ミニ ガンマ カ ウンター

温 室栽培 自動化 シス テム ・木材測長切断システム ・河川監視システム ・アル ミ用X線 厚み計 ・鋼材探傷装置

オシロスコープ ・ダム貯留地箭脚 システム ・自動検針呼出装置 ・大気汚染監視システム ・ダム自動ゲー ト御櫛

ドプラー速度計 ・音響測定シス テ ム ・振動 試験機 ・磁界測定機

自動 一眼 レフカ メ ラ ・電子 オ ル ガン ・電 子式 ジ グザ グ ミシ ン ・電 子 レンジ ・テ レ ビゲー ム ・自動 車 ・洗 饗機

ビデ オ テ ー プ レ コ ー ダ ・エ ア コ ン ・テ レ ビ受 像 機

、
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表1-2 応 用 分 野 覧

応 用 分 野 応 用 製 品 例

事 務

・伝票発行業務専 用コンピュータ ・POSシ ステム ・金 融機関の窓 口専用機 ・テラー ズ.マ シン ・在庫管理機

・多項 目データ処理(在 庫管理 ,販 売管理,給 与計算,手 形管理)シ ス テ ム ・オフ ィス 。コンピュータ

・油槽場データ配送端末機 ・給油所POS・ 複写機 ・現金 自動 入出機 ・ECR

・(ニ ソ ト・織物工場 向け)反 物情報処理 システム ・青果集荷場 システム ・ラベルプ リタ ・硬貨仕分け機

・ク レジ ット照合機 ・定期積金専用機

、

コ ン ピ ュー タ ・通 信

・ユ ニバ ーサ ル デ ジ タル テ レー メ一 夕ー ・(防 災 ・防 犯 設 備 端 末 機 器 の 集 中 監 視 ,遠 隔 制 御 用 の)多 重 情 報 伝 達 シス テ ム

・船 舶 の 船 位 測 定 の 衛 星 航 法 シ ス テ ム ・マ イ ク ロ フ ィル ム検 索 機 ・ イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・タ ー ミナ ル

・カ セ ッ ト磁 気 テ ー プ 用接 続 制 御 装 置 ・OMR装 置 ・ボ タ ン電 話 ・構 内 用 電 話 交 換 機

・デ ィス プ レー型 イ ンテ リジ ェン トター ミナ ル シス テ ム ・フ ァクシ ミリ ・カ セ ッ トインプ ッ ト方式 デ ー タエ ン トリーマ シ ン

・コ ン ピ ュ ー タ ・ア ウ トプ ッ ト ・マ イ ク ロ フ ィル ミン グ 装 置 ・ハ ン ドス キ ャ ンOCR

・(高 速 道 路管 理 の ため の)中 央 集 中監 視 制御 シス テ ム ・魚群 徽[機 ・ROM書 込 機 ・交 通 信号制 御 機 ・舶 用レー ダー

・XYブ ロ ック 制 御 装 置 ・ラ インプ リンタ 制 御 装 置 ・メモ リダ ン プ追 跡 装 置 ・番 組 自動 送 出 装 置 ・自動 放 送 装 置

医 用 ・ 教 育 用

・尿自動分析 システム ・電動式全腕義手 ・学習用マイコンキット ・個人教育 システム ・病院窓口専 用ター ミナル

・診断用X線 自動llli脚装置 ・教育 ・研究用マイクロコンピュータ ・呼吸機能検診システム ・CA1・ 自動1血液分析装置

・健診データ処理装置 ・∬n球分類計数器 ・肺機 能検査機

そ の 他

・遊 技場 専 用 コンピュータシス テム ・(旅 館 ホ テル 用)フ ロン ト会 計 専 用 機 ・漢字 編 集 シス テ ム ・バ イオ リ ズム計 算機

・点 字 プ リ ン タ ・(時 間 ,広 告,騒 音)表 示 板 ・画 像 伝 送 式 汎 用乗 車 券 発 行 シ ス テ ム ・グ ー ム マ シ ン
!

・列車グ イや記録装置 ・バス料金精算シス テム ・駐車場料金管理装置 ・自動 出改札装置

.

注)新 聞記事,ヒ ヤ リング結果,マ イク ロコン ピュータに関す る技術動向調査(日 本電子工業振興会,昭 和52年2月)よ り整理 した



、

⑨

■

応

用

件

数

量 産 性 度 合 い 大

図1-4 量産性 度合い大

■

また逆 に ソ フ トウ ェアは 既 製 品 しか ない もの と した ら,パ ー ソナル の用 途 と し

ては か な り限 られ て しま う。 丁度 洋 服,靴,日 記帳,料 理 な どの値 入 生 活 に関

す る もの な どを既 製 品 です べ て間 に合 わ せ る様 な もの であ る。 各 人の ビジネ ス

の能 率 に も関係 す るの で,も っと各 個入用 の要 求はつ よ くな るのが 当然 と思 わ れ

るc

す で にハ ー ドウェア に つい ては この分 野へ の大 量 供給 が可 能 であ り,一 般 個

人 の手 が 届 く範 囲 までの 価 格 に 下 って来 た。 い つで も入手 が可 能 に な った の で
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あ る。 これ か らの パ ー ソナル コ ン ピ ュー タの 普 及の 要 点 は.,ソ フ トウ ェアに あ

る と言 って も過 言 では ない 。 これ らの ソ フ トウ ェアは 今後 個 人 レベ ル で作 る,

ま たは 加工 して使 うと言 う傾 向 に な らざ るを得 た い。 または 洋服 の仕 立屋 の 様

に,手 軽 に比 較 的 安価 に ソ フ トウ ェアが供 給 され る様 な 市場 構造 が で き る こと

が 必 要 で あ る。

これ らに対 す る中期 的 な政 策 の1つ は,学 校 教 育 の 中 へ の採 用 が有 効 であ ろ

う。 例 え ば大 学 また は 高校 教 育 へ の採 用 で あ る。 一 般 人 の道 具 と して使 われ る

日が そ う遠 くは ない こ とを考 え る と,準 備 は 早 急 に 始 め るべ きでは ない か と思

わ れ るo

また,国 民 全 体 の レベ ル 向上 も同 時 にす す め る必 要 が あ り,こ れ にはNHK

な どの 放送 の利 用 は じめ各 種 学 校 な どへ の助 成 策 も効 果 あ る もの と思 わ れ る。

(3)生 産 方 式 と数 量 の問 題

経 済的な効果 の大 きい1チ ップマイクロコン ピュータについては,現 在の ほ と

ん どのものはマス クROMで プログラムす る方式を とっており,そ の た め製 作数

量 が 小 さ い場 合,価 格 的 に不 利 と な り,数 十 個 以 内 では事 実 上 実現 しか ね

る こ と もあ る し,極 め て不 経 済 に な る と言 う問 題 も大 きい・

これ に対 しては,不 揮 発 性 のRAMを チ ッ プ内 に もつ よ うな1チ ップマ

イクロコン ピュータがで きれば,技 術 的 に は解 決 す る が ,現 在 の と ころ,性 能,

経済 性,信 頼 性 上 か ら見 て十 分 に実 用 に耐 え る もの が得 られ て い な い。

も と も と半 導 体 の製造 シス テ ムは小 品種,大 量 生 産 用 に で きて い る傾 向

が あ るが,現 状 では,可 能 な限 り多 品 種 を効 率 的 に製造 す るこ とが でき る

よ うに改 善 を加 え て ゆ くこ とが必 要 と され て い る。

(4)新 規 開発 需 要 に 対 処 す るため に

応 用 分野,需 要 が拡 大す る中 での 問 題 点 と して 同種 な もの に専 門技 術 者

の不 足 が あ る。

マイ クロコンピュータは経済性 の追求のために採用 されるケースが圧倒的に多い
。

マイクロコンピュータがLSIの 集 積 度 の年 々の 向上 の結果 ,1チ ップ化 さ
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れ て更 に経 済 性 を 高 め た。 そ して これ か らは,応 用分 野 に よ り適 し た1チ

ップマ イ ク ロコン ピ ュー タが 現わ れ,多 種 化 して ゆ くもの と考 え られ る。

それ が ま た経 済 的 に も通 じ る こ とな の で あ る。

また・ セパ レー トチ ップの標準マイクロコンピュータ用チップに もCPU ,R

OM,RAMだ けではな く周辺 とのイ ン タフェー ス 回路 も続々とLSI化 され,

周辺 機器,コ ン トロー ラ,通 信 制御,バ ス コ ン トロー ラな ど多種 多様 の

LSIチ ップ が 出現 し,こ れか らも益 々要 求 の度 をつ よめて い くが,こ れ

もLSIの 極 め て高 い経 済 性,信 頼 性 な どの メ リッ トに よる もの で ある。

しか し,こ こで問題 に な るの は,集 積度 が上 り複雑 な機 能 を チ ップの 中

に盛 り込 む こ とが で きる様 に な り,チ ップは か って の ボ ー ドまた は サ ブ シ

ス テ ム程 度 に まで複 雑 に な っ た。 そ して このLSIの 開 発 ,設 計 には 多 大

の 技術 工 数 を必要 とす る様 に な った ことで あ る。集 積度 の 増大 は2.5年 で

約2倍 の ピ ッチ で進 ん で い るの だ か ら,設 計 工数 の ア ップ も当然 と言 った

と ころ で あ る。

更 に前 述 の様 に多 品 種 化 の 傾 向が つ よい と言 うこ とで,LSIメ ー カ

側 と して の 必要 技 術 工数 は急 激 に増 してい る。

技 術工 数 の増 大 に対 して は,単 に人員 をふ やす だけ では 本 格 的 な解 決法

とは言 い難 い。 む しろ,そ れ らに対 しては,CAD,CAMな どの 手法 を

積極 的 に利 用 し,合 理 化 を高 め る ことが不 可 欠 な もの とな って来 よ う。

また一 方,応 用 分 野 の拡 大 と共 に,従 来 エ レク ト・ニ クス や コ ン ピュー

タ とは無 縁 で あ った産 業 や機 器 製造 業 に まで応 用 分 野 が広 が って い る。

す なわ ち,石 油 ス トー ブな どの暖 房機器,玩 具,毛 糸編機 な どは そ の例

で あ り,そ れ らの新 しい応 用 分 野 では,採 用 して 製 品 の機 能 や 付 加 価値 を

高 め よう と して も技 術 者 が い ない,経 験 もな い と言 う場 合 が 多 く,設 計,

開 発を チ ップ メー カに依 頼す るこ と もしば しば で あ る。

チ ップ メ ー カ は こ れ ら の 注 文に応 じる こ とは,市 場 の動 向把 握 か らも

望 ま しい こ とでは あ るが,件 数 が多 け れ ば とて も応 じきれず,ま た 応用 に
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は そ れ ぞ れ の 分 野 の 専 門知 識 もか な り必 要 で あ って,十 分 には応 じきれ

て い ない の が現 状 で あ る。

これ らの 開発,設 計(含 む ソ フ トウ ェア)の 仕 事 は シ ステ ム ハ ウスの 得

意 とす る と ころ で,多 くの シ ステ ムハ ウスが 多数 の開 発,設 計 を こな して

い るoこ の面 か ら,チ ップ メ ー カ とシス テ ムハ ウスが 種 々の つ なが りを

持 つ こ と も しば しば あ る。 チ ップ メ ー カ と シ ステ ムハ ウス の あ るべ き姿

が 云 々 され る理 由 は この辺 に あ る。

■

1.2シ ス テ ム ハ ウ ス

マ イ ク ロ コ ン ピュー タの普 及は 目 ざま し く,産 業,民 生,家 電 用 と あ らゆ る

分野 に応 用 さ れ コン ピュー タ産 業 の ほか に新 しい ジ ャン ル を確 立 す るに 及ん だ。

この新 しい ジ ャ ンル は半 導体 メー カ とOEMメ ー カの 橋渡 し的 存 在 ともみ ら

れ る シス テ ムハ ウスの 活躍 に よって精 力 的 に 開拓 さ れ,文 字 通 りマイ ク ロ コン

ピュー タ普 及の リー ドオ フマ ン と して注 目を浴 び る存在 とな った。 しか しマ イ

ク ・コ ン ピ ュー タ産 業 自体 歴 史 は 浅 く,シ ス テ ムハ ウス のは なぱ な しい活躍 の

割 には,未 だそ の 企業 基 盤 は 軟 弱 で あ り,様 々 な問題 を抱 えているのが 偽 ざ ると

ころ で あるo

そ こで シス テ ムハ ウスの 現 状 と問 題点 につ い て述 べ てみ た い。 向 本項 で触 れ

られ なか った事 は 第3章 総 合 的 問 題めなか で述 べ ることにず る。

L2」 現 状

コン ピュー タ先 進 国 で あ る米 国 の シス テ ムハ ウス と我 が 国 の シス テ ムハ ウス

は そ れぞ れ の 国民 性,社 会 情 勢,産 業 構造 な どの違 い か ら必 ず しも相 似 的 な も

の とは な って い ないo

EDP,INDUSTRYREPORTに よれ ば,米 国 に 於け る シス テ ム・・ウ

ス は,次 の3つ の カ テ ゴ リー に分類 され るo'

①SYSTEMINTEGRATORS

`
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`

システムコンポネン トを外 部 よ り購入 し,ソ フ トウ ェア な どを 自社 開発 して システ

ムと して完 成 させ る形 態 の システムハ ウスで,大 半 の システムハ ウスが これ に入 る。

②VALUEADDEDINTEGRATORS

シ ス テ ム コ ン ポ ネ ン トを外 部 よ り購 入 して シ ス テ ム を完 成 さ せ る こ と に

つ い て は ① と 同 様 で あ るが,そ れ に 加 え て 自社 ブ ラ ン ドの ペ リフ ェ ラル な

ど も製 作 し,以 上 を 組 み 合 せ て,よ り付 加 価 値 の 高 い 製 品 に ま と め る こ と

を専 業 とす る シ ス テ ム ハ ウス で あ り,全 体 の 約%が こ れ に 入 る。

③TURNKEYSYSTEMSUPPLIERS

自 社 開 発 した ソ フ ト ウ ェ ア を主 に セ ー ル ス す る必 要 上,ハ ー ドウ ェ ア を

外 部 よ り購 入 し,シ ス テ ム と して 完 成 さ せ ユ ー ザ に 販 売 す る シス テ ムハ ウ

ス で あ り約 〆 が これ に 入 る。

加 え 米 国 で は ア マ チ ュ ア,ホ ビ ィ ー ス トを 対 象 に,1975年 頃 か ら群 生 し

た コ ン ピ ュ ー タス トア で パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ用 の マ イ コ ン キ ッ ト,

端 末 装 置,ソ フ トウ ェ ア を 供 給 す る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ が 続 々 と

登 場 した こ とが 注 目 さ れ る○ 今 日 で は,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タのIBMと も 称

さ れ るMITS社 を 筆 頭 にIMSAI,SWTP,プ ロ セ ッサ ・テ ク ノ ロ ジ ー,ク

ロ メ ン コ,ア ッ プ ル ・ コ ン ピ ュ ー タ,コ モ ドー ル,リ ア ・シ ー グ ラ社 な ど数

10社 を 数 え る程.大 き な 勢 力 と な って い る。

こ の よ う な背 景 か ら一 般 に シ ス テ ム ハ ウス とい え ば こ の 種 の 企 業 と対 比 さ せ

る た め に,我 が 国 の シス テムハ ウス の 実 態 を 見 誤 る 遠 因 の1つ に な っ て い る。

と に か く,米 国 に 於 け る シ ス テ ム ハ ウス は 一 山 あ て よ う型 と も い え るベ ン チ

ャー ビジネス的 な色彩が濃 く,そ れ だけ企業 と しての独立 意識 が旺盛 で,浮 沈 も激 しい

代 りにチ ャ ンスを ものに して大.き く成長す る企業 も少な くない。 それ にひ きか え,我 が

国の システ ムハ ウス と称 され る企業 に共通 してい え るこ とは,、 大手 企業(親 会社)や 特

定のユ]ザ とい うよりもクライアン トに嫁 するところが大で ・ その点営業上の安全性

は保 てる代 りに大 き く成長するチャンスは初めか らないに等しい環 境 に あ る とい って

も よい 。 言 い換 え れ ば,我 が 国 に は一 山 あ て よ う型 の シス テ ムハ ウス は極 め て
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少 な く,"堅 実 経営"に 徹 せ ざ る を得 な い特 殊?な 情 況 に あ る とい え る。 実 力

の ある シス テ ム ハ ウスが 大 き く成 長 で きる環 境 の整 備 こそ,今 後 我 が 国 の産 業

が知 識 集 約産 業 を イ ンダ ス トリーの カナ メ と して位 置 づ け て行 く上 で 火急 の策

を構 ず べ き問題 で あ る。

また,あ らゆ る もの が多 様 化す る今 日,シ ス テ ム ハ ウスの 企 業形 態,営 業 戦

略,活 動 の フィ ール ドな ど も多様 な もの に な ってお り,明 確 に シス テ ムハ ウス

とは 何 か 定義 を下す こ とは 難 か しい。 堆 い え る ことは 既 に商 品 イ メー ジが定 着

し大量 に生 産 が で きる。 電 卓,テ レ ビ,ス テ レオ,テ ー プ レ コーダ,時 計,カ

メ ラ,ラ イ ター な ど の 製 造 メ ー カ や重電 機,工 作機 械,車 輌,船 舶,プ ラン

トそ の他 の産業 機 械 な ど の メ ー カ と も違 っ て,大 規 模 な生産 設備 や生産 シス

テ ム,そ れ に伴 な う資金,人 手 や販 売組織 を もたず,小 規 模 で 商 品 イ メー ジが

末 だ定 着 して い ない特 殊 な マイ ク ロ コン ピュー タの応 用製 品 を,小 量 小 品種 の

枠 内 で生 産 す る中小 企 業 の 部類 に入 る装置 組 立 製造 業 の|種 で あ る。

シス テ ム ハ ウスは 装 置組 立 製 造 業 と し て大 手 メ ー カ の 下請 的 な仕 事 も請 負

うこ とも 多い が,単 に個別 の 部 品や ユ ニ ッ トな どを部 分的 に生産,あ るいは 組

立 て作 業 の み を行 な うの では な く,高 度 の技 術 力,情 報,経 験 を要 す る シス テ

ムの設 計 ・製造 を担 当してお り.そ れな りに完 成度の高い製品の製作を担当 している。

特 に マ イ ク ロ コン ピ ュー タの ア プ リケー シ ョン技 術,シ ス テ ム化 技 術 を シー

ドに して 未 だ 市場 に見 当 らな い新 製 品 の 開発 に意欲 的 に取 り組 ん で お り,多 く

の シス テ ムハ ウスは この技 術 力 を売 り もの に,と?わ げ ソ フ トウ ェア の開発 力

の優 越 性 に よって 従 来 型 の部 分 請 負 だ けの 範 囲 を超 え ない大手 メー カの 下請 企

業 とは 質 的 に大 きな違 い を示 して い る。

要 約 す る と我 が 国 に於 け る シス テ ムハ ウスは 大 か れ 少 なかれ,商 品 イ メー ジ

と して固 定 され てい ない新 規 性,多 様性,専 用性 が あ り,マ ス プ ロの メ リッ ト

を十 分 に活 か せ ない 範 囲 に あ り,し か も付 加 価 値 生産 性 の高 い 製 品 をLSIを

応 用 して 開発,製 造,販 売を専 業 とす る研究開発代行 型装 置 組 立 業 であ る中小 企業

とい えそ うだo
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川 輩 出の 背 景

我 が 国 に 於 け る シ ス テ ム ハ ウス は 歴 史 的 背 景 か らみ て2つ の グ ル ー プ に

分 け られ る○ 即 ち ミニ コ ン ピ ュ ー タの 発 展 と と も に 発 生 し た グ ル ー プ と マ

イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タの 登 場 に よっ て 誘 引 され 誕 生 し た グル ー プ で あ る。 こ

,の 二 つ の グ ル ー プ の 大 きな 違 い は ミニ コン ピ ュ一 夕 エ ー ジ に 発 生 し た シ ス

ァ ム ハ ウ ス は,ソ フ トウ ェ ア 中 心 の企 業 活 動 を 通 じ て 序 々 に ハ ー ドウ
ェ ア

オ リエ ン テ ッ ドの シ ス テ ム ハ ウ ス に 移 行 し た 経 歴 を もつ の に 対 し
,マ イ ク

ロ コ ン ピ ュー タの 登 場 と と も に 発 生 し た シ ス テ ム ハ ウ ス は 最 初 か ら ハ ー ド

ウ ェ ア オ リエ ン テ ッ ドの 立 場 が と れ た こ と で あ る。

これ は い み じ く も マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タが コ ス ト負 担 即 ち 資 金 力 を あ ま

り必 要 と せ ず に 企 業 化 が 簡 単 で あ る こ とを 裏 付 け る も の で あ る 。

ミニ コ ン時 代 の シ ス テ ム ハ ウス の 活 躍 の 場 が メ イ ン フ レ ー ム メ ー カ,あ

'る
い はOEMメ ー カ の 依 頼 に も と つ い て ペ リ フ ェ ラル の イ ン タ フ ェ ー

ス の 設 計,製 作,ア プ リケ ー シ ョ ン プ ログ ラ ムの 開 発 ,あ る い は 既 設 シス

テ ム の 改 造,保 守 サ ー ビス な ど に 限 られ て い た の に 対 し,マ イ ク ロ コ ン ピ

ュ ー タ時 代 の シス テ ム ハ ウス は ス ケ ー ル こそ 小 さ い なが ら も シ ス テ ムの 中

枢 と な る コ ン ピ ュ ー タ か ら周 辺 端 末 装 置,そ れ に ソ フ トウ ェ ア を 含 め て 一

貫 した 自社 ブ ラ ン ドの 製 品 と して 製 造 で き る機 会 が.与 え られ る こ と で あ り,

ミ ニ コ ン時 代 に ミニ コ ン ピ ュ ー タの メ イ ン フ レー マ ,計 測 器 メ ー カ,計 装

メ ー カ な どの あ る 特 定 のOEMメ ー カ だ け しか コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 製

作 に 携 る こ とが で き な か っ た 時 代 とは ま さ に 隔 世 の 感 が あ る 。

マイ クロコンピュータ時代 に多 くの システムハ ウスが輩出 した ことは:
,と り も直 さ

ず ・ 資 金 的負担 を あま りか け るこ とな く,技 術を も った人材 さえ 確保 で きれ ば ,

い と も容 易 に 企 業 と して 成 算 が 立 て られ る と理 解 さ れ た結 果 で あ る と指 摘

す る む き も あ る が,小 さ くと も知 識 集 約 産 業 の 尖 兵 と して 広 く社 会 に 受 け

い れ られ る素 地 が 情 報 産 業 の な か に醸 成 して い る こ と も 見通 す こ とは で き

な い こ と で あ る。
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(2)形 態 、

今 日,我 が 国 には100社 を優 に超す大小様 々なシステムハウスがあ り,個 人

規 模 や 他 業種 との兼 業組 を入 れ る とす れば ざ っ と300社 は 下 らltい と言

わ れて い る。 生 い た ち,企 業 形 態,指 向す る と ころ も様 々で あ り,一 口 で

これ が シス テ ムハ ウス だ と定 形 を決 め るの は,は なは だ難 しい こ とは 前述

の 通 りで あ る。 これ は シス テ ムハ ウス の業務 が マ イ ク ロ コン ピュー タの 応

用 とい う本 質 的 に 多様 な もの で あ る ことに加 え,シ ス テ ムハ ウス 自身 も産

業 構 造 の 変 化 の なか で,あ らゆ る面 で生存 の た めの変 貌 を一 早 くひろげ る

べ く常 に 流動 的 な状 態 に置 かれ て い る こと を意味 す る もの で,シ ステム ハ

ウス,ま して や シス テ ムハ ウス業 界 の輪 郭 を捉 え る ことの難 しさ を 如実 に

物 語 って い る。

(a)組 織 構 成 上 の形 態

① 個 人 規 模,あ るい は ア マチ ュア,ホ ビィ ース トグル ー ブが企 業 に発

展 した もの。

② 既 存 の 企 業 や,研 究 機 関 よ りス ピンオ フ した グル ー プに よ り企業 と

な った もの。

③ 既 存 の 企 業 の傍 系,あ るいは 子 会 社 と して設立 され た もの 。

④ ソフ トウ ェアハ ウス や計算 セ ン ターが シス テ ムハ ウス部 門 を新設 し

た もの。

⑤ 大 手 企業 の 下請 企 業 が シス テ ム ハ ウス と して 独 立 色を 強 く したもの。

⑥ 既 存の 企業 がそ の ま まシス テ ム・・ウス で方 向転換 を計 った もの。

⑦ そ の 他

に分 類 さ れ,我 が 国 に於 け る シ ステ ムハ ウス の主 だ った と ころのほ とん ど

は ② の 形態 に な って い る こ とが1つ の特 徴 で あ る。

① の 形 態 は あ る意 味 では米 国 に於 い て パ ー ソナ ル コ ン ピュー テ ィ ングの

時 流 に乗 っ て群 発 した シス テ ムハ ウス と類 似 して い る よ うに思 え るが,米

国 の シ ステ ムハ ウス が コ ン ピ ュー タス トア をパ ック に して活 動す るのに対
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し,我 が 国 では米 国 にみ られ る よ うな コ ン ピュー タス トア も稀 有 で あ り,

米 国 流 の パ ー ソナル コ ン ピュー テ ィ ン グ ・シス テ ムハ ウス とは異 質 の もの

とい え よ うo

⑥ の形 態 と して最 近 従 来 の 電 気 ス トアが シス テ ムハ ウス に方 向 転換,あ

るいは 新 たに シス テ ム ハ ウス 部 門 を新 設 す るケ ースが 目立つ よ うに な った

が,① の形 態 とど う結 びつ くの か,今 の ところ未知 数 で ある。

③ の 形態 と して,い わ ゆ る造 船,鉄 鋼,繊 維 な どの構 造 不 況 業 種 の

EDP部 門が 分離 独 立 しシス テ ムハ ウス 的 活動 を開 始 した の が 目に つ くよ

うに な ってお り,今 後 この 形 態 を と る シス テ ムハ ウス が増 大す る もの と

思 わ れ る。

(b)業 務 上 の形 態

① 大手 メー カ の 下 請 け レベ ル で シス テ ム開 発 を専業 とす る もの。

② 下 請 け を1部 行 う一 方,蓄 積 した技術 で一 般の カス トマ ーか らの委

託 開 発 を専業 とす る もの 。

③ 一般 の カス トマ ーか らの委 託 開 発 のみ に専念 す る もの 。

④ 囲療,土 木,建 築 な どの特 定 の分 野 に特化(企 業 が専 業化 す るため

に 必要 な技 術)し た技 術 提 供 を行 な うもの。

⑤ 委 託 開 発 を 行 う と と も に 自社 ブ ラ ン ド の 製 品 開発 を 行 いOEM

に 販売 する もの。

⑥ メー カ指 向 を 強 め 自社 ブ ラン ドの製 品 を エン ドユー ザ に販 売す る も

のo

⑦ 海外 の ソフ トウ ェア ・プ ・ダ ク トやOEM機 器 を シス テ ムに まとめ

国 内販 売 を行 な う もの。

⑧ 技 術 教 育,コ ン サル テ ィ ング を専 門 とす る もの。

⑨ 自社 内 の開 発 セ ン ター を ユ ー ザ に開 放 し,ユ ー ザ と 一 体 と な っ て

シス テ ム開発 を行 な う もの 。

⑩ ホ ビー,ア マチ ュアのDIY製 品 を開発 パ ーソナル コン ビュー テ ィ
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ン グ市 場 を狙 うもの。

以,上 ざ っ と揚 げ た種 々様 々な業務 を シス テ ムハ ウス は展 開 して お り,派 生 的

な業 務 を兼業 す る こ とが 普 通 行 わ れ るか ら,シ ス テ ムハ ウス の業務 形 態は ま

さ に 多 種 多様 な もの とな って い る といえ よ う。

(3)分 極 化 傾 向

定 款 に うた わ れ た企 業 目的 に適 す るもの であ れ ば,創 業 当初 企 業は 収 益性 は

二 の 次 に し て も事 業 機 会 と して あ りと あ らゆ る こ とに手 を染 め る もの で あ り,

シ ス テ ム ハ ウス もそ の例 外 では ないo高 遠 な企業 理 念 とは うらは らに現 実 は生

きる た め に仕 事 の 選 り好 み は して い られ ない とい うこ とで ある。

老 舗 といわ れ る古手 の シス テ ムハ ウス で も社 歴 は や っ と10年 で,平 均 は4

～5年 と い う シ ス テ ムハ ウス の 業 務 が"ヨ ロズうけ た まわ り的 助 っ人業"と

して一 般 には映 ったの も当 然 といえ ば 当 然 で ある。

我 が 国 に於 い て も知 識 集 約産 業 を 中心 に した新 しい産 業社 会 での移 行 が指摘

され,情 報 化,シ ス テ ム化 を進 め た高 加 工 皮 製 品 の生 産 が あ らゆ る産 業 界に於

い て 急 務 とな り,時 代 の要 請 を受 け て,シ ス テ ムハ ウスの役 割 りが 広 く知 られ

る と ころ とな って,シ ス テ ムハ ウス の特 化傾 向,専 業 化 傾 向 が顕 著 に な り,次

第 に分 極 化 す る方 向 に進 ん で い る。 どの よ うな分極 が あ るか拾 い あげ て み る と,

①

②

③

④

⑤

と な る○ 分 極 化 の 方 向が それ ぞ れ異 な る と して も,

な業 務 内容 は 、

① ユ ー ザ コ ン サ ルテ イグ

② 要 員教 育

③ ソ フ トウ ェア 開発

イ ンダ ス ト リアル 指 向型 とパ ー ソ ナル マ ー ケ ッ ト指 向型 。

工 業 分野 指向 と事務 分 野 指 向。

独 立 メー カ指 向 と ユー ザ タイ ア ップ指 向⊃

輸 入 商社 技 術 部 型 と海外 市場 進 出型。

ハ ー ドウ ェア重点 型 と ソ フ トウ ェア重点 型 。

シス テ ムハ ウス の基 本 的
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④ ハ ー ドウ ェア開 発

⑤ シス テ ムサポ ー ト

⑥ 情 報提 供

な ど で あ る。 ウェ ー トこそ まち まち で あ るが,依 然 と して営 業 ⊥ の コ ア とな

ってい る こ とには 変 りな い 。

1.262問 題 点、

システ ム ハ ウス の抱 え る問 題 には ,シ ス テ ムハ ウス の企業 と しての 個 々の 問

題 と,業 界 全体 と して の問 題 が あ り,そ れぞ れ即 今 日的 に解 決 を急 が ね ば な ら

な い問題 と,将 来 で の対 処 の上 か ら意識 して お かね ば な らな い問 題 と に分か れ

る。 こ こで は紙 面 の都 合 上 シス テ ムハ ウス 業 界全体 と して将 来 での対 処 上 問

題 に就 い て のみ 触 れ て お こ う。 箇 条書 きにす れ ば 下記 の通 りで あ る。

① 資金 調 達 の 問題

② 営 業 コス トア ッ プの問 題

③ 関 連協 力 企業 との グ ル ー プ活 動 の問題

④ 競 合 の 問題

⑤ 特 有技 術 確 立 の 問 題

⑥ 人 材高 齢 化 の 問題

⑦LSIメ ー カ との 関係 の問題

⑧ 業 界確 立 の 問題

先 づ① の 資金 調達 の 聞 誤 で あるが,我 が 国 には,米 国 にそ の 例 をみ る よ うな

ベ ンチ ャー キ ャ ピタル とい うものが存 在 しない ことか ら ,極 論 を い え ば,シ ス

テ ムハ ウス の 資金 調 達 能 力 は オ ーナの担 保 能 力 の枠 を超 えた もの では な い 。 そ

こで値 引 きな どの 不利 な取 引 条件 をの む こ とに よ って前 受金 な どを 受 取 る。 商

社 を窓 口 と して資 金 的 な援 助 を仰 ぐ,特 定 の強 力は ユ ー ザの資 本 参 加 を仰 ぐな

ど,涙 ぐま しい資 金調 達 が なさ れ てい る。 米 国 に於 い て はベ ン チ モー キ ャ ピ タ

ル に よって多 くの 世 界的 な企 業,例 えば ミニ コンのDEC,DG社,マ イ クロコン ピ

ュータのイ ンテル,ザ イ ログなどを育成 した実積をみ る迄 もな く,知 識 集 約 産業 育成
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の ため我 が国 に 於 い て も,早 晩 ベ ンチ ャー キ ャ ピタ ルに よる資 金調 達 の 道 が開

かれ る もの と思 わ れ る。

② の営 業 コス トUPの 問 題 は,創 業時 企 業規 模 が 小 さ い うちは特 定 の カス ト

マとの つ なが りだ け で,特 に営 業 活動 を しな くて も,必 要 な仕 事量 が キ ー プで

き,そ れ だげ で十 分 企業 と してや って行 け た もの で あ るが,シ ス テ ムハ ウスが

規 模 も大 き くな り独 自性 を強 調 す れ ばす る程,営 業 コス トや オ ーバ ヘ ッ ドコス

トの増 加 は免 が れず,採 算 性 が悪 化 し,結 局競 争 力 が 弱 くな り窮地 に追 い込 ま

れ る こ と も十 分 あ り得 る こ とで あ る。 逆 に い え ぱ営 業 コス トな どの オ ーバ ヘ ッ

ドコス トや間接 経 費の 増 加 を吸 収 し,し か も競 争 力 を失 わ ない とい うことが で

きて 初 め て シス テ ムハ ウスは 発 展 へ の第 一 歩 を踏 み だす こ とが で き る もの とい

え る。

③ の 関連協 力 企業 との グ ル ー プ活 動の 問 題 で あるが 拡大 す る業務 を こなす た

め に単 純 に人 を増 員 し,設 備 を拡 充 す れば よい とい う図 式は 成 り立 た ず,あ る

程 度 の規 模 迄 成長 した場 合,リ ス クの分 散,専 門企 業 か らの 技 術 協 力 を受 け る

必要 上,複 数 の 企業 が そ れぞ れの 持 ち味 を フル に活 か した横 割 りの グノレー プ活

動が 必要 とな って くる。 シス テ ムハ ウス を中心 に した連 合 企業 体 を軌道 に乗 せ

られ るか ど うか に よって そ の シス テ ムハ ウスの将 来 性 が あ る程 度 決 ま る とい っ

て も過 言 では ない。

④ の 競合 の問題 は特 に メー カ色 を強 め る シス テム ハ ウス に い え る ことで,現

在 市場 に競合 す る製 品 が な く,斬 新 性 の あ る製 品 を開 発 して も量 産能 力 の低 い

シス テ ムハ ウス の製 品 に は ス ケ ール メ リッ トを 活 か した コス トダ ウン とい う点

で無 理 が あ り,特 許 な どの知 的保 護 が保 た れ ない とす れば,大 手 企 業 の進 出に

よって 一 敗地 に まみ れ る こ とは必 至 で あ る。

メー カ指 向す る シ ステ ムハ ウス に とって,大 手 メー カ との 競合 を ど う避 け る

か は最 も大 きな問 題 で あろ う。

⑤ の特 有技 術 確 立 の 問題 は マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの応 用 上 シス テ ムハ ウス と

して特 化 しなけ れ ば な らない技 術 が確 立 で き るか ど うか とい う問 題 で マ イク ・
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⑳

鵬

コ ン ピュ ー タ応 用 シス テ ムの専 業技 術 カ ンパ ニー と して シス テ ム ハ ウス は そ の

地位 を不 動 の もの に で き る。 また技 術 革 新 が長足 の ス ピー ドで進 行す る現 在 か

らみ て,将 来 に亘 って最 新 技 術 に追 従 し,技 術 カン パ ニー と しての 質 の 高 さ を

常 に 維持 で きるか ど うか に シス テ ムハ ウス のすべ て が か か ってい る。

⑥ の人 材高 齢 化 の 問題 は,終 身雇用 制 と高齢化 社 会 の進 行 に伴 な って やは り

シス テ ムハ ウス に も今 後 大 きな影 響 を与 へ る もの と思 われ る。 新 進 気 鋭 の若 い

エ ン ジニ アを 中心 と した シス テ ムハ ウス の 人の定 着 性 は他 業種 に比 べ て動 きが

激 し く,そ れ な りにシステ ムハウスは 新 陳 代謝 的 に人 の 入れ換 え が で き,皮 肉 に

も質的 向 上 が計 られ た とい え る。人 の定着 率 が よ くな り,人 材の 高 齢 化 が進 ん

だ と きに,シ ス テ ムハ ウス が今 日の よ うなバ イ タ リテ ィー を=果して保 つ ことが

で きるか ど うか問題 とな る とこ ろ であ る。高 齢化 で の移 行 と と もに人 的 再 配置

が③ で述 べ た関 連 企業 グ ル ー プ との間 で調整 が とれ る ように な れ ば,人 材 の流

出 も避 け られ,グ ル ー プ内 の 人 的 資産 の 向上 に もな ろ う。

⑦ のLSIメ ー カ との関 係 の 問題 は,先 に触 れ た 競合上 の 問 題 も違 った形 で

起 り得 る もの もある が それ につ い ては こ こでは触 れ ない。

こ こでい うLSIメ ー カとの 関係 の 問題 はLSIメ ーカの マ ー ケ ッ ト戦略 の

激 化 か ら,LSIメ ー カは あ る特定 の シス テ ムハ ウス との定 着 性 を増 し,

LSIメ ー カを頂点 に特 定 の シス テ ムハ ウスは グ ル ー プ化 さ れ,中 立 的 立場 を

とる ことが難iし くな るo

⑧ の 業 界確立 の 問題 は シス テ ムハ ウス が新 しい産 業 で あ るた め,我 々の業 界

とい う意識 が 薄 く,ユ ー ザか らみ て も掴 み どころの ない もの に映 ってい るのが

現 状 で あ る。業 界 と して共通 の問 題,利 害,テ ー マ を ク リア ー に し秩 序 と規 範

を確 立す るため に一 早 い 業 界 確立 が叫 ば れ てお り,業 界の早 期 確 立 こそ シス テ

ムハ ウス全 体,ひ い ては マ イ ク ロコ ン ピュー タ産 業 の 正 しい発 展 の 礎 に なる も

の で あ る。
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1.3ユ ー ザ

L3.1ユ ーザ の範 囲

この稿 を進 め るに あ た って,前 以 って こXで い う「 ユー ザ 」とい う表 現の 範

囲 を規 定 して お く。 マ イ ク ロ コン ピュー タを間 接 的 に利 用 す る一 般 の耐久 消費

財 の利 用 者 もユ ー ザで あれ ば,自 社の 製 品 に この素 子 を利用 して,そ の製 品の

商 品価 値 を高 め よ うとす る生産 者 もユ ーザ と見 倣 され,こ れ らす べ て を ユー ザ

と して まとめ て論 議 を進 め る には,取 り上 げ るべ き問題 が あ ま りに も多 く,論

述 に徹 底 を欠 く恐 れ が あ るか らで あ る。 こsで は 上 記 の後 者 に絞 る こ ととす る。

す なわ ち,「 マ イ ク ロコ ン ピュー タを 自社 の製 品 に直 接 利 用 して製 品価 値 を高

め るか,生 産 活 動 の 効 率 化 をは か るた め に,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タを利 用 した

生産 機 械 を 自社 独 自で開 発 す る生産 者 」とす る。 いXか え れ ば,直 接 マ イ ク ・

コ ン ピュ ー タを利 用 す る こ とに よ り ,生 産 者 と しての 企 業利 益 を産 み 出 そ うと

す る企 業 体 を,こ の体 象 と して お く。

1.32現 状

(1)応 用 面 にお け る発 展 経 緯

トラ ン ジス タか らス タ ー トした半 導体 産 業 は,電 卓 とい う大 市場 を背景 と し

て,そ の集 積技 術 を高 め,LSIの 域 に まで到達 した が,こ のLSIは 大 量 消

費 を前提 と した一 部 の ユ ー ザが 使 え る論 理 回 路 素子 と して,採 用 され るだけ に

過 ぎなか った。 この素 子 は集 積 度 が 大 きい ことか ら,ユ ー ザの要 求 機能 の大 部

分が そ の完 成 され た もの に包含 され てい るため,汎 用性 が な く特 注的 な もの に

な らざ るを得 なか った た め で あ る。LSIを 採 用す る こ とに よる メ リッ トを,

こxで 改 め て述 べ る積 りは ない が,限 りが ない 。 このLS'1を 一部 の 市場 だけ

では な く,更 に大 き く拡 げ るた め には,汎 用 論 理 回路 素子 をLSIの ス ケー ノレ

で 開発す る こ とに あ った 。 こ う して産 み 出 され た の が マ イク ロコ ン ピュー タで

あ るoつ ま り,LSIに コ ン ピュー タ機 能 を持 たせ たの で あ るoこ の マ イ ク ロ
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ひ

コ ン ピ ュー タを ,他 の産 業 に先 が け て採 用 した のは,コ ン ピュ ー タ シス テ ムの

重要 な役 割 を持 つ専 用 端末 機 の メー カで あ った。 コ ン ピュー タシス テ ムが 中央

の コン ピュー タ中心 の運 用 シス テ ムで あ る集 中型 に行 き詰 り,低 価 格 で機 能 が

高 い マ イ ク ロコ ン ピ ュー タを利 用 した イ ン テ リジェ ン ト端末 機 を採 用 す る こ と

に よ り,分 散 型 シス テ ムへ の ス ム ーズ な移 行 に成 功 した。 この 業 界の 特 徴 であ

る多品 種 少量 生 産,多 発 す る モ デル チ ェ ン ジに対 して,ハ ー ドウ ェア を標 準化

し,ソ フ トウエ ア(プ ログ ラ ミン グ)に よっての み対 応 で き る上 に,分 散 型 シ

ス テ ムは コス トア ッ プにつ なが る とい う欠点 を,コ ス トの低 い マ イク ロ コン ピ

ュー タを採 用 す る こ とに よっ て補 え た こ とが,そ の大 きな要 因 で あった とい え

る。 そ の後,マ イ ク ・コ ン ピュー タを中心 と した ハ ー ドウェア構 成 の 方 式 は,

ハ ー ドウ ェアの 大 巾な設 計 変 更 を伴 わ な い で モ デル チ ェ ンジが で きる とい う長

所 が あ る こ とに よ り,事 務 機器 分野 の モ デ ル チ ェ ン ジが頻発 す る電 卓 や キ ャシ

ュレ ジス タな どに,こ ぞ って 採用 され る よ うに なっ たo

集 積 技 術 の 向 上 と と もに,当 初 の4ビ ッ トか ら8ビ ッ ト・16ビ ッ トとその

語長 が拡 張 され,高 機 能 型 の 開発 が進 む と,そ の対 象 が マイ ク ・コ ン ピュー タ

の コ ン ピュ ーテ ィ ング機 能 を主 機能 と した機 器 に ま で及 び,超 小 型 コ ン ピ ュー

タの 中枢 を担 う論 理 回路 の 素子 と して利 用 され るに至 っ た。

この 頃 まで の対 象 応 用分 野 は 事務 系 の 合 理 化機 械 が 主 流 を 占め て い た が,こ

れは マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タへ の入 出 力形 態 が,過 去 の コ ン ピュ ー タ シス テ ムの

入 出 力装 置 を,そ の まs借 用 し移行 で きた か らで あろ う。 また,事 務 系 組 識 で

は入 出力 と も人 間 との対 話 で あ る こ とが,シ ス テ ム を構 成 す る上 で寛 容 性 が認

め られ た か ら と も云 え る。

こ う して コ ン ピュー テ ィ ン グ機 能 の なか の 「計 算 」を主体 と した事 務 系 の 分

野 か ら始 った マ イ ク ロ コン ピュ ー タの応 用 は,ミ ニ コ ン ピュ ー タの コス トパ フ

ォ ー マ ンス に行 詰 りを生 じてい た 「制御 」を 中心 と した生 産 分 野 への 進 出がみ

られ,新 た な応 用 分野 へ の 展 開 と して,生 産 設 備 へ の活 用 に期 待 がか け られ た。

局 部 的 な単機 能 の 自動 化機 械 に始 ま り,自 動 生 産 シス テ ムの 端末 制 御装 置 に ま
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で利 用 さ れ,投 資効 率 の 改 善 に役 立 つ よ うに な った。IC・LSIな どの・・ウ

ジン グ工程 にお け る 自動 ボ ン ダは初 期 の 成 功例 の一 つ で あろ う。

一 方 ,低 機 能 型 の応 用 分 野 では,CPU・ROM・RAMが 別 素 子構 成 とな

って い る これ までの ものは,そ の コス トに限 界が あ る と して,従 来 の カス トマ

LSIの コス ト的 魅 力 を捨 て切 れ ない大 量 生産 を志 向 す るユ ーザ の間 で,こ の

両者 の長 所 を採 り入 れ た1チ ッ プマ イ ク ロ コ ンピ ュ ー タに人 気 が集 中 した。 カ

ス トマLSIよ り設 計 開 発期 間 が短 か く,イ ニ シャル コス トが低 い だ け で な く,

カス トマLSIと 同程 度 の ラン ニ ン グ コス トが得 られ るか らで あ る。 そ れ まで,

そ の コス トと開 発期 間 に問 題 が あ る と して,積 極 的 で な か っ た 耐 久 消 費財 関

連 の 応 用 分 野が,こ の1チ ップ型 に よって一挙 に拓 け,家 電 製 品 な ど,そ の機

能 の高 度 化 に安 価 な論 理 回路 素 子'と して 利 用 され始 め た。 この 他,無 視 で きな

い もの にTVゲ ー ム機 が あ る。 マイ ク ・コ ン ピュー タの採 用 を契機 に,そ の遊

戯仕 様 が ます ます 高 度 化 し,8ビ ッ ト・16ビ ッ ト型の 大 きな市 場vafzり つx

あ り,こ の 分野 の 動 向 に も注 目す る必 要 が あ る。

② 応 用 目的 と効 果

マ イ ク ・コ ン ピュ ー タが 開発 され た初期 の段 階 では,そ の持 つ機 能 のみ を利

用す る こ とが 主 で,い わ ゆ る応 用機 器 の主 役 とな って い た。 コン ピ ュー タシス

テ ムの 端末 機,電 卓)キ ャシ ュ レ ジス タな どが その例 で あ る○ の ち に マ イク ロ

コ ン ピ ュー タが 制御 に利 用 され る よ うにな る と,こ れ が主 役 か ら脇 役 に転 じ,

機 器 の なか の1つ の コ ンポ ー ネ ン トと して扱 わ れ3利 用効 果 とコス トとの バ ラ

ンス が利 用 上の 最 大 の評 価 事項 とな っ て きた。 と くに,消 費 財 へ の導 入 の際,

この 問題 が 顕 著 で あ る。

そ こで,こ れ まで の応 用機 器 の マ イ ク ロコ ン ピュ ー タ利 用 目的 を整 理 す る と,

以 下 の よ うに な る○

① ハ ー ドウ ェアの 標 準 化 一 開 発 コス トの 低 減 と開 発期 間 の 短 縮。

② 機 能 の コス トダ ウン噛 付 加 機能 に 見合 っ た コス トに よる商 品 化。

③ 信 頼 性 の 向上 －LSIを 使 用す る ことに よる素子 数 の減 少
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④ コ ン ピ ュ ー タ を 利 用 して い る と い うPR。

こ の うち ① ～ ③ 項 は 本 来 の 利 用 目的 と して,今 後 も マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ採

用 の 評 価 対 象 と して 取 り上 げ られ よ うが,④ 項 は 最 近 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ

ブ ー ム に よ る副 産 物 で,過 渡 的 な もの と思 うが ,過 去 の応 用 商 品 に この 種 の も

の が 案 外 多 い こ とは 遺 憾 で あ る 。

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 健 全 な発 展 の た め に も
,で き る だ け 早 い 時 期 に,こ

の 過 渡 状 態 か ら逸 脱 す る こ と を期 待 した い 。

観 点 を か え て,過 去 の 応 用 商 品 の 応 用 効 果 に つ い て 考 察 し て み る 。 大 別 す る

と 次 の3点 に 絞 られ る。

① 多 機 能 化 一 一 機 能 の コ ス トダ ウ ン(Economization)

② 省 エ ネ ル ギ ー ・ 利 用 シス テ ムの 最適 化(Optimization)

③ 機 械 操 作 の 単 純 化(Simplification)

こ の ほ か,二 次 的 効 果 と して い ろ い ろ 考 え られ る。

④

⑤

⑥

⑦

⑧

自動化 ・無人化

低価格 化

小型化

保守の容 易化

信頼性の向上

④項以 下 は す べ て① ～③ 項 に帰 結 で き る。 例 えば,④ 項 の 自動 化 ・無 人 化 は

① ～③ 填 め 結 果,実 現 で きた もの で あ り,⑤ 項 以下 の もの につ い て も同 様 の こ

とが い え るo

これ までマ イ ク ・ コン ピ ュー タの もつ機 能 が どの よ うな効 果 を生 み 出 してい

るか,一 般 的 な応 用 製 品 で あ る事 務 機 器 ・家電機 器 を対 比表 に ま とめ た のが ,

表1-3で あ る。 この表 か ら,こ れ らの分 野 で は マ イク ・コ ン ピュー タの 持 つ

特性 を最 大 限 に生 か して商 品性 の 向 上 に成功 した ものは意 外 に少 な く,ま だ初

期 の段 階 で あ る こ とが よ く判 る。 これは,後 述 の よ うに,マ イ ク ロ コ ン ビュー

.タ その もの よ りも,そ の周 辺 の 開 発 レベ ルが,マ イ ク ロ コン ピュー タの 機能 コ
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ス トに 見 合 っ た 域 に ま で 到 達 し て い な い こ と が,最 大 の 原 因 で あ る と考 え られ

るo

(3)今 後 の 応 用 動 向

まず,こ れ か らの 応 用 分 野 の 動 向 を 分 析 し て み る と,1チ ッ プ マ イ ク ロ コ ン

ピ ュ ー タ の 出 現 に よ り,従 来 の カ ス トマLSIの 主 た る ユ ー ザ が,マ イ ク ロ コ

ン ピ ュ ー タ の ユ ー ザ に 転 じ,大 量 生 産 型 の 民 生 ・家 電 ・事 務 機 ・ 自動 車 な ど,

表1-3マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ応 用 製 品 と 利 用 機 能 の 効 果

:

応用分野 応 用 分 野

応 用 機 能 、 期 待 効 果

制 御 記 憶
計
算

多
機
能
化

省ル

エギ

ネ1

機の
械単
襲純
作化

時間 計数 検出器 その他 デLタ
シ ーケ
ン ス

事 務 器
障 卓 ○ ○ ○ ○

キ ャ シ ュ レジ ス タ ○ ○ ○ ○

民生 ・家電

テ レ ビ ○ ○ ○ ○

カ セ ッ ト デ プ キ ○ ○ ○ ○

レ コ ー ドプ レ ー ヤ ○ 光 ○ ○

洗 た く 機 ○ 圧力 ○ ○

エ ア コ ン ○ 温度

1

0 ○

冷 蔵 庫
「

○
.

温度 ○

ラ ジ オ

(デジタルチューニング)

'○

○

`

T

O

電 子 レ ン ジ

1

0 温度 ○

.

○ ○

、

露 出 計 ○ 光 ○

.

○ ○

デ ジ タル血 圧 計

1

圧力

1

、

○
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耐久 消費 財 へ の導 入 が活 発 化す る ことが期 待 され る。一 方 ,多 品 種 少量 生 産 品

の生 産 性 向上 ・高機 能化 を 目的 と した生 産 財へ の応 用 も ,マ イ ク ロコ ン ピュー

タの機 能 向上 と平 行 して,こ れ まで とか く敬 遠 し勝 ち で あっ た エ レク ト・ニ ク

ス に堪 能 で な い 分 野 に ま で 浸 透 す る傾 向 がみ られ る
。す な わ ち,高 機 能型 で

あ る8ビ ッ ト ・16ビ ッ ト汎 用 マ イ ク ロプ ロセ ッサは生 産 財 に ,低 機 能 型 で あ

る1チ ッ プマ イク ・コ ン ピュー タは 消 費 財 に と,機 能 ・コス トに 対す る ユーザ

の重 点 の お きか た で,採 用 機 種 と利 用 分野 との対応 が 明確 に な り,い わ ゆ る2

極 分 化 の様 相 を呈 し始 め て い る。

つ ぎに,そ の応 用 形 態 は,マ イ ク ロ コン ピュー タの機 能 を主機 能 と した応 用

商 品 と,マ イ ク ・コ ン ピュ ー タに よって付 加機 能 の 充 実 をは か った もの とに大

別 で き る。 前者 は 事務 機 や コ ン ピュー タ シス テ ムの端 末機 な ど演 算 機 能 を主 体

に,後 者 は 家電 機器 な どの 消費 財 や 自動 化 ・無人 化 を 目的 と した生 産 財 に汎 用

論 理 回路 と して,そ の制 御 機能 を 中心 に,そ れ ぞれ の 目的 に応 じて ,マ イク ロ

コ ン ピ ュー タの特性 を う ま く利 用 して い る
。

この よ うな 市場 と応用 形 態の 動 きの なか で ,コ ス ト中心 に 汎用 論理 回路 素子

と して の応 用 展 開 が み られ る1チ ッ プ型 と,機 能 に重 点 をお い て応 用 対 象 が ま

す ます 高 度 化 して い く と予 想 され る8～16ビ ッ ト汎 用 型 には,今 後 どの よ う

な機 能 が ユ ーザ側 か ら要 求 さ れ る か,そ の動 きを分析 してみ る と1チ ップ型 は

マ イク ロコ ン ピュー タ機 能 を持 ったLSIの コス ト低 減 を 目指 して 開発 され た

もの だけ に,利 用 目的 に必 要 な機 能 を この 周辺 回路 と して 同一 チ ップ内 に集 積

す る こ とが要求 され る。

この傾 向は今 後 ます ます 助長 され,市 場 が拡 がれ ば 拡 が るほ ど多 品 種 の多 機

能 型1チ ップマ イ ク ロコ ン ピュ ー タが 出現 す る もの と思 われ る。 これ ま での1

チ ップ型 の主 市 場 で ある耐 久 消 費 財 には どの よ うな機 能 が利 用 され た か ,整 理

して み る と,

① 時 間 の流 れに した が った プ ・グ ラム動作

② 演 算機 能 その もの を利 用
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③CPUに 付 属 す る ク ・ ック を利 用 した時 計 と しての機 能

④ 外 部 セ ンサ に よ り感知 した温 度 ・湿 度 ・接触 ・明暗 な どの変 化 に より,

あ らか じめ プ ログ ラム で指定 した動 作 の実 行.

⑤ ① ～④ を たが い に組 合 わ せ た複 合 動作 な どとな る。

この ことか ら,こ れ ま では ④項 を除 い て マイ ク ・コ ン ピュ ー タの特 つ機 能 そ

の もの を付 加機 能 と して 利 用 して きた に過 ぎない っ マイ ク ロコ ン ピ ュー タを汎

用論 理 回路 素子 と して本 格 的 に利 用 す るには,マ イ ク ・コン ピュー タ その もの

よ りも,そ の 周辺 部 の 充 実 が 先決 で あ る。 これ らの 周 辺部 も同一 素子 内 に集 積

され る とす れ ば,1チ ップ型 マ イ ク ロ コ ン ピュー タと複合 化 され る と思 わ れ る

回路 は,す で に発表 され て い る もの も含 めて以 下 の もの が あ る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

な ど この タ イ プ の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タは,

し て,

機 能 化 が 進 み,そ の 結 果 と し て 多 様 化 に な ら ざ る を 得 な い と い う状 態 が,当 分

続 く も の とみ て よ い 。

一 方 高 機 能 化 を 指 向 す る8～16ビ ッ ト汎 用 マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ の 分 野 で は,

計 算 機 能,制 御 機 能 と も に バ イ ナ リ演 算 を 基 本 と し た,こ れ ま で の ミ ニ コ ン の

分 野 を 侵 食 しつXあ る。 こ れ ら の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は,周 辺 機 器

の 開 発 と 相 挨 っ て,コ ス トパ フ ォ ー マ ン ス が 更 に 改 善 さ れ,多 方 面 か ら,利 用

表 示 素 子 駆 動 回 路(デ コ ー ダ を 含 む)

プ リン タ駆 動 回 路

A-D.D-A変 換 器

周 波 数 カ ウ ン タ

オ ペ レ ー シ ョン ・ア ン プ

コ ン パ レ ー タ

各 種 検 出 器

デ ィ ジ タ ル 型 ブ イ ル タ

ホ ワ イ ト ・ノ イ ズ ・ジ ェ ネ レ ー タ

1個 のLSIの 持 つ 機 能 に対 比

コス トを ど れ だ け 下 げ 得 る か と い う こ と を 主 眼 に お い て,そ の な か で 多
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しや す い コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム と し て歓 迎 さ れ る よ う に な る で あ ろ う。 シ ス テ

ム の 信 頼 性 向 上 の た め に も,周 辺 機 器 の 専 用 コ ン トロ ー ラ,イ ン タ フ ェ ー ス な

どが1チ ップ マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タを 用 い て 充 実 さ れ よ う し,プ ロ セ ッ サ 自 身

も

①

②

③

④

直接駆動可能 なメモ リ容量の増大

言語体系の整備

使用言語の種類の減少

高級言語 に よる直接駆動

演算速度の向上

入 出力チャンネル数 の増加

な ど,と そ の機能 の向上 が予 想 され る。 本格 的 な コ ンピュ ー タ機 能 が要 求 さ

れ る分 野 で あ るだけ に,利 用 時 の容 易 性 の追 及が 厳 し くな る もの と思 わ れ る。

1.3.3問 題 点 と言果題

(1)問 題 点

LSIの 汎 用論 理 回 路 化 を 目的 と して開 発 され た マ イク ロ コ ン ピュー タ も,

こS数 年,い ろい ろ な分 野 で そ の特性 を生 かす た め の研究 が 進 め られ て きた。

この結 果,メ ー カは主 に機 能 に,ユ ー ザは 主に利 用方 法 に 目覚 ま しい 成 果 を得

る ことが で きた。 一方 では,コ ン ピュー タ機能 を内臓 したLSIが 低 価 格 で得

られ る とい う評判 が急 速 に世 の 中に伝 わ り,マ イ ク ロ コン ピュ ー タを利 用 しな

けれ ば 時代 の 波 に乗 り遅 れ るとい う異 常 な ムー ドが 横 溢 し始 め た。 この ような

状 況 の もとで,マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タを正 し く効果 的 に利 用 す るた め に,こ れ

まで の各 分 野 の改 善 努 力 に も ま して,ま た新 た な観 点 に よ り検 討 を進 め てい か

ね ば な らない問 題が 多い 。 この項 では,こ れ をユ ーザ側 の事 情 に絞 って考 察 し

てみ る こ ととす る。

現 在 の最 も注 目す べ き背 景 は,急 速 に でた マイ ク ・コ ン ピュー タ人 気 に よる

ユ ー ザ層 の 飛 躍 的拡 大 で あ る。 この こ とに よって ク ローズ ア ップ され た問 題 点

は,こ れ らの ユー ザは マイ ク ロコ ン ピュ ー タの本質 か ら応 用 の 具体 的 方 法 に到
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るまで の認 識 と知識 に徹 底 を欠 い てい る とい うこ とで あ る。 す なわ ち,

① マ イ ク ・コ ン ピュ ー タの機 能 の 生 か せ方 が不 健 全(目 的 と手 法 の逆転)

② 応 用 に あ た って,方 法 ・手 順 に無知

で あ るマ イ ク ロコ ン ピュー タの ユー ザが増 えづsあ る。前 者 に よる もの と して ,

マ イク ロ コン ピュー タの効=果的 な利 用価 値 を得 る ことが で きず ,こ れ を使用 し

てい る とい う宣伝 に利 用 した と しか思 え な い もの も見 受 け られ る。

また,マ イ ク ・コ ン ピ ュー タ技 術 に無 知 な ため,こ れ に よる利 用価 値 を得 る

ことが期 待 で き るが,そ の結果 の 具 体的 な機 能 や商 品性 の 評 価 に戸惑 い,開 発

着手 に時 間 を要 した り,開 発 に着 手 した の ち で も,期 間 の長 期 化,開 発 費の 増

加 な ど思 いが け な い障 害 に 遭 遇 し,商 機 を逸 す る例 が 多 い。

さ らに,ユ ーザ層 の拡 大 と マイ ク ロコン ピ ュー タ機 能 の向 上 に よ って もた ら

され た問 題 と して,

③ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの機 能 と周 辺 技 術 の ア ンバ ラ ンス

④ 応 用 開 発 方法 が難 解 で複 雑 で あ る こ とに よる開 発 費 の増大

が挙 げ られ る。 マイ ク ・コ ン ピュー タの機 能 の 向 上 に よ り,応 用対 象 が 多方 面

に拡 大 され る と,そ ゐ周 辺技 術 も多 岐 の分 野 に また が るのは 自然 の成 りゆ きで

あ る。 しか し,ま だ マ イ ク ロコン ピュー タそ の もの の コス トに見 合 った 周辺 機

器 や周辺 素 子 が 少 く,シ ス テ ム と して の コ ス トパ フ ォー マ ンス では,マ イク ロ

コ ン ビ⊆ 一 夕採 用 の 効 果 が 減殺 され てい るセ とは衆 知 の事 実 で あ る。 マ イク ロ

コ ン ピュ ー タの機 能 を利 用す れ ば実 現 で き る,こ れ まで考 え られ なか った低 価

格 で複 雑 な コ ン トロール シス テ ム も,そ れ に必要 な情 報 入 力 系 や 出 力系 の開 発

が不 充 分 なた め,実 用 化 が 遅 れて い る もの も多 い 。 ユー ザ に とっては,マ イ ク

・コン ピュ ー タ を効 果 的 に利用 す るた め には ,こ れ 自身の 利 用法 の熟 達 よ りも

む しろ利 用対 象 の マ イ ク ・コ ン ピュ ー タ周 辺 部 の 開発 に注 力す る こ とを強 い ら

れ,マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ応 用 技 術者 の人 口拡 大 には 手 が及 ば な い のが 現状 で

あ る。

この よ うな ユ ー ザ の事 情 の も とでは,万 難 を排 しそ 応用 技術 の充 実 と意 図 し
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た と して も,応 用技 術 が難 解 で複 雑 なた め,急 に は 人 材が 育 た ず長期 的 な計 画

と先行 投 資 を覚悟 しな け れば な らない。 短期 的 には 他 の開発 専 門会 社 に委 託 し

て急 場 を しの い で い るが,マ イク ・コ ン ピ ュー タの 応 用部分 が応 用 商 品 の商 品

性 の重 大 なポ イ ン トに な る場 合 や,生 産 性 が飛 躍 的 に改 善 され る ことが期 待 で

き る場 合 な ど,競 合 他 社 へ の秘 密 の漏 洩 を極 力避 け た い ときに は この 方法 は

必ず しも賢 明 な策 とは い え な い。 それ だ け では な く,開 発 途 上 で の仕 様 変更 や

機 能 改 善 な ど も,応 用 開発 を 自社 で担 当 した方 が効 率 的 で あ る こ とに 異論 を唱

え る もの はい ない筈 であ る。

つ ぎに,低 機 能 型 の マ イ ク ロコ ン ピュ ー タの コス トダ ウ ンを 目的 と して開発

され た1チ ップ型 の 出現 に よ り,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの市 場 は さ らに拡 大 さ

れ たが,前 述 の よ うに,現 在 では ご く1部 の ユ ーザ,す なわ ち大 量 生 産 型 の ユ

ー ザが対 象 とな っ てい るに過 ぎな い。 この型 の 応用 対 象 を大 量生 産 者 だ け に と

どめて お くことは 片手 落 ち で あ る。 多 品種 少量 生産 者 も利用 で きる余 地 が あ っ

て も よい筈 で あ る。 メー カ側 の受 注体 制 の 整備 が望 まれ る。 また ,1チ ップ型

の 必然 的 な現 象 と して,多 機 能 化 が進 めば 多様 化 し,多 品種 の1チ ップ マ イク

・コン ピ ュー タが市 場 に氾濫 し ,ユ ー ザは機 種 選 択 に 戸惑 うことが予 想 され,

新 た な問題 が発 生 す る恐 れ が あ る。1チ ップ型 は,そ の性 格 上,ユ ー ザ エ リア

で あ るROM部 が一且 ユ ー ザの手 を離 れ メー カ にそ の 内容 が手 渡 され る と,ユ

ー ザの 自由 に な らない欠 点 を持 って い る。 それ だけ ユ ーザは余 分 な負 担 を蒙 る

こ とに な る。 この点 の緩 和 対 応策 が メー カに望 まれ るo

lチ ップ型 を利 用 す る上 での ユ ーザ側 の 問題 点 に つ いて,メ ー カ側 に要 望 さ

れ る対応 策 を ま とめ る と次 の よ うに な る。

① 多 品種 少 量 生産 型 の1チ ッ プマ イ ク ロコ ン ピ ュー タの 開発

② 多 機 能 型1チ ップ マdク ・コ ン ピュー タの ア ー キテク チ ャー の統一 と製

品体 系 の整備

③1チ ッ プマ イ ク ・コ ン ピ ュー タROM部 の ユ ー ザ エ リ.アへ の帰 着

以 上,種 々ユ ー ザ側 の 問題 点 を掲 げ て きた が,ユ ー ザ側 に共通 す る≒ イ ク ロ
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コ ン ピュ ー タ利 用上 の最 も大 きい 悩み は,「 マイ ク ロ コン ピュ ー タ利 用技術 を

新 た に習 得 し,自 社 内 に広 く深 く侵 透 さ せ,既 存 の技 術 と結 合 し,独 自の技 術

を確 立す る こと 」が 企業 と して重 要 な課 題 で あ るに も拘 らず,マ イ ク ロコ ン ピ

ュー タ利 用技術 が従 来 か ら携 って きた技 術 と異 質 で あ るため,こ の技 術 の 自社

内 の普 及 とそ の応 用成 果 が 遅 々 と して進 まない こと で ある。

(2)課 題

イ ン テ リジェ ン ト・エ レ ク ト・ ニ クス に イ ンパ ク トを与 え た マ イク ロコン ピ

ュ ー タを,今 後 ユー ザが 更 に巾 広 く利 用 し,そ の応 用 機器 の イ ン テ リジ ェン シ

ー を限 りな く伸 ばす た め に,当 面 解 決す べ き課 題 を 列挙 し本稿 の結 び とす る。

これ らは,ユ ーザ 自身 で解 決 す べ き もの,ユ ー ザ,メ ー カ両者 が共 同 で行 う

もの,公 の機 関の バ ック ア ップが 必 要 な もの な ど,問 題 の性 質 に よって異 な る

が,前 章 で述 べ た問 題点 を裏 返 した もの が大 半 で あ る。 マ イ ク ・ コン ピュ ー タ

関連 の産 業 に携 る者 は,す べ て,こ れ らの課題 を常 に意 識 し,エ レク トロニ ク

ス の可 能 性 の追 及 に遭 進 した い もの で あ る。

① マ イク ・コ ン ピ ュー タ応 用技 術 者 の 人 口拡 大 の た めの 教 育 に関 す る諸 問

題 の 解決

② マ イ ク ・ コン ピュー タの本 質 につ い て の一般 大 象 に対す る普 及徹 底

③ マ イク ロコン ピュー タの機 能 ・コス トを十二 分 に活 用 で き る応 用 分野 毎

の 周 辺機 器 ・周 辺 素 子 の充 実

④ マ イ ク ロ コン ピュー タを利 用 し易 くす るた め の諸問題 の解決

⑤ 言 語 体 系の 整備 と高 度化

⑮ シス テ ム設計 を簡 易 化 で き る アー キ テ クチ ャ ーの工 夫

⑥ 入 出 カイ ンタフ エー ス の 標準 化

⑤ メモ リの改 良

⑤ROM・RAM部 の 統 合 ◎ 不 揮 発性RAMの 実 用 化

⑤ 大 容 量 メモ リの 開 発

⑥LSI生 産 過 程 に お け る異 種 プ ロセス の複 合 化

⑦LSIの 信 頼 性 確 保 の た め の手 段 と評価 基 準 の設 定
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t.4外 国 と の 比 較

と くに 日米での経営環境対比 一

9

⑳

は じ め に

合 衆 国 に お け る シ ス テ ム ・ハ ウ ス の 現 況 は,日 本 で 理 解 さ れ て い る限 り,き

わ め て 活 発 で あ り,企 業 成 長 も ま た 急 伸 して い'る か の よ うで あ る。 これ は ,や

は り,国 際 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ギ ャ ッ プ の 問 題 が あ り,我 が 国 に 伝 え ら

れ る シ ス テ ム ハ ウ ス の 活 動 ぶ りが,い わ ば"成 功 企 業"だ け に 限 られ て い る た

め で あ ろ う。

一 般 的 に
,シ ス テ ム ハ ウス に 限 らず,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 関 係 の 企 業 経 営

は,合 衆 国 に あ っ て も,我 が 国 と 同 じ く,経 営 環 境 に は ,き わ め て厳 しい もの

が あ る。 ま た,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 関 係 に 限 ら ず ,コ ン ピ ュ ー タ産 業 全 般 に

わ た っ て,一 部 の 巨 大 メ イ ン フ レ ー ム ・メ ー カを 除 き ,群 小 の 周 辺 機 器 メ ー カ,

ソ フ トウ ェ ア会 社 を 問 わ ず,そ の経 営 環 境 維 持 と ,企 業 成 長 の た め に は,我 が

国 と同 じ よ うな 企 業 的 困 難 さ が 存 在 し て い る。 こ の 点 を,ま ず,は じめ に 理 解

し て お く必 要 が あ る。

しか し,日 本 と ア メ リ カ を 比 較 した 場 合,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 関 係 の シ ス

テ ムハ ウ ス が,ア メ リ カ に あ っ て は,比 較 的 に 活 動 しや す く,か つ 急 成 長 しや

す い 経 営 環 境 に あ る こ と も否 め な い 事 実 で あ る。 これ は,こ と シ ス テ ム ハ ウ ス

に 限 らず,新 技 術 ・新 商 品 に 積 極 的 に 挑 戦 す る,い わ ゆ る ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ

ス 全 般 に 通 じ て もい え る こ とで あ る。

シ ス テ ム ハ ウ ス は じ め ,ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス 全 般 が 活 発 で あ る こ と。 ア メ

リ カ経 済 界 ・産 業 界 の ひ とつ の 特 色 で も あ り,合 衆 国 工 業 技 術 の 活 力 の 源 流 と

な っ て い る こ と に も注 目 し て お く必 要 が あ る 。 そ う し た 社 会 経 済 的 現 況 を
,た

とえ ば,シ ス テ ム ハ ウス の ア メ リカ に お け る 発 展 例 で 見 て み よ う。
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t.4.1シ ス テ ム ハ ウ ス の 立 地 条 件

シス テ ム ハ ウ ス とい う呼 び 名 か ら もわ か る と お り,企 業 的 規 模 と し て は,日

本 と 同 様,さ した る ス ケ ー ル を 持 た な い の が 通 例 で あ る 。 一 般 的 な 呼 称 と し て,

た と え ば 日本 に は 四 畳 半 メ ー カ とい う こ とば が あ る が,シ ス テ ム ハ ウス も ま た,

米 語 で い う ガ レー ジ ・イ ンダ ス ト リの カ テ ゴ リに は い る ・ ま た ・ ビ ジ ネ ス ● ウ

ィ ー ク 誌 は,コ テ ー ジ ・イ ン ダ ス ト リ(小 屋 が け 産 業)と い う愛 称?を 用 い て

い るo

こ と ば どお り,シ ス テ ム ハ ウ ス の ほ とん どは,企 業 的 規 模 で,ミ ニ ス ケ ー ル

に 属 す る もの と い え よ う。 そ の 代 表 例 と して,こ こ で は,MITS社 とCromemco

社 の2社 を と り あ げ,両 社 の ケ ー ス ・ス タ デ ィ を 通 じ て,ア メ リカ合 衆 国 に お

け る シ ス テ ム ハ ウス の 現 況 を 伝 え た い 。

この 両 社 を シ ス テ ム'ハ ウ ス の 代 表 例 と して と り あげ た の は,ほ か で も な い 。

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ専 門 の シ ス テ ム ハ ウス と し て は,設 立 が 最 も早 か った こ

と 。 第 二 に,両 社 の 位 置 す る立 地 条 件 で あ る。

ま ず,立 地 条 件 か ら 見 て み よ う。MITS社 は,ニ ュ ー メ キ シ コ州 の ア ル バ

カ ー キ で1973年 頃 設 立 さ れ た 。 ま た,同 じ 頃,カ リ フ ォ ル ニ ア 州 マ ウ ン テ

イ ン ビ ュ ー で 設 立 され た の がCrOmemco社 で あ る 。

ニ ュ ー メキ シ コ州 と カ リ フ ォ ル ニ ア 州,こ の ふ た つ の 共 通 点 は,い うま で も

な く,電 子 工 業 ・精 密 機 械 工 業 の 中 心 地 で あ る こ と に あ る 。 カ リ フ ォ ル ニ ア 州

マ ウ ン テ ィ ン ビ ュ ー に つ い て は,い ま さ らい うま で も な い 。 サ ン タ ク ラ ラ郡,

別 名 シ リ コ ン峡 谷 と い わ れ る 半 導 体 エ レ ク トロ ニ ク ス の 中 心 地,そ れ が マ ウ ン

テ ィ ン ビ ュ ー で あ る 。

ニ ュ ー メ キ シ コ州 に つ い て は,こ れ も ま た 日本 で も よ く知 ら れ て い る と お り,

1960年 代 後 半 か ら,急 速 に 発 達 して きた ア メ リ カ の 新 産 業 地 帯 に 属 す る 。

テ キ サ ス,ニ ュ ー メ キ シ コ,ア リゾ ナ を結 ぶ,ア メ リカ の 南 西 都 詰 州 は,広 大

な 砂 漠 と,亜 熱 帯 に も近 い 高 温 日照 気 候 で 知 ら れ て い る 。

と こ ろ が,こ の 地 域 へ の 北 部 諸 州 か らの 精 密 工 業,電 子 工 業 の 進 出 が 相 い 次
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φ

ぎ,い わ ゆ るサ ン シ ャ イ ン ・ベ ル ト・ゾー ン と呼 ばれ る新産 業 地 帯 を形 成 して

い った こ とは,よ く知 られ て い る とお りで あ る。

ア メ リカ合 衆 国 で,シ ステ ムハ ウスが 最 も数 多 くあ る地域 は,大 別 して,三

つ ある。 うちふ た つ は,こ の サ ンシ ャイ ン ・ベ ル ト・ゾー ン と カ リフ ォル ニ ア

州 で あ り,残 るひ とつ は,ボ ス トン市近 郊 の ケ ンブ リ ッジを中心 とす るマ サ チ

ュ ーセ ソツ,ニ ュー ヨーク,ニ ュー ジ ャー ジ州 な どを含 む東北 回廊 地区(ボ ス

トンか ら ワシ ン トンD.Cに 至 るまで の大 西 洋 沿 岸 商 工業 文化 地 帯 の 別名)で あ

る。

いず れ の地 域 に も共通 してい る点 は,産 業 の 中心 地,そ れ もエ レク トロニ ク

ス,航 空 宇 宙産 業,精 密 機 械 工業 の 最 も盛 ん な地域 で あ る とい うこ とで ある。

こ こで 見落 と して は な らない こ とが,ひ とつ あ る。 これ ら三 つ の産 業 地 帯 の

主 力産 業 が,い ずれ も技 術集 約型産 業 で あ る こ とだ。 この産 業 形 態 の必 然 的 な

パ ター ン と して,関 連 技 術 を中核 と した,数 多 くの企 業 群 に よっ て形成 され る

一種 の技 術 主 導 型企 業 の集落 を生 み 出 す。 わ れ わ れ は,そ の典 型 例 と して,た

とえ ば,半 導 体 ・集 積 回路 技術 を中核 と して形成 され る シ リコ ン峡谷 を あげ る

こ とが で きるわ け で あ る。

い いか え る な らば,シ ステ ムハ ウスの 誕 生 条件 と して,ま ず 技術 集 約 型 産 業

の地 域 的 産業 構造 が存 在 す る こ と。 そ して,そ の 必然 の産業 的 要請 で,シ ス テ

ムハ ウス が生 ま れ る と もい え よ う。

◆

1.4.2シ ス テム ハ ウス の誕 生 と成 長

技 術 集 約 型産 業 の集 落 とい う立地 条 件 の なか で,シ ス テムハ ウス が,実 際 に

は,ど の よ うに して生 まれ,ど の よ うに成 長 して い っ たか の経 過 もま た,わ れ

われ に数 多 くの興 味 あ る教 訓 を もた ら して くれ る。

そ の典 型 例 と して,わ れ われ は,合 衆 国東 北 回廊 の ケ ンブ リソジ地 区 に あ る

DEC(デ ィ ジタ ル ・エク ィ ップ メ ン ト)社 を あげ る こ とが で きる。 今 日,ミ

ニ コン分野 では ,世 界 市場 を支 配 し,IBM社 と並 ん で コ ン ピュー タ界 の 巨 人
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と い わ れ て い るDEC社 を,シ ス テ ム ハ ウ ス とい うの は,ふ さ わ し くな い 。 し

か し,DEC社 が,そ の 設 立 当 初,ま 、ぎ れ も な く シ ス テ ム ハ ウ ス 的 型 態 の 企 業

で あ っ た こ とは,ま ぎれ も な い 事 実 で あ る。

DEC社 は,医 療 ・生 体 情 報 シ ス テ ム の 開 発 と,そ の 専 用 機 器 の 設 計 製 作 を

目 的 に 設 立 さ れ た 企 業 で あ る。 主 た る ユ ー ザ は,マ サ チ ュ ー セ ソ ツ州 の 病 院 ・
オ

研 究 所 で あ り,MITか ら参 画 した わず か 数 人 の学 者 ・研 究者 で ス ター トした,

典 型 的 な四 畳半 メー カ,コ テ ー ジ ・イ ンダ ス ト リイで あ った。

しか し,当 初,医 療情 報 シス テ ム専 用 の デ ー タ ・プ ロセ ッサ と して 開発 され

たPDPシ リーズ ・コ ン ピュー タが,ミ ニ コ ン市場 とい う,ま った く思 いが け

ない 巨大 新 市場 を開 拓 す る こ とに な り,現 在 のDEC社 の ビ ッグ ・ビジ ネス躍

進 へ の 基礎 とな った わ けで も あ る。 そ う した こ とか ら,DEG社 は,シ ス テ ム

ハ ウスの 代表 的成 功 例 で あ る と もい え よ う。 事実,現 在,数 多 く存 在 してい る

合 衆 国 内 の ジス テ ムハ ウスの経 営 者 だれ もが,「 われ われ は,マ イク ・ コ ン ピ

ュ ー タ分 野 で のDEC社 た らん こ とを め ざ してい る 」と異 口同音 に語 ってい る。

DEC社 の成 功 の 原 因 は,い うまで もな く,ミ ニ コン とい う新 技術 ・新 商 品

に,果 敢 に挑戦 してい った ベ ンチ ャー ・ビジネ ス ・ス ピ リ ッ トそ の もの に あ る。

しか し,そ れ を可能 に した立 地 条 件 に 目 を向 け ておか なけ れ ば な る まい。 つ ま

り,DEC社 の製 品 は,決 して,新 商 品 主導 型 で進 め られ た もので は な く,ま

ず 新 商 品 ・新 技術 の具 体 化 に対 す る強 力 な地 域 的要 素が 存在 す る。 そ の需要 を

実 現 す る企 業 と して の シ ス テ ムハ ウス の 出現 が望 まれ る。 そ の シス テ ムハ ウス

を形 成 す るに足 りる技 術 的 蓄積 が準 備 され てい る。

シス テ ムハ ウスが誕 生 し,成 長 して い く初 期 段階 と して は,こ れ らの諸 条 件

が完 備 され てい な けれ ば な らない 。 地理 的条 件 だ け で見 た場合,そ の 諸条 件 が,

技 術 集 約 型産 業 の集 落地 帯 には,つ ね に存 在 す る とい って も よか ろ う。 そ の意

味 で,DEC社 が ボ ス トン市 とチ ャー ルズ河 ひ とつへ だ てた ケ ンブ リソジ地 区

に 誕 生 した こ とは,い わ ば歴 史 的 ・地 理 的 必然 で あ る と もい え る。

い うまで もな く,こ の 地 域 は,ア メ リカ最 古 の学術 ・文 化 地 域 で あ り,新 技
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術 に 対 す る 開 拓 精 神 も ま た き わ め て 旺 盛 で あ る。 と り わ け先 端 的 医 療 技 術 へ の

取 り組 み は,そ の ほ とん どが,こ の 地 域 か ら生 ま れ て い る。 そ う した 分 野 か ら

の 新 需 要 に 対 応 す る 中 核 的 ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス と してDEC社 が 組 織 化 さ れ

た 。 ま た,そ の 組 織 化 を 可 能 と す る の に 必 要 な人 材 こ れ が,MIT,ハ ー バ ー

ド大 学 な ど を 中心 と して,こ の 地 区 に は 豊 富 に 存 在 して い る こ と を 忘 れ て は な

る ま い。

さ て,以 上 の よ うに,シ ス テ ム ハ ウ ス を 必 要 と す る 立 地 条 件 さ え あ れ ば,シ

ス テ ム ハ ウ ス や,そ れ に 類 似 す る機 能 的 企 業 が,必 然 的 に 誕 生 し て く る こ とは,

理 解 で き る で あ ろ う。 そ う した 立 地 条 件 に 恵 ま れ た マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 関 係

の シ ス テ ム ハ ウ ス が,と くに 多 い 地 域 と して,サ ン シ ャ イ ン ・ベ ル ト ・ ゾ ー ン

を あ げ る こ と が で き る 。 日本 で も知 られ て い る シ ス テ ム ハ ウ ス と し て は,た と

え ばMITS社 と か,Prolog社 な どが,こ の 地 域 に 位 置 す る シ ス テ ム ハ ウス

であ る。

も っ と も,サ ン シ ャ イ ン ・ベ ル ト ・ ゾ ー ン と い っ て も,テ キ サ ス,ア リゾ ナ,

ニ ュ ー メ キ シ コ 諸 州 の す べ て が,そ う した 技 術 集 約 工 業 の 中 心 地 と い う わ け で

は な い。 現 状 で は,こ れ らの 諸 州 の 商 工 業 中 心 地 付 近 に,い わ ば 点 と な っ て存

在 し て い る こ と に 注 目 し て お く必 要 が あ る 。 しか も,中 核 と な る高 度 技 術 集 約

の ビ ッ グ ・ ビ ジ ネ ス が 必 らず 存 在 し,そ の ビ ッ グ ・ ビ ジ ネ ス を 支 え る周 辺 関 連

産 業 と して,シ ス テ ム ハ ウ ス を は じ め,多 くの 技 術 先 導 型 中 小 企 業 群 が 集 落 を

な して い る こ と に 注 目 す る 必 要 が あ る。

一 例 を あ げ れ ば
,テ キ サ ス ・イ ン ス ツ ル メ ン ト社 を 中 心 と した テ キ サ ス 州 ダ

ラ ス ・ フ ォ ー ト ワ ー ス 地 区 が,そ の 代 表 例 と し て あげ られ よ う。 ま た,モ トロ

ー ラ 半 導 体 事 業 部 を は じ め
,GE社,そ の 他 の 情 報 処 理 関 連 事 業 部 の 多 い ア リ

ゾ ナ 州 フ ェ ニ ッ ク ス近 辺 な どが,そ う した サ ン シ ャ イ ン ・ベ ル ト ・ ゾ ー ンの 技

術 集 約 ポ イ ン ト と し て あ け る こ とが で き る。

ま た,テ キ サ ス 州 南 西 部 や,ニ ュ ー メ キ シ コ 州 な どは,比 較 的 に 安 価 な 労 働

力 が 得 や す い 地 域 で あ り,1960年 代 後 半 か ら,軽 工 業 の 企 業 進 出 が 著 じ る
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しい 。 そ う し た 軽 工 業 企 業 で の 内 部 需 要 を 消 化 せ ん もの と し て マ イ ク ・ コ ン ピ

ュ ー タ専 門 の シ ス テ ム ハ ウ ス と し て 設 立 さ れ た の が
,ニ ュ ー メ キ シ コ 州 ア ル バ

カ ー キ のMITS社 で あ る 。

1974年 に エ ド ・ ロ バ ーー トに よ っ て 設 立 さAたMITS社 は
,i8080A

に よ る デ ベ ロ プ メ ン ト ・シ ス テ ム のAltair8800を 発 表 した
。 こ れ は,同 じ

i8080A系 デ ベ ロ プ メ ン ト ・シ ス テ ム の イ ン テ ル 社 に よ るSDK-80
,S

BC-80系 に く らべ れ ば,よ り手 軽 で あ り ,か つ ロ ー コ ス ト,シ ス テ ム 開 発

の た め の 操 作 性 に 富 ん だ,ま さ に 中 小 企 業 向 け の 傑 作 品 で あ っ た とい え よ う
。

た だ し,MITS社 のAltain8800は,地 元 の 中 小 企 業 向 け デ ベ ・ プ メ ン

ト ・シ ス テ ム と し て 開 発 さ れ た に もか か わ ら ず ,実 際 は,ま っ た く思 い が け な

い 新 市 場 を 開 拓 して い る 。 そ れ は ,日 本 で も よ く知 られ て い る と お り,コ ン ピ

ュ ー タ ・ホ ビ ィ市 場 と い う,従 来 に 見 られ な か っ た 巨 大 市 場 で あ る
。

現 在,我 が 国 で は,MITS社 を,こ の 種 の ホ ビ ィ産 業 の 代 表 的 存 在 と して

と ら え て い る 向 き も 多 い が,実 態 は,多 少 異 な る もの で あ る。

た だ し,ア メ リ カ国 内 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 関 係 の シ ス テ ム ハ ウス の 成 長

に あた っ て,こ の 種 の ホ ビィ ・マ ー ケ ッ トが も た ら した 貢 献 度 に は
,き わ め て

大 きい もの が あ る。 そ の 実 例 を,次 のCromemco社 で 見 て み よ う。

1.4.5シ リ コ ン 峡 谷 の シ ス テ ム ハ ウ ス

Cromemco社 は,1974年,シ リコ ン ・バ レイ の 中心 地
,マ ウ ン テ イ ン ビ

ュ ー に 設 立 さ れ た 。 経 営 者 は
,H・ ガ ー ラ ン ドとD・ ロ ジ ャ ー ス で あ る。 ガ ー

ラ ン ドは 社 長 職 で あ る が,彼 は,こ こ数 年 来 ,ス タ ン フ ォ ー ド大 学 電 気 工 学 科

副 主 任 教 授 の 要 職 に あ り,実 質 的 経 営 は ,副 社 長 の ロ ジ ャ ー ス に よ っ て 執 行 さ

れ て い る。 彼 ら2人 は,ス タ ン フ ォ ー ド大 学 の 同 期 生
。Cromemcoと い うス ペ

イ ン 風 社 名 は,2人 が 学 生 時 代 を 過 ご した 寄 宿 舎 の 名 前 か ら と っ た も の で あ る
。

日本 風 の 職 業 倫 理 感 覚 か ら い え ば,こ の よ う な こ とは ,社 会 的 に 許 さ れ る べ

き もの で は な い 。 つ ま り,現 職 の 大 学 教 授 が,営 利 会 社 を経 営 す る とい う こ と

今

一42一



■

◎

で あ る 。 しか し,ア メ リカ の 場 合,こ れ を抜 きに し て 考 え る と
,DEC社 も 存

在 し な か っ た ろ う し,HP社(ヒ ュ ー レ ソ ト&パ ッ カ ー ド)と い う巨 大 エ レ ク

ト ロニ ク ス企 業 も ま た,存 続 す る こ と は な か っ た ろ う と思 わ れ る
。 す な わ ち,

DEC-MIT,HP－ ス タ ン フ ォ ー ド大 学 の 関 係 に つ い て は
,日 本 で も よ く

知 られ て い る と お・りで あ る 。

た だ し,こ こ で は,そ う した 関 係 が 適 当 で あ る と い う意 味 で は な い
。 ア メ リ

カは ど うあ れ,日 本 で は ,こ の よ うな 行 き方 が 社 会 的 容 認 の 度 合 い を,は る か

に 越 え て い る も の で あ る こ とは,い う ま で も な い 。 しか し
,こ こ で,ひ とつ,

学 ば な け れ ば な ら な い 教 訓 が あ る 。 す な わ ち,シ ス テ ムハ ウ ス を は じ め
,技 術

先 導 型 の ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス で は,そ の 経 営 指 導 者 自体 が ,あ る 意 味 で は 優

れ た 技 術 頭 脳 の 持 ち主 で あ る こ と 。 そ れ が ま た
,企 業 成 長 に,大 き くか か わ っ

て い る とい う こ とが で き よ う。

そ の 意 味 で は,シ リ コ ン峡 谷 に 群 集 す る半 導 体 ・マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 工 業

の 各 社 もま た,す べ て そ うで あ る と い う こ とが で き る
。 イ ン テ ル 社,ナ シ ョナ

ル ・セ ミ コ ン ダ ク タ ー ズ 社 ,ザ ィ ログ 社,イ ン タ ー シ ル社 の 有 機 企 業 す べ て が,

シ ョ ジ ク レ イ に よ っ て
,こ の 地 に 設 立 さ れ た 半 導 体 研 究 所 の 出 身 者 で あ る こ と 。

い わ ば"シ ョ ック レ イ 学 校"の 技 術 的 優 等 生 た ち に よ っ て 占 め られ て い る事 実

が,そ れ を如 実 に も の が た っ て い る。

こ の よ う な 環 境 条 件 を 背 景 に,当 初 ,ホ ビ ィ ス ト向 け のS100バ ス 組 立 キ

ソ トの 開 発 生 産 販 売 か らス タ ー ト したCromemco社 は
,た ち ま ち の う ち に,ア

メ リ カ有 数 の シ ス テ ム ハ ウ ス へ と成 長 して い っ た
。 同 社 の製 品 で,と りわ けZ

80を 主 体 と した デ ベ ロ プ メ ン ト ・シ ス テ ム は
,そ の 優 秀 さ に 定 評 が あ る。 ま

た,80系 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム で著 名 なGP/Mに 対 抗 して
,こrtま

た 同 社 独 自のZ80オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム のCDOSの 優 秀 さ に つ い て

も折 り紐 つ きの もの が あ る 。

さ ら に は,同 社 の 主 力製 品 で あ るS100バ ス 構 成 の シ ス テ ム ・ コ ン ポ ネ ン

トが,』IEEEの 重 鎮 で も あ る ガ ー ラ ン ド教 授 の 影 響 も あ っ て か
,IEEE標
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準 規 格 の イ ン タ フ ェ ー ス 基 準 と して 制 定 さ れ る こ とに も な っ た 。 マ イ ク ロ コ ン

ピ ュ ー タ 関 係 の 標 準 シ ス テ ム ・イ ン タ フ ェ ー ス 規 格 に つ い て は,HP-IBに

よ るIEEE488規 格 に 次 ぐ もの で あ る 。

こ う したCromemco社 の 急 成 長 に つ い て,副 社 長 の ロ ジ ャ ー ス は,ホ ビ ィ ス

トに よ っ て 経 営 成 長 を 支 え ら れ た よ うな も の と述 懐 して い る。 す な わ ち,企 業

設 立 当 初,そ の ユ ニ ー ク な 開 発 新 製 品 の ほ とん どは,ホ ビ ィス ト向 け 個 人 消 費

市 場 に あ て て きた 。 これ は,い うま で も な く現 金 決 済 流 通 経 路 で あ る。 企 業 ス

ケ ー ル の 比 較 的 に 小 規 模 な 時 点 で,資 金 流 動 性 ・回 転 性 に,き わ め て好 影 響 を

もた ら し て い る。 現 在 の 同 社 の 主 市 場 は,ホ ビ ィ ス ト向 け20%,シ ス テ ム市

場 向 け80%で,か つ ホ ビ ィ ス ト比 率 が 漸 減 す る 傾 向 に あ る。 同 社 が,そ の 企

業 目標 と す る 「 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 分 野 に お け る"第 二 のDEC社xx」 を 実

現 で き る か ど うか は,一 に か か っ て,今 後 に 予 想 さ れ る 膨 大 な 額 の 資 金 調 達 を,

い か に して 達 成 す る か に か か っ て い る と もい え る。

●

1.4.4シ ス テ ムハ ウ スの 資金 経 営

す でに 見 て きた よ うに,シ ス テ ム ハ ウス に と って,資 金調 達 は,重 大 な問 題

で ある。Cromemco社 の例 を見 るま で もな く,企 業 が成 長 で きるか ど うか は,

や は り,資 本 力 が大 き くもの をい う。 またMITS社 の創 立 者 エ ド・・バ ー ト

の よ うに,事 業 規 模 が あ る程 度 大 に な った時 点 で 「MITS社 の経 営 は,も は

や 自分 の能 力 の 手 には 負 え な い 」と して,出 資株,経 営 権 の すべ て を,よ り大

きい 資本 グ ル ー プに譲 渡 し,自 らは 引 退 して しま った とい うケース も ある。

シ ステ ムハ ウス に限 らず,合 衆 国 内で は,中 小 のベ ンチ ャ ー ・ビジ ネスが,

ま さ に群生 とい う表現 が ぴ った りす るほ ど数 が 多 い。 これ らの 設立 に要 す る資

金 は,そ の ほ とん どが 個 人 資本 市場 か らの調 達 に よる もの で あ る。

そ の点,個 人 資本 市場 が,き わめ て未 成 熟 で あ る 日本 の場 合,優 秀 な技 術,

優 秀 な経 営 企 画 が あ って も,そ れ が 独 立企 業 と して存 在 す るには,数 々の 困難

が あ る。 我 が 国 に おけ る企 業経 営 は,慣 習的 に金 融 資本 へ の依 存 度 が きわ め て

◆

一44一



6

大 きい もの で あ り,そ の こ と が,シ ス テ ム ハ ウス は じ め,中 小 ベ ン チ ャ ー ・ ビ

ジ ネ ス の 自 由 な 誕 生 を,き わ め て 困難 な もの に して い る。

ま た,合 衆 国 の 場 合,中 小 規 模 の ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス や シ ス テ ム ハ ウ ス の

設 立 は 容 易 で あ っ て も,そ れ が,そ の 資 金 調 達 能 力 以 上 に 事 業 規 模 の 拡 大 を 見

た 場 合,著 る しい 経 営 的 困 難 に 直 面 す る こ と も多 い 。 と り わ け ,金 融 資 本 が,

あ る 意 味 で は,日 本 以 上 に 調 達 が 厳 格 で あ る合 衆 国 の 場 合,シ ス テ ム ハ ウス の

成 長 に あ た っ て の 経 営 困 難 さ は,日 本 で は 考 え られ な い もの も あ る と い え よ う。

そ う した な か で,シ ス テ ム ハ ウス とは 異 な る が,同 じ ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス

の 分 野 に 属 す る ザ ィ ログ 社 の 急 成 長 ぶ りは,注 目 に 値 い す る 。 ザ イ ロ グ 社 は
,

い う ま で もな くイ ン テ ル 社 に お け るi8080A開 発 グ ル ー プ の 中 心 的 技 術 者

の 一 部 の ス ピ ン ア ウ トに よ っ て 設 立 さ れ た ベ ンチ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス で あ るoし か

し,き わ め て 特 異 な点 は,設 立 当 初 か ら,エ ク ソ ン 資 本 の 傘 下 に 参 画 し て い た

こ とで あ ろ う。 そ の 強 大 な 資 金 調 達 力 の 支 援 な しに は,ザ ィ ロ グ 社 の 今 日の 快

進 撃 は 考 え る こ と が で きな い 。

そ う した 諸 条 件 を 考 慮 に 入 れ て い け ば,シ ス テ ム ハ ウス の 経 営 に つ い て は,

洋 の 東 西 を 問 わ ず,決 し て 安 易 な道 ば か りで は な い とい う こ とが で き よ う。 強

い て 利 点 を あげ る とす る な ら ば,合 衆 国 の 場 合 ,特 化 され た 技 術 能 力 だ け を 売

り物 とす る極 小 規 模 の シ ス テ ム ハ ウス は,比 較 的 に成 立 が や さ しい 。

も ち ろん,そ う した,ほ とん ど個 人 企 業 と もい え る最 近 の シ ス テ ム ハ ウ ス の

乱 立 ぶ り も評 し て 「 キ ッ チ ン ・プ ロ グ ラ マ の 時 代 」(ビ ジ ネ ス ・ ウ ィ ー ク 誌)

と い う批 判 も あ る。 コテ ー ジ の 小 屋 が け か ら,さ ら に ス ケ ー ル ・ダ ウ ン し て,

い ま や 台 所 の 調 理 机 の 上,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ドウ ェ ア ・シ ス テ ム
,

ソ フ ト ウ ェ ア ・ シ ス テ ム の 開 発 が 行 わ れ る よ う に な っ た とい う皮 肉 で も あ る。

も ち ろん,そ う した 酷 評 は と もか く,シ ス テ ム ハ ウス に 代 表 さ れ る技 術 集 約

型 産 業 に あ っ て は,た と え ば,そ れ が,台 所 で 開 発 され る もの で あ っ て も,そ

こ に 象 徴 さ れ る よ う に,底 辺 的 な 技 術 の ひ ろ が り。 そ の す そ 野 部 分 が,ど れ だ

け 大 きい か に よ っ て きま る。 そ し て,そ れ ら が,い わ ゆ る,ま っ と う な ビ ジ ネ
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ス と して 開花 し,成 長 して い くた め に は,そ の根 底 とな る資 本調 達 が,い か に

重 要 で あ るか 。 そ の 点 に 関 しては,日 米 と もに,相 い通 じる問 題 を は らん で い

る といえ よ う。

●
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第2章 マイク ロコンピ ュー タ産業の各分野間の問題 点

2.1チ ッ プ メ ー カ と シ ス テ ム ハ ウ ス 間

2.1.1.周 囲 環 境

LSI技 術 の発 展は め ざ ま しい ものが あ り,特 にMOS技 術 分野 で顕著 にな

って い る。 例 えばチ ップ当 り集 積 度 トレ ン ドは マ イ ク ・プ ロセ ッサ で2年 間 に

2倍,MOSメ モ リで2年 間 に4倍 の ペ ー ス で進 んで お りまた こ の トレ ン ドが

そ の まX高 速化 お よび低 価格 化 に もあ ては ま る とい う相乗 効 果 を ひ き起 こ して

い る。 この結 果,例 え ば1960年 代 の大 型事 務用 計 算機 の処 理 装置(ト ラ ン

ジ ス タ数 約5万 個)が1つ のLSIチ ップ で置 き換 え可能 とな り,社 会 的 に大

きな イ ンパ ク トを一与え てい る。 さ ら に注 目すべ き点 は このLSI技 術 の一 種 の

爆 発 現 象 は こ 二当 分(1990年 頃 迄)こ の ま!・・の い きお い で進 み そ うで あ る。

これ はMOS技 術 のBREAK-THRUは1970年 代 の初期 に終 了 しており、そ の

後 は 主 に 製 造 プ ・セ ス の改 良だ け で起 っ て い る現 象 で あ り ,ま た この改 良 の

シ ナ リオ(筋 書)は1990年 頃迄 は あ る程 度 出来 上 ってお り新 た なBREAK

-THRUを 必 要 としない こ とか ら予 想 され て い る
。

2.1.2.シ ス テ ム ハ ウ スの 存 在 基 盤

前述 の マ イ ク ロ コン ピ ュー タ を中 心 と したLSI技 術 の急 速 な発 展 が シ ス テ

ムハ ウス の誕 生 の トリガ とな りまた そ の存 在 が一 つ の社会 現 象 にな って きて い

る。 さて こ ふで本 章 では シス テ ムハ ウ ス の定 義 を以下 とす る。

「商 品 イ メー ジ として 固定 され てい な い 新 規 性,多 様 性,専 用 性 が あ りな が ら

マ ス プ ロのメ リソ トが期 待 で きず ,し か も付 加 価 値 の高い 製 品 をLSIを 応 用

して開 発,製 造,販 売 を 専業 とす る研 究 開発 型 中 小企業 」

な お 筆者 の私 見 です がllシ ス テム ハ ウス"と い う用語 は米 国 に て主 にSYST
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EMINTEGRATORの 意 味 で広 く使 用 さ れ てお り,ま た 中小 企 業 とは 限 らな

い な ど内容 が 異 な って い るた め,同 一 用語 を違 った 意味 に定義 す る こ とに対 す

る うしろ め た さが ぬ ぐえ ない こ とを附 記 し ます。

以 上 の定 義 に基 づ くシ ス テムハ ウス 存在 基盤 を さ らに 分析 す る と以 下 とな る。

①LSI技 術 の 発 展 お よび そ れ に誘 起 され た マー ケ ッ トの伸 び に さxえ られ

て 出現 して きた。 す な わ ちマーケ ッ トおよび技術 革 新 の微 分値(爆 発 現 象 下 で

は 大 き な値 であ る)に 比例 して 出 て きた 企業 群 で あ る。

② ア セ ン ブ リ産 業 に於 い てLSI高 集 積 化 に伴 い ハ ー ドウ ェア 部 分の 附 加価

値 が低 下 しソ フ ト比 率 が高 くな ってい る。 換 言 す れ ぽ ソ フ トカ(エ ンジ ニア

リング カ)が あれ ば,比 較 的 容 易 に また 多 大 な 設備 投 資を しな くて もハ ー ド

を 組 立 て る こ とが 可 能 とな りシ ス テ ムハ ウス 出現 を促 進 す る土 壌 とな った。

また この 背景 と してハ ー ドコス トは30%/年 の ペ ー ス で低 下 して い るが ソ

フ ト生 産 性UPは 高 々約5%/年 程 度 とのデ ー タ もあ る。

③ 高 集 積 化 が進 む に つれ てチ ップ メー カ とアセ ン ブ リメー カ の分 担(接 点)

が不 明確 にな って きた。 この現 象 は マ イ ク ロ コン ピ ュー タの機 能 の高 度 化傾

向 に伴 い 著 る し くな って きて い る。 す な わ ち マ イ ク ・コ ン ピュ一 夕チ ソプの

セ ール ス をサ ポー トす るサ ー ビス業 務(無 償 とい う意 味 では な い)と して 基

本 ソ フ トウ エ アや 開発TOOLな どのサ ポー ト製 品 の提供 が必要 とな って き

た。 これ は コ ン ピ ュー タ シ ステ ム そ の もの で あ り従 来 は アセ ンブ リメ ー カの

担 当 分 野 と考 え られ る もの であ る。 しか しな が らチ ソプ メー カ としてLSI

販 売 のた め に必要 な業 務 で あ るた め 自分 自身 で開 発 せ ざるを得 な い,ま たは

積 極 的 に開 発 すべ き業 務 と考 え られ て い る。 とこ ろが これ らシ ス テ ム技術 は

チ ップメ ー カ に と って 必ず し も得 意な 業 務 では な い。 これは ビジ ネ ス機 会 が

発 生す れば 資本 と技術 者 を短期 間 に他 よ り集 め てベ ンチ ャ ビジネ ス を つ くり

出せ る米 国 と異 な り,日 本 の国 情 で は たとえマーケ ッ トは ダイ ナ ミ ック に 変 っ

て もス タ テ ィ ックな 社 会構 造 の 中 で は なかな か メ ー カ サ イ ドが 追 従 し き れ

な いの が 実 体 であ る。 特 に コン ピ ュー タ 部 門 自体 が 急成 長 の途上 にあ り同一
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会 社 内 に コ ン ピ ュー タ部 門 を持 ってい て もな か なか 技 術 トラ ンス フ ァが で き

な い のが 実情 で あ る。

こ の間 隙 を埋 め る一 つ の 方策 としてチ ップ メ ーカ が シ ス テ ムハ ウス と契約

してい く形 態 が考 え ら・れ る。 但 しこの場 合 設備 投 資 が 必要 とな って くる と資

金 面 の制 約か ら同一 資本 系 列 のい わ ゆ る系列 会 社 を選 ぶ方 向 に 自然 とな る。

2.1.5チ ッ プ メ ー カ と シ ス テ ム ハ ウ ス

さ て以 上 の背 景 に て 出現 して きた シ ステ ムハ ウス とチ ソプメー カの 関 係 を具

体 的 に分 類 す る と以 下 の通 りであ る。

⑤ チ ップメー カ とユ ー ザ 間 に存在 す る タ イプ(タ イプA)

これは ユ ーザ の 欲 しい シ ス テ ムが 標 準 品 と してavaiiableで な い た め ,一

品料 理 的 な シ ス テ ム アセ ン ブル が 得 意な シ ス テ ムハ ウス に欲 しい シ ス テ ムの

発 注 を す る形 態 で例 え ば機 械 メー カ(こ の場 合 ユ ーザ)が 自社 の検 査設 備 と
、

してマイクロコンピュータ応 用 システムを発注す るな どのケースが考え られ る
。この場

合チ ップメーカとシステムハ ウス 間 は 通 常 の チ ップ購 入 者(シ ス テ ムハ ウス側)

ジステム引合

システムハウス紹介
チソプ納入
一

一

標準ソフトウェア,

ドキュメント納入

ざ ヘ

システ。発注 ＼

一
ユ ザ

ー
システム納入

タ イ プA(実 線 のみ)

タ イ プB(実 線 プ ラス 点線)

と ナ ップ メー カ との 関係 と 同一 に な るが一 般 的 に は 購 入 量 は 少 額 であ る こ

と か ら チ ップ メ ー カ か ら 直 接 購 入 す るの で は な く市 場 の 流 通 機 構 を 介

して購 入 す る こ とにな りチ ップ メ ーカ に と って シ ス テ ムハ ウスは 直接 に は見

え ない 存在 とな って い る。

⑥ チ ップ メー カ とユ ー ザ 間 に存 在 す るタイ プ(タ イ プB)
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これ は基 本 的 には タ イ プAと 同 じだ が,最 初 の 引合 はチ ソプメ ー ヵが ユ ー

ザ か ら受 げ これ に 対応 して シ ス テ ムハ ウスを チ ップ メー カが 紹 介 した後 あ と

は タ イ プAと 同 じ関 係 に な る もの。 タイ プBの 場 合 チ ソプ メー カに と ってシ

ス テ ムハ ウスは,は っ き り見 え た存 在 で あ り,ま た紹 介 した道 義 的 責任 もあ

るた め タイ プAよ り緊 密 な 関 係 を維 持 す るこ と にな る。

⑥ チ ップメ ー カが 業 務 を 委 託 す るタ イ プ(Cタ イ プ)

この タ イプ は 前期2.1.2シ ス テ ムハ ウス存 在 基 盤 中③,に 属 す る もの で チ

ソプ メー カ に と っては 現 状 一 番 見 えた存 在 にな ってい る。

す な わ ちチ ップ メー カ が そ の責 任 の元 に特 に システム製品に関 し開発 お よび

製 造 の全 体 または 一 部 を シ ス テ ムハ ウス に委 託 す るケー ス で あ る。 具 体 的 に

は マ イ ク ロコン ピ ュー タ 用 標 準 ソフ トウ ェアの 開 発 や プ ログ ラム 開発TOOL

(こ れは 一 種 の コ ン ピ ュー タ シス テ ム)の 開発,製 造 な どが 考 え られ る。

こ ふでハ ー ドウ ェア の製 造 のた め には 量 に よ りまた 必 要な 品質 を維 持 す る

ため にか な りの 追 加 設備 投 資 が 必要 とな って くる。 この 場 合 は 資本 系列 を同

じ くす るシ ス テ ムハ ウス に 資 本投 入 され るの が 自然 な現 状 で あ り,い わ ゆ る

サ ポ ー トソフ ト, チ ッ プ納 入

シ ス テ ム

ハ ウ ス

!(頂 発遍

金上納入

チ ッ プ

メ ー カ

一

＼ ノ
サ ポ ー トソフ ト,

ハ ード納 入

ユ ザ

タ イ プC

前 項2.1.2に て 定 義 し た 独 立 な 中 小 企 業 と し て の シ ス テ ム ハ ウ ス とチ ッ フ メ

ー カ 間 の 難 か し さ に つ な が っ て い る
。

2.1.4問 題 点

⑤ タ イ プAorBの 場 合

個 々 の シ ス テ ム ハ ウ ス は チ ソプ メ ー カ に 取 っ て ご く小 口 の ユ ー ザ で あ りほ

●
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とん ど見え な い存 在 で あ る こ とか ら,チ ップメー カ 側 の持 って い る技 術 情報

の 伝 達が 遅 れた りまた マー ケ ッ ト全体 と して需要 に 供給 力が 追 いつ か な い事

態 におい て は供 給 の 確保 も問題 とな り得 る。

これ に対 し,チ ップ メー カは ドキ ュメン トの早期整 備 と公 開 お よび供 給 力 の

維 持 に常 にベ ス トを 尽 くす べ き であ る こ とは 当然 で あろ う。 一 方シ ステ ムハ

ウス側 で もな ん らか の情 報 交換 の場 を持 てば ⊥記 問 題 点 を それ な りに緩 和 で

き る もの と期 待 され る。

⑥ タ イ プCの 場 合

チ ップ メー カ と資 本 系列 の異 な る中小 企業 と して のシ ス テ ムハ ウス が タ イ

プCと して存 在 で き るか ど うか が最 大 の 眼 目であ る。

これ に対 し,資 本 集 約形 シ ス テムハ ウス と知識 集約形 シ ス テムハ ウ ス に 分

類 して考 え たい。 す な わ ち以 下 の とお りであ る。

① 資本 集 約形 シス テ ムハ ウ ス

ア セ ン ブ リに 必 要 な機 械 設 備(固 定 資産)を 持 ってい る こ とを特 長 とす る

シ ス テ ムハ ウス。 経 営 の主 目的 は手 持 設備 を常 に]00%に 近 い・形 で 運 用す

る こ とで,そ の た め に 必要 な 開発設 計 力を持 ってい る。

② 知 識 集 約形 シ ステ ムハ ウ ス

ソフ トウェアお よび ハー ドウ ェ アの研 究 開発 の ため の エ ンジ ニア カ を 備 え,

これ を特 長 と して い るシステムハウス。 即ちアセ ンブ リに必要 な 機 械 設 備 は 必要

最 少 限 しか な く,例 え ば プ リン ト板 組 立,製 作は 外 部 メ ー カ で行 い,出 来上

って き た製 品の テス トのみ 自社 で行 うタイ プで 体質 的 に 身軽 な 軽 量経 営 で あ

るた め融 通 性 に富 ん で い る。

さて この2つ の 分 類 の うち知 識 集 約形 シ ステ ムハ ウ スで あれ ば,研 究 開発 力

を 売 り物 にす るこ とに よ り,資 本 系列 に 関係 な くタ イ プCの 関係 が成 立す る と

考 え る。 この場 合 開発 試作 迄 が シ ステ ムハ ウスの主 分担 とな り,そ れ が 量 産 さ

れ る場 合は 量産 に適 した生 産 設 備 を持 った企業 が 分担 す れば よ く,シ ス テ ム ハ

ウ スは 次 の開発 試 作 を担 当す る こ とに よ り常 に新鮮 な技 術 開 発 力 を維 持 で き る
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と期 待 され る。 これ は タ イ プA,B,Cを 問 わ ず シ ス テ ムハ ウス の一 つ の理 想

像 では な い か と思 う。

一 方 資本 集 約型 の シ ス テ ムハ ウ スは お のず か ら設 備 の稼 動 率 を 上 げ る こ とが

主 目的 とな るた め融 通 性 を失 う可 能性 が あ り,2.1.2に て定 義 した シ ステ ムハ

ウス には な りに くい もの と考 え られ る。

2.1.5結 言

シス テ ムハ ウス は元 来 マ ー ケ ッ トの伸 びの 微 分 値 に 比例 して 出て きてい る一

面 があ るた め その 基 盤 は 必 ず し も堅 固な もの とは いい 難 い。 しか し技術 革 新 の

テ ンポ が急 で かつ 各企 業 の役 割 が 半導 体 の 高集 積 化 に よ り大 きな 変化 が 要 求 さ

れ る現 在,研 究 開発 型,時 代 先 取型 シス テ ムハ ウ ス には十 分活 躍 の 場が 存 在 し

て い る と考 え る。 シ ス テ ムハ ウス は 小 さ くま と ま ってい るた め の メ リ ッ ト(情

報 を 全 体 と して ま と ま った形 でつ か み やす い)を 十 分 生 かす こ とが 出来 る訳 で

あ り,と くに,エ ン ドユ ー ザ とチ ップメー カ間 で技 術 の 多様 化,専 門化 が進 み

互 い に相 手 の し ゃべ り言 葉(技 術 ベ ー ス)が 解 りづ ら くな ってい る時代 に於 い

て そ の間 のギ ャ ソプ を埋 め る存 在 と して 大 い に期 待 され る と思 う。

一 方チ ップメ ー カ 側 は シ ス テ ムハ ウ ス との コ ミュニ ケー シ ョンが 不 足 してい

る現 状 を そ の ま ふ受 け とめ シ ス テムハ ウス 共 々社会 ニ ーズ を 良い形 で満足 させ

る様 努 力 してい く事 が 望 まれ る。'

2.20EMメ ー カ と シ ステ ム ハ ウ ス 間

は じめ に

OEM(OriginalEguipmentManufacture)と シ ス テ ム ハ ウ ス

間 で の 問 題 点 を 述 べ る 場 合 。

A.OEM側 で 既 に 製 品 化 した も の を シ ス テ ム ハ ウ ス 側 が 採 用 し,シ ス テ ム ・

ビ ル ドア ッ プ す る と い うケ ー ス 。(以 下 ケ ー スAと 呼 ぶ)
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B.シ ス テム ハ ウ ス側 の 要 請 に よ り,OEMが 製 品開 発 を行 い ,そ の製 品 を シ

ス テム ハ ウ ス に提 供 し,シ ステ ムハ ウス で は それ を 自ら の シス テム に組 込 む

とい うケ ー ス。(以 下 ケー スBと 呼 ぶ)

この2つ の場 合 に於 て ,問 題 の 内容 や 大 き さが 異 る。 また,こ の2者 の 中間

的 な ケ ー ス も存 在 す る。 例 え ば,既 製 品 では シ ス テ ムハ ウス 側 の シス テ ム ・コ

ンポ ー ネ ン トと して不具 合 であ り,と は言 え 全 く新製 品 を 開 発 しな くて は な ら

な い程 でな い,若 干 の モ デ ィフ ァイ を加 えれ ば シ ス テ ムに う ま くフ ィ ッ トす る
。

こ の よ うな と き,既 製 品 の 改造 修 正 をOEMに 要 求 し ,OEMが これ を 受 け る

よ うな ケ ー ス が あ るが,こ の場 合 の 問題 点 を論 ず る場 合 には ,ケ ー スAま たは

ケ ー スBの 何 れか に帰着 で き るの で,以 下 ケ ー スA ,Bに 大 別 して述 べ る。

さ らにOEMか らシ ス テ ムハ ウス に提 供 す る製 品 が マ イ ク ロプ ロセ ッサ 内蔵

の もの で,そ の製品の マイ クロコンピュータをかな り意識 しなければシステムハ ウス

側のシ ステム ・コンポーネン トにな りに くいものと,シ ステムハ ウスのマイクロコンピ

ュータ ・システムの中で,OEM提 供製 品自体 はマイ コンを意識 しな くて済む とい う2

者があげ られ る。前者 の 製 品例 は,ボ ー ド ・コ ン ピ ュー タ そ の もの,イ ンテ リジ

ェン トCRT等 であ り,後 者 は メ カ ニ カル 部 分 のみ で で き上 った プ リンタ な ど

の 周 辺 機器 が あ げ られ る。

この よ うにOEM,シ ス テ ムハ ウ ス間 を結 ぶ製 品 の性 格 に よ って は ,問 題 点

の 多 少 に 関係 す るの で,一 概 には 述 べ られ な いが,2著 聞 で顕 在化 してい る問

題 点 を あ げれ ば 次 の よ うにな る。

2.2.1.イ ン タ フ ェ ー ス 条 件

OEMメ ー カ とシス テ ムハ ウス 間 で製 品 を め ぐって 常 に問題 視 され る もの と

し て,つ な ぎの 問題 が あ る。OEM製 品 の 入 出力 とシ ス テムハ ウス 機 器 との イ

ンタ フ ェー ス条 件 が どの よ うな もの であ るの か,機 能 的,電 気 的,構 造 的 な 面

で 定義 す る必 要 が あ る。

これ 等 を律 す る もの で 目的別 に規 格 化 され た もの が あ り,マ イ ク ロ コン ビ ュ
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一 夕 ・シ ス テ ム で 使 用 さ れ て い る も の は,

①EIA(ElectroniclndustriesAssociation)規 格 一 一 ー デ 一 夕

端 末 装 置 と デ ー タ 通 信 装 置 間 で の 規 格 。.

②IEC(lnternationa1ElectrotechnicalCommission)〔 ス 規

格 一 一 一 計 測 器 間 を 結 ぶ 目 的 か ら 出 来 た 規 格 。

③CAMAC(ComputerAutomatedMeasurementAndContro1)

規 格 一 一 一 高 エ ネ ル ギ 物 理 実 験 分 野 か ら 生 まれ た 規 格 。

こ の3者 は 公 的 に 認 め ら れ そ れ ぞ れ の 分 野 で は 広 く受 入 れ られ て い る。 次に あ

げ る3者 は 規 格 化 は され て い な い が,比 較 的 多 く使 用 さ れ て い る も の と して,

④TTYイ ン タ フ ェー ス ー ー 一20mAま た は60mAで 電 流 駆 動 の ビ ソ ト

・シ リア ル ・イ ン タ フ ェ ー ス 。(構 造 的,機 能 的 な 制 限 は な い)

⑤S-100バ ス 一 一 ー マ イ ク ロ コン ピ ュ 一 夕 ・ホ ビー業 界 で 使 わ れ て い る。

⑥ マ ル チ ・バ ス ー 一 一 イ ン テ ル 社 の ボ ー ド ・コ ン ピ ュ ー タ ・バ ス。

な ど が あ げ ら れ,そ れ な りの 利 用 価 値 は あ る もの の,AC100Vに お け る

プ ラ グ と コ ンセ ン トの 関 係 の 如 く,つ な ぎ を 全 く意 識 せ ず に シ ス テ ム を 作 成

す る,或 い はOEM側 で コ ン ポ ー ネ ン トを 提 供 す る こ と が 少 な い,

シ ス テ ム ハ ウ ス 側 の シ ス テ ム で 既 に 何 ん ら か の 標 準 イ ン タ フ ェー ス を 持 っ

て お り,OEM製 品 の シ ス テ ム 組 入 れ を 図 ろ う と す る 場 合,シ ス テ ム ハ ウ ス

の イ ンタラ エー ス条 件 がOEM製 品 の入 出力条 件 と一 致 す れ ば 問題 は な い が,

一 致 しな い と き何 れ かが 変 更 また は 新規 設 計 を 必要 とす る。

ケ ー スBの 場 合 で は,依 頼 元 の シ ステ ムハ ウス の イ ン タ フ ェー ス 条 件 が,

その シス テ ム特 有 の イ ン タフ ェー ス でな く汎 用的 な 方 がOEM製 品 の拡 販 を

目指 す場 合 有効 で あ る こ とは言 うまで もな い。

また ケ ー スAの 場 合 に於 て も,OEM製 品 の イ ンタ フ ェー スが 汎 用 的 で あ

れ ば,シ ス テ ムハ ウ ス側 と して規 格 に合 致 す る1種 の イ ン タフ ェー ス を具 備

して お けば,シ ス テ ムの モ デ ィフ ァイ,シ ス テ ム のモ ジ ュー ル構 造化 が容 易

にな り,性 能/価 格 比,保 守 の や り易 さ,在 庫 品種 の少 量 化 が 向上 す る。
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マ イ ク ロ コン ピュー タ ・シス テ ムを形 成 す る(OEMが 提 供 す る)コ ンポ

ー 不 ン トの イ ンタ フ ェー ス条 件は 以上 述 べ た よ うに規 格 化 され た もの に準拠

してお け ば,両 者 に 多大 な 利点 を もた らす もの と思 う
。

現在 マ イ ク ロ コン ピュー タ ・シス テ ムで規 格化 すべ きイ ンタ フ ェー ス とし

ては,比 較 的標 準 的 に使用 さ れ る コ ンポー ネ ン ト(例 え ば
,キ ー ボ ー ド,デ

ィス プ レイ装 置 ・ プ リンタ2次 記憶 装 置)の イ ン タ フ ェー ス 仕様 は ,伺 一 種

類 の コ ンポー ネ ン トグル ー プの 中 で,ま たは 同一 機 能 グル ー プの 中 で規 格化

す べ き もの と思 う。

2.2.2.技 術 情 報 の 取 扱 い

■

製 品 に関 す る技 術 情 報 には,仕 様 書,製 作 図(回 路 図 ,機 械 図,機 構 図,組

立 図),説 明書(動 作説 明書,取 扱 説 明 書,保 守 説 明書 ,ソ フ トウ ェア説 明書)

信 頼 性 デ ー タ(対 環境 デ ー タ,寿 命 試験 デー タ ,故 障 デー タ),プ ログ ラ ム リ

ス トな どが あ る。

OEMと シス テ ムハ ウス 間 で これ ら ドキ ュメ ン トを どれ だ け の量 ,ど の 内容

まで の もの を授 受す るか,有 償 にす るか,無 償 にす るか ,提 出後 の 機 密保 持 を

条 件 とす るか な ど につ き問 題 が 生ず る。

OEMと しては 提 出 した が らな い し,シ ス テ ムハ ウス側 はOEM製 品 を使 用

して ゆ く上 で,ま た製 品 の 性 能 に対 す る裏 づ け情 報 と して ,安 心 して 使用 して

ゆ くには で き るだ け の情 報 を得 たい と思 うの が常 で あ る。 またOEM側 では 充

分 な 資料 や デ ー タ がな い 場合 もあ り,そ うしたデー タ を収 集 した り,ド キ ュメ

ン ト化 す るに は,多 大 の 時 間 と労 力 を要 す る場 合 もあ る
。

ケー スBの 場 合 では技 術 情 報 に 関す る取 扱 い の取 決 め を し,話 合 う場合 が 多

い の で計画 的 に処 理 が で き るが,ケ ー スAの 場合 には ,OEM側 が ドキ ュメ ン

トの提 出を渋 った結 果,シ ス テ ムハ ウス が思 わ ぬ トラ ブル を 引起 す 原 因 にな っ

た りす る。

OEMか ら提 出 で き る ドキ ュメ ン トの範 囲 と内容 を 明確化 す る こ とが 必要 で
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あ り,有 償 とす る場 合 の グ レー ドを 明示 しなけ れ ば な らな い。 シス テ ム ハ ウ ス

側 では 入手 で きな い ドキ ュメ ン トに対 す る認 識 が 必 要 で,こ れ の対 策 は 充 分考

え てお く必 要 が あ る。

2.2.5保 守 ・サ ー ビス

OEM製 品 を シス テ ムハ ウ スが採 用 し,シ ス テ ム ・ビル ドア ップ 後エ ン ドユ

ーザ に シス テ ム製 品 は 納 入 さ れ るが ,納 入後 の シ ス テ ム ・コン ポー ネ ン トの保

守 に つい て何 処 が責 任 を と り,ど の よ うな方 法 で処 理 す るか が問題 とな る。 勿

論,シ ステ ムハ ウ ス側 がOEM製 品の 採 用 に当 っては 予 想 され る トラ ブル や定

期 点検,有 償 の 範 囲,無 償 期 間,サ ー ビス体 制 な どにつ い て 契 約 の 中 に入 れ る

の で あ るが,明 確化 で きな か った り,契 約 に盛 込 め な い場 合 が あ る。

通 常 問題 とな るのほ,エ ン ドユー ザ に納 入 され た シ ス テ ムが トラ ブル を 起 し,

容 易 に故障 原 因 が 発 見 で きず,解 決 が長 び く場 合 であ る。 コン ポー ネ ン ト ・レ

ベ ル では異 常 は 認 め られ ず,シ ステ ムア ップ し全体 を動 作 させ る と誤 動 作 す る

とい った 類 い の場 合,シ ス テ ム ・コ ン ポーネ ン トの ビル ドア ップ に問題 が あ る

の か,コ ンポー ネ ン ト固 有 で 問題 を 内在 しな が ら,単 体 では正常動 作をし・つな ぐ

とそ れ が露 見 され る のか の 判 別は 伸 々つ け がた い とき が あ る。(こ の よ うな例

と して,電 源 コモ ン,筐 体 接 地 な ど設 置 あ るい は 据付 条 件 に よ る トラ ブル の 場

台 が あ る。)シ ス テ ムハ ウス で どの よ うに使 用 され るか不 明で あ り,エ ン ドユ

ー ザ が どの よ うに 取扱 うか分 らな い の で ,コ ンポー ネ ン トの個 別 仕様 では 規 定

してい な い,ま た は し に くい 場 合 が 多 い。

故 障 原 因 が究 明 され,シ ス テ ム ・コ ンポー ネ ン ト固有 の 問題 で あ った 場合,

そc6よ うな 使 用環 境 下 での 個別 仕 様 が 規 定 され て い な い とき,OEM,シ ス テ

ムハ ウ ス の何 れ が責 任 を とって処 理す るか 問題 とな る。

従 って 予測 され な い事 態 に対 す る処 理 の 両者 にお け る協 力が 必 要 とな る。

●

●
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2.2.4価 格 設 定 ・契 約

価 格 の 設定 は シ ス テ ムハ ウス 側 の一 定期 間 内 に 見込 む 数量 が 大 きな 要因 とな

る。

ケー スBで はOEMの 製 品 開 発 書 を製 品価 格 に含 ませ る こ と もあ る。 この場

合 で もシ ス テ ムハ ウ ス が何 台 発 注 す るか で左 右 され る。

価 格 設 定 で長 期 的 に 契 約 をす るのは シス テ ムハ ウ ス側 で不 利 に な るこ とが あ

る。 これ は 電子 部 品,中 で もIC,取 り分 けマ イ ク ロプ ロセ ッサ,メ モ リな ど

の コス ト低下 に よる製 品 の原 価 率 が 向上 し販価 に フ ィー ドバ ック され ない 場合

で あ る。

価 格 の見 直 しを随 時 行 うよ う契 約段 階 で取 りきめ を す るのが 望 まれ る。

2.50EMメ ー カ と エ ン ドユ ー ザ 間

は じめ に

OEMの 製品を エン ドユーザが購入 し,エ ン ドユーザが マイクロコンピュータ ・システム

を作成後使用す る場合 と,OEMの マイクロコンピュータ・システムをエン ドユーザが購入

し,そ の システムに手を加 え ることをせずに使用す る場合 との2者 が考え られ る。

前 者 は エ ン ドユ ーザ が シ ス テ ムハ ウ ス的な 作 業 を兼 ね る場合 で あ り,後=者 は

OEM製 品 が シ ステ ム と して 出来 上 ってい る場 合 が想 定 され る。

前者 に於 け る問題 点 は,既 に2.2で 述 べ た もの と同一 視 され るの で,こ こで

は 後者 の場 合 の問題 点 に つ い て論 を 進 め る。

問 題 点 と しては,カ ス トマ ・ トレ ーニ ング,保 守 ・サ ー ビス,技 術 情 報 の 取

扱 い な ど で あ る。

2.ろ.1.カ ス トマ ・ トレ ー ニ ン グ

OEMが 行 うカ ス トマ に 対 す る ト レー ニ ン グ に は 種 々 の レベ ル が あ る。 ユ ー

ザ の オ ペ レー タ に対 す る 操 作 だ け を 目的 に した も の か ら,ユ ー ザ が ソ フ トウ ェ

ア を 作 成 す る レベ ル を 目的 と し て,オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム や ハ ー ドウ ェ
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アの 内容 につ いて 詳 細 に 時 間 を掛 け て 行 うもの まで 巾が 広 い
。

メー カ が 定期 的 に実 施 してい る もの もあれ ば ,特 定 客 先 向 け に不 定期 にや る

もの もあ り,有 償,無 償,購 入 客 先 に 限 る,不 特 定 多数,千 差 万別 で あ る。

ユ ー ザ側 が希 望 す る トレー ニ ング 内容 と
,メ ー カ側 が 実行 す る もの とのず れ

が ない場 合 は 問題 ない が,ユ ー ザ がOEMの シ ス テム に飽 き足 らず ,ソ フ トウ

ェアの修 正,新 期作 成 を 目的 と して ,詳 細な ト1一 ニ ング を要 求す る に も抱 ら

ず,メ ーカ 側 では シス テ ムの概 論 でお 茶 を濁 す 場合 は 問 題 が 発生 す る。 加 え て

この場 合 の トレー ニ ン グが 有償 の と き とす れ ば ,ユ ー ザ 側 の不 満 は つ の るば か

りで あ る。

OEMで は反 対 に売 れ た後 の面 倒 見 を 多 くす るのは 得 策 と考 えな い傾 向 に あ

る。 これ は例 えば,保 守 に対 す る トレー ニ ン グを 目的 と し ,現 場 保 守要 員 向 け

に取 扱 い,ト ラ ブル シ ュー テ ィン グな どの 教 育 を実 施 した 後 に も ,ユ ーザ 側 の

手 落 ち で シ ス テム が異 常 にな り,ユ ー ザ 保守 員 が トラ ブル 解 析 を 怠 り,そ うし

た仕事 を メ ーカ に お んぶ す る場 合 が見 受 け られ るか らで あ る。

トレー ニ ン グが どの レベ ル を 目的 とす るか,内 容 を 明示 し,受 講 後 のOEM

とユ ーザ 間 での取 りきめ が 甘い よ うであ る。

OEMが ユ ーザ へ 商 品 を 売 る とい う立 場 か ら ,価 格 交 渉,今 後 のつ き合 い な

どを考 慮 して前 述 した 取 りきめ の詰 め を行 わ ず,ユ ーザ も看 過 す場 合 が 多 い か

らで あ ろ う。 ユ ー ザ 側 の トレー ニ ン グに対 す る認識 を深 くして もらい た い もの

で あ る。

■

2.3.2.保 守 ・サ ー ビス

エ ン ドユ ーザ が シ ス テ ム導 入 に際 しては ,そ の シス テ ムが実 稼 動 後 の 信 頼 性,

稼 動率 を予 め 設 定 す る。 それ を 実現 す るた め に 必要 とす る信頼 度 の コ ンポ ー ネ

ン トで作 られ た シ ス テ ム を要 求 す る場 合 と,シ ス テム 上 で あ る程 度 の冗 長性 を

持 た せ,故 障 発 生 時 に も正 常 動 作 が確 保 で き る よ うに,ま たは 機 能 を縮 少 して

シス テ ム ・ダ ウ ンには しな い,さ らに少 な くと もダ ウ ン して も安 全サ イ ドに停

`
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止 す る よ うに とい った フ ォル ト ・トレラン トな シス テ ムを 要 求 す る場合 と,両

者 の ミ ック ス され た シ ス テ ムを要 求 され る場合 等,工 夫 が 行 わ・れ るが ,フ ィー

ル ド(ユ ーザ の 実使 用 環 境 下)で は ,こ れ等 の 工夫 に も抱 らず 予期 せ ぬ故 障,

トラ ブル が 発生 す る。

ユ ー ザ のオ ペ レー シ ョン上 の ミス ,部 品 の寿 命,劣 化,初 期不 良,対 環 境(

温 度,湿 度,塵 埃,震 動,電 波 障 害,電 源 条 件)の 悪 化 に よる誤 動 作 ,ハ ー ド

ウ ェア また は ソ フ トウ ェア上 の 設 計 ミスな ど種 々あ る。 何 れ が 原 因 で あれ 初 期

の 動作 を満足 しな い と き,メ ンテ ナ ンス の問題 が ク ローズ ・ア ップ され る
。

原 則 的 には ユー ザ 側 の 保 守 要員 が処 理す る建 前 を と り,現 実 的 にはOEMが

持 つサ ー ビス ・メ ン テ ナ ンス組 織(OEMの 系 列会 社 や ,OEMと 契約 した別

会 社)を ユ ー ザ が利 用す る場 合 が 多い。OEMと サ ー ビス会 社 が 密着 す るのは,

サ ー ビス ・マ ンの 教 育(特 に複 雑 な マ イク ロコ ン ピュー タ ・シ ス テム にな れ ば

な る程,メ ー カか らの ノ ウハ ウ を必要 とす る) ,保 守 部品 在 庫 な どの理 由 に依

る もの であ ろ う。 このサ ー ビス ・ネ ッ トワー ク を利用 す る場 合 ,エ ン ドユ ーザ

側 の希 望 は,MTTR(MeanTimeToRepaire)の 縮 少 で あ り,で きれ

ば 少な い 費用 で とい った と ころ で あ る。 これ を満 足 させ る要 因は ,熟 練 したサ

ー ビス ・マ ン ,豊 富 な 保守 部 品在 庫,オ ン ・コール ・サ ー ビス体 制 であ る。

サ ー ビスす る側 で頭 の痛 い こ とは,新 しいマ イ ク ・プ ・セ ンサ や メモ リ,周

辺LSIな どの電 子 回路 部 品 の技術 革 新 が急 なた め,保 守 要 員 の 教 育 が それ に

追 い つ けな い,ま た複 雑 な シ ステ ムを こなす に足 る優 秀 な サ ー ビス マ ンの確保

が 充 分 でな い こ とや,同 様 なLSIの 進歩,種 類 の 増大 な どで 保 守 部 品 を長期

間在 庫 す るのが 困 難(製 造 中 止 に な る電子 部 品 もあ る。 資 金 的 な 面 か ら も)で

あ る こ とな どで あ ろ う。 また,サ ー ビス体制 で言 えば,全 国,場 合 に よっては

海 外 へ もサ ー ビス網 を張 りめ ぐらす の は,多 大 の投 資 を 必要 とす る。

保 守 ・サ ー ビス に対 して,OEMと ユ ーザ 間 の 問題 解決 とな る きめ 手 な る も

の が な い。

然 し,半 導 体 素 子 の長 足 の進 歩 に よ り高信 頼性,高 品質 な シス テム の実 現化
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が 可 能 にな り,メ ン テナ ンス の 手 間は 幾 分楽 にな った よ うだ。

ユ ーザ 側 へ の要 望 を敢 て言 わ せ て もら うな ら,価 格 と信 頼 性 は おXよ そ反 比

例 す る とい う認 織 を持 つ必 要 が あ る。

2.5.3技 術情 報 の取 扱 い

どの よ うな 内容 の 技 術 情 報 を,ど れ だ け(何 部),OEMが エ ン ドユ ーザ に

提 出す るか とい う問 題 は,OEMと シス テ ムハ ウス 間 の 問題 と同様 で あ る。

有償 ・無償,機 密 保 持 な どの 取 りきめ につ い て も同 様 な 関係 にな ろ う。

2.5.4結 言

OEMと シ ス テ ムハ ウ ス,OEMと エ ン ドユ ー ザ 間 にお け る問題 点 につ い て

若 干 の 問題 提 起 を行 』 た が,マ イ ク ・コ ン ピ ュー タの影 響 に よる関連 分野 の 問

題 点 とは言 い きれ ず,本 質 的 に内 在 す る もの もあ る よ うで あ る。 然 し,マ イ ク

・ コン ピュー タ特 有 の影 響 に よ り,共 通 して言 え る こ とは,技 術 革 新 が 急 ピ ッ

チ で進 んで い る反 面,そ の ス ピー ドに追随 で きな い 面 が見 られ る こ とで あ る。

教育,企 業 内体 制,従 来 資 源,LSI価 格 の不 安 定 性 な どにつ い てマ イ ク ロ

コ ンピ ュー タ 関 連産 業 界は,考 え方 ・取 り組 み 方 の変 更 を余 儀 な くされ てい る

よ うであ る。

`
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2.4ユ ー ザ と シ ス テ ム ハ ウ ス 間

■

■

2.41.重 み ま す シ ス テ ム ハ ウ ス

マ イ ク ロ コン ピ ュー タが最 初 に世 の 中 に紹 介 さ れ て か ら まだ8年 足 らず しか

経 てい な い が,そ の 普 及 速度 は 目 ざま しい もの が あ り飛 躍 的 にそ の応 用 分 野 の

裾 野 を 拡大 してい る。

ひ と 口に マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ とい って も各 レベ ル に よ り非 常 に 多様 化 して

来 てお り,こXし ば ら くの 間は さら に各 社 よ り続 々 と新 機種 が紹 介 され る もの

と思 わ れ る。

半 導体 メー カ と応 用機 器 メー カ との 橋渡 し役 と して のシ ス テ ムハ ウ スの 役 割

は ます ます 重 要 性 を お び て きて お り,応 用 機 器 メー カ の ブ レイ ン的な 存 在 と し

て,ま た共同開発からオ リジナル 商 品 の 開発 な ど幅 広 い 活 動 の展 開 が期 待 され る。

と くに これ らの 分 野 に対 して未経 験 の ユ ーザ に対 して は,そ の橋 渡 し役 と して

の存 在 は 必 要 不 可 欠 で あ り,マ イ ク ロ コ ン ピュー タ の 応 用 の裾野 が広 が れ ば広

が るだ け その 必 要 性は 高 ま って行 くもの と思 わ れ る。

2.42.マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タの応 用分野 か らみ た ユ ーザの分 類

マイ クロコンピュータ自体 も高速 ・高機能の追求の方向 と
,他 方は低価格,普 及 型

1チ ッフ。マイ クロコンピュータと二極分化 しているが,種 類 も多様にな って来た。シス

テムハ ウスも着 々と力をつ け,メ ーカ指向,技 術サポー ト,コンサル ティングなどに 分

極化 しつつあるといわれて い る。 表2-4に 現 在知 られ て い るマ イ ク ・コ ン ピュ

ー タの 応 用 の現 状 を示 す
。
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表2-4 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 応 用 の 現 状

7

8

9

0

r

1

1

タ ー ミ ナ ル

コ ン ト ロ ー ラ

教育機器

自動車

工 業 用 ロボ ッ ト

ゲー ムマ シ ン

交 通 他制 御 シ ス テ ム

そ の 他

2.4.3ユ ーザ の 範囲

表2-4か ら もわ か る よ うにユ ー ザ の 範 囲が 広 い ことs,ユ ー ザ の 企 業規 模

に 格 差 が あ り,ひ と口にllユ ーザ とシ ス テ ムハ ウス間 の 問 題 点 「1と云 って も個

々 の事 例 に よ り問題 点 の とら え方 が 異 な って くる。 ・

こ ふで取 上 げ るユ ー ザ とは,比 較 的 企 業規 模 の 小 さい,シ ス テ ム設 計 や ソフ

トウ ェア 開発 で 自社 開発 の 出来 な い ユ ー ザ,未 経 験 のユ ー ザ等 につ い て シ ス テ

ム ハ ウス との 間 の一 般 的 問題 点 を取 上 げ て みた い。
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2.4.4シ ス テ ム ハ ウ ス の 選 択

シ ス テム ハ ウス は マ イ ク ・コ ン ピュー タの応 用市 場 拡大 を背 景 に 雨後 の竹 の

子 の よ うに 誕生 して お り,大 小 合 わせ てそ の数 は 五 百 社近 くは あ る とい わ れ て

い る。

ユ ーザ に と って そ の ニ ーズ に合 う最 良の シ ス テ ムハ ウス を選 ぶ こ とは
,は た

して可 能 な の だ ろ うか。

物 品 の購 入 にお い て は,メ ー カ,タ イプ,価 格,性 能等,必 要 情 報 の 入手 は

容 易 で あ り,実 物 を 比 較 して ユー ザ が満 足 した の ち 発 注す る こ とが で き る。 契

約 そ の もの が 物 品購 入 とは 異質 の もの とは いえ,ユ ー ザ に と って シ ステ ムハ ウ

スの特 徴,技 術 力等 選 択 に必要 な一 般 情 報 が容 易 に 入 手 で き る よ う今 後業 界 に

お い て検 討 して い たx'き た い。 ユ ーザ の満 足 度 を上 げ,ま た もっと他 にベ ター な

シ ス テ ムハ ウスは とい う不信 感 を な くす には,で き るだ げ ユ ーザ が よ り

ベ ター な シ ス テ ムハ ウ スを選 べ る よ うに してい た ぶきたい
。

2.4.5技 術 力 の 向 上

シス テ ム ハ ウス が 従 来 の 「助 っ人 的 な存 在」,「 エ キ ス トラ的 存在 」 か らぬ

け 出 し,企 業 基盤 を きつ いて独 自の活動 を 展 開す る には総 合 的 な企 業 努 力 に よ

る 向一上に期 待 す る以 外 に ない が,ユ ーザ の ニー ズ に対 し最 良の仕 様 書 を提 出す

る には何 よ り も先 ず 知識 の向上 一 この ことは 人材 の 育 成 に もつ な が る一 に努 め

な くては な らな い。使用す るハ ー ド部(マ イクロコンピ ュータのチ ップ,セ ンサ,周

辺機器等)の 適性,ソ フ トウェアの特 異性 等,シ ステムハ ウスの能 力 に よ り差 が 生 じ

る し,そ の 結果 に対 す るユ ーザ の 評価 は一 般 的 にず っ と後 日に な らな い と判定

で きな い。

事 務 機,タ ー ミナル 等 デ ジ タル領 域 の 開発 は か な り進 んで い る が,プ ロセ ス

コ ン トロール ,各 種 理 化 学機 器 等 の アナ ログ領域 に つ いて は い まだ 未 開発 の も

の が多 い。 と くに アナ ログセ ンサ の開発 を急 ぎ本 格 的 に産業 機 器 へ の進 出 を急

ぐべ きで あ る。
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知 識 の 向一ヒについ ては 今 まで に も ま して,い ろい ろな 業 種 の 企業 との タ イ ア

ップ に よ り,新 た な技術 力の蓄 積 に 努 力 して いた ぶきたい。

2.4.6文 章 化 の 統 一・標 準 化

ソ フ トウ ェアの 開発 に は 決 定 的 な 方法 は な く,ソ フ トウ ェアエ ンジ ニ アの 個

性 や技量 に負 うと ころが あ ま りに も多 く,シ ス テ ム ・＼ウ ス では 独 自の ソフ トウ

ェア開 発 法 をあ み だ してい るの で,提 出 され る仕様 書 もその 書 き方 に統 一 制 が

な い。

ハー ドウ ェアの 仕様 書 は 長 年 の経 験 か ら ,書 き方 の 順序 は 変 って も仕 様 書 に

記 載 され る各項 目は 殆 ん ど統 一 が とれ て お り,性 能 の 表 現,精 度 等 に つい て も,

あ るき ま りの よ うな ものが で きて い る。

ソ フ トウ ェアに つい て の 仕 様 書 の 書 き方は ハー ドウ ェア と同 じにす る こ とは

不 可 能 であ り,ま して一 品 料 理 的 な ものは 統 一 しに くい と して も,仕 様 書 に記

載す る各項 目,表 現方法 等 今 後 な るべ く統 一制 の あ る もの に す る よ う方向付 け を

してほ しい。

検 収 時の トラ ブル を 少 しで も防 止 す るには,ま ず 仕様 書 決定 時 にお け るシ ス

テ ムハ ウ ス とユー ザ 間 の相 互 理解 が 先 決 で あ り,ユ ーザ の オ ー バ ー スペ ックの

要 求 を防 ぐ方 法 で もあ る。

ユ ー ザ側 と して も知識 の 向 上 につ とめ ,頻 繁 に仕 様 変更 を しな い よ うに した

い もの で あ る。

シス テ ム ハ ウス にか ぎ らず,今 後 各業 界 と も製 品 の 多様 化,複 合 化が進 む の

で仕様 書 が よ り複 雑 にな って くる。 これか らは 仕様 書 を作 成 す るた め の シ ス テ

ム 設計 士 の よ うな 人材 を 専 門 に 育 て る必要 が あ るの で は な か ろ うか 。

◆

2.4.7人 材 の 育 成 と定 着 化

ユ ー ザ に と っ て 納 期 の 早 い こ と ,守 ら れ る こ とは だ れ もが 希 望 す る こ と で あ

る が,ソ フ トウ ェ ア の 開 発 は,さ き に の べ た 如 く,ソ フ トウ ェ ア エ ン ジ ニ ア の

一64一



個 性 や 技量 に負 うと ころが 多 くて進 行 度 が つ かみ に く く,工 程 管理 が しに くい。

こ れは ユ ー ザ に と って も納 期 につ い ての 不 安 を もつ こ とにな る。 納 期 につ い て

は たyシ ス テ ムハ ウス の人材 の育 成,知 識 ・技 量 の 向上 に よ る改 善 に期 待 す る

他 方法 が な い。

ユ ー ザ か らみ る と,こ れ まで の シ ス テ ムハ ウス の 人材 は 動 きがは げ し く,社

員 の定 着 率 が他 企 業 に比 べ 悪 い よ うに思 われ る。 ユ ー ザが 後 日,ソ フ トウ ェア'

の 改 良 とか メ ンテナ ンスを 依 頼 して も,す で に 当時 の 担 当者 が不 在 で ど うに も

な ら な いケ ー ス もあ る。

ハ ー ドウ ェア の商 売 と同 じ様 に ,ソ フ トウ ェア につ い て も,ア フ ター サ ー ビ

ス が よ り以上 に要 求 され るの で,早 い 納 期,確 実 な納 期,ア フタ ーサ ー ビスの

完 備 等,こ れか らのシステムハウスの 発 展 の た め,人 材 の育成 ・定着 化 に最 大 の

企 業 努 力を は ら って ほ しい。

2.4.8ソ フ トウ エ ア の 公 開

シ ス テ ムハ ウ スの 開発 した ソフ トウ ェア,ノ ウ ・ハ ゥ等 の知 的財 産 の法 的 保

護 の 問題 は そ の解 決 に時 間 を 要 す る問 題 で あ るが,ユ ーザ に と っては,よ りベ

タ ーな ソ フ トウ ェアを よ り早 く,よ り安 く入手 す る ことが ベ ス トで あ り,い つ

まで も秘 密 に してお くと同 じ ニーズ に対 し,二 重 三 重 の 開発 投 資 が くり返 され

る こ とにな る。

ソ フ トウ ェア の公 開は シ ス テ ム ハ ウ スの 企 業存 続 の問 題に つ な が り,ユ ーザ

の 希望 とは相 反 す る こ とで あ るが,マ イ ク ロコ ン ピ ュータの 普 及 促 進は ソ フ ト

ウ ェア の普 及 が カギ とい って も過言 では な い と思 うの で,早 急 に業 界 団 体 で の

検 討,行 政 機 関 に よ る取 扱 い の 法制 化 等 を計 る必 要 が あ る。

2.4.9今 後 の 方 向

日本 に お け る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 産 業 の 促 進 は,行 政 機 関 の 適 切 な 指 導 と

援 助 の も と に,半 導 体 メ ー カ,シ ス テ ム ハ ウ ス,ユ ー ザ の 三 者 が 一 体 と な り相
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互 協 力 に よ り発 展 させ てい かね ば な らな い。 と くにシ ステ ム開 発 を担 当 す るシ

ス テ ムハ ウス の技 術 開発 力お よび 業 界 体制 の強 化 が 必要 で あ る。 シ ス テ ムハ ウ

ス は企 業 と して の歴 史 も浅 く,資 金,人 材,営 業 力な どあ らゆ る面 で の経営 基

盤 が 弱い の で よ り一 層 の企 業努 力 に よ り,人 材 の育成 ・定着 化,技 術 力の蓄 積

に努 め,下 請 け 的存 在 か らぬ け 出 し独 自の活 動 を展 開 し,マ イク ロ コ ン ピ ュー

タ の尖 兵 とな って ほ しい。

シ ス テ ムハ ウス の 育成 には 方 向付 け を は っ き りさせ るこ とが大 切 で あ る。 同

じ よ うな シ ス テ ムハ ウス を 多 く育 成 し て も,将 来 シ ステ ムハ ウス 間 で の企 業競

争 を は げ し くす る こ とに な り,よ り一 層 秘 密保 持 の方 向 に も どる こ と にな るの

で,各 シ ス テ ムハ ウス は そ の特 徴 を 出 し方 向 性 を は っき りさせ るこ とが 大切 で

あ る。 ユ ー ザ に と って も利用 し易 くな る。

ユ ー ザ と しては 当面,シ ス テ ムハ ウス の現 状 を よ く認識 し,無 理 な 仕様 の要

求,頻 繁 な仕 様 変 更,無 理 な納 期 の 要 求は ひか え,ま たあ る程 度 の資 金 援 助 な

り機 材 の 支 給 等 を覚 悟 せ ね ば な らな い と思 う。

角
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総 合的 問題 一システ ムハ ウスの立場か ら一

は じめ に

高 度成 長か ら低 成 長へ と激 し く揺 れ 動 く内外 の 経 済情 勢 下 に あ って,我 が 国

は重 イヒ学工 業 を 主体 と した産 業構 造 を,知 識 集 約産 業 を 中心 に置 く新 しい 産業

社 会 ヘー 早 く転 換 移 行 させ る必然 性 が強 く指摘 され,情 報 化,シ ス テ ム化 を進

め た 高加 工 度 製 品の 開発 に専 念す る研 究 開発 型 技 術集 約 企業 とみ られ るシス テ

ムハ ウス の役 割 が 俄 然 注 目 され る と ころ とな った。

昨年 の7月,特 定機 械 情 報 産業 振 興 臨 時措 置 法(機 情 法)が 施 行 され,ハ ー

ドウ ェア偏 重 を脱 却 し,ソ フ トウェ アの重 要 性 を再 認 識 したシ ス テ ム思 考へ の

転換 を図 る とい う新 しい情 報産 業 政 策 を展 開 す る基 本 とな る法律 で あ る とされ

て い る。

機 情 法 を バ ンク ボ ー ンに して,今 後 我 が国 の産 業 構 造,ひ い て は国 民 生活 の

様 相 が 大 き く変 貌 を遂 げ る こ とは 必定 で あ り,従 来 コ ン ピ ュ一 夕 ソゼ ー シ ョン

の恩 恵 に浴 す こ との なか った業 界 や業 種 に対 し,シ ステ ムハ ウ ス は小廻 りの き

く企 業 ス ケ ール に よって大 い に機動 性 を発揮 しテク ノ ・ジ トラ ンス フ ァの有効

な媒 体 とな って,知 識 集約 化 の 上 で益 々大 き な役 割 を担 う もの と思 われ る。

本項 では シス テ ムハ ウス を 中心 に マ イ ク ロ コ ンピ ュータ産業 に於 け る 問題 点

を概 括 す る。

る.1シ ズテ ム ハ ウ スの 現 況

5.1.1役 割

シス テ ムハ ウス の定 義 を規 定 す る こ とは,今 の とこ ろシ ス テ ムハ ウス の企業

形 態そ の ものが 流動 的 で ありはな はだ 難 し く,こ れ に就い ては1.2で 述 べ た 通

りで あ り,そ の 理 由 と して下記 の5点 が あ げ られ る。

シ ステ ム ハ ウス の定 義 が難 しい 理 由
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(1)コ ン ピ ュー タ 先進 国 であ る米 国 に 日本 的 産業 構造 の 中 で発生 した我 が 国 の

シ ス テ ムハ ウス に類似 す る ものが 少 な い。

② 企 業 の組織 や業 務 上 の形 態 が 多種 多 様 で あ り,仕 事 の内 容や 指向す る と こ

ろ が千 差 万 別 で しか も流 動 的 に変 化 して い る。

(3)企 業 と して多 面 性 を備 え てお り,既 成 企 業 と業 務 内容 が オ ーバ ラ ップす る

面 が あ る。

(4)分 極,特 化 傾 向 が顕 著 であ り,シ ス テ ムハ ウ ス業 全体 の実 体 が 固定 され て

い な い。

個 新規 参 人 組 み が継 続 して お り,シ ス テ ムハ ウス業 界 が ボ トムオ ー プ ン的 階

層 にな りシ ス テ ムハ ウスの イ メ ー ジ形 成 の 核 とな る ものが で き に くい。

マ イ ク ロ コ ン ビ ュタ産 業 の 中 で特 異 な企 業 活 動 を展 開す るシ ス テムハ ウ ス と

称 され る研究 開発 型 中小 企業 は 従業 員 数20～30人 の規 模 で約70社 程 あ り,

LSIチ ップ メ ー カ とユ ーザ の 間 にあ っ て マイ ク ロコン ピュー タの 普及,実 用

化 のた めの潤 滑 油的 な 役 目を果 た し,そ の持 て る技 術,情 報 を 集約 し,各 産 業

に分散,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ の応用 技 術,シ ス テ ム 化技術 の他 産 業 へ 転位 す

る実積 が 認 め られ る ところ とな った。 シ ス テ ムハ ウス とは何 か そ の定 義 は定 か

で は な い として も,マ イク ロコ ン ピ ュー タ の普 及 促 進 に果 た した シス テム ハ ウ

ス の実 績 は 高 く評 価 さ れ,今 日では シス テ ム ハ ウ スの 存在 意 義 に疑 問 を は さむ

余地 は ない とい え よ う。

ミニ コ ン ピュー タ 時代 に発 生 した初 期 の シ ス テ ムハ ウスは,ミ ニ コ ンメイ ン

フ レーマ あ るい は ミニ コ ンOEMメ ー カ との 関係 か らみ た 場合,両 者 の下 請 け

的 な存 在 で あ り,言 お ば,陰 の存 在 で服 従 的な 役 割 で しか なか った。

マ イ ク ロ コ ン ピュー タの 登場 は こ の様 な 関 係 を一 変 させ,シ ス.テムハ ゥス に

対 し,ま た とな い主 体 性 の あ る事 業 機 会 を もた ら した 結果,多 様 化,高 度 化 が

進 む社 会 の要請 にマ ッチ し てシ ス テ ムハ ウ ス の活 躍 の場 は ミニ コ ン時代 には 比

べ もの に な らな い程 広 範 囲な もの にな って きて お り,今 後 も多 くの シ ス テ ムハ

ウ スが新 規 参 入 す る もの と予 測 され る。
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確 か にシ ス テ ムハ ウス は マ イク ・コ ン ピュー タ産 業 に於 い て一 本 の支柱 とは

な って い る も のの ・個 々 のシ ス テ ム ハ ウスは 社 会的 要 請 の 大 き さ
,そ の 役 割

や 責 任 の重 要 性 に真 正 面 か ら応 え るには 卒 直 にい って 未 だ 弱体 であ り,今 後 の

強化 育成 が また れ る とこ ろで あ る。

個 々の シ ス テ ムハ ウス の 強 化 もさ る こ とな が らシス テ ムハ ウス 業 界 の早期 確

立 によ って シ ス テ ムハ ウス は名 実 と もにマ イ ク ロコ ン ピ ュータ業 界 の 支柱 に な

り,産 業 界全 体 に亘 っ て知 識 集 約 を 推進 す る尖 兵 とな ろ う。

5.1.2位 置 づ け

現在,我 が 国 の産 業構 造 は,個 々の業 界 を代表 す る 大手 企 業 を 頂 点 に子 会 社 ,

孫会 社,傍 系 会社,関 連 会 社,下 請 け会 社 とい うよ うに,多 くの 企業 が いお ゆ

る トソプ ダ ゥ ン式 の縦 割 りの トリー 構造 で繋が って お り,下 部 構造 にい くに従

って付 加 価 値 生産 性 が 落 ち,ス ケ ール メ リッ トが享 受 で きな い労 働 集 約 的 な形

態 が普 通 で あ る とい え る。

大 多 数 の シス テ ムハ ウス は,大 手 企業 との資本 的 な 繋 りや ,生 産 上 の あ る部

分,例 え ば 板金,塗 装,組 立,配 線 な どの恒 常的 な下 請 け業 務 を 受持 つ とい う

役 割 は帯 びて お らず ・ その 意 味 で は 自由性 の高 い企業 で あ り ,必 ず し もシステ

ム ハ ウ スは 縦 割 構 造 の な か に 位 置 づ け る こ とが で きない 面 が 多 々 あ る新 し

い 意 義 を もった企 業 群 とな ってい る。

強 い てい うな らば シ ス テ ム ハ ウ スは,産 業 構 造 の 横 割 上 に 位置 づ け て こそ

その存 在 意 義 を主 張 す る こ とが で き,イ ンタ ーイ ンダ ス ト リの 視野 に立 って活

動 す る ことが シ ス テ ムハ ウス に とって 望 ま しい姿 では な か ろ うか。

5.1.5マ イ ク ロ コン ピュ ー タ市場 の構 造

マイ ク ロコ ン ピュー タは ,機 能 的 には ミニ コ ン ピュー タ の下 位機 種 をカ バ ー

す る まで に発 展 し,そ の 経 済 性 を主 な理 由 と して,機 能 的 には 近似 であ る両 者

を,市 場 構 造 の 面か ら考 察 す ると 大 きな相 異 が あ る こ と に気 が 付 く。
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① ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ の 市 場 の 構 造

半導体,部 品 メーカ

図2-5の よ うに,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ の 市 場 構

造は工 二 業の典型であ・,部 品,材 料,◎

製 品 の 流 れ とそ れ に 関 与 す る業 者 力い くタ テ"'の 流 ミニ コ ン メ ー カ_.{

∵ ∵ ∵ 一_の 構造 ■ 」i
マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ は コ ン ピ ュ ー タ の 機 能OEM,シ ス テ ム ハ ウ ス:

蕊:;∵ ∴ 三 ㍑ 。票 サ]
に よ っ て,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ・の メ イ ン フ レ ー

マ ば か りで な く,あ ら@る 業 種 に 対 し等 し く ,コ 図2--5ミ ニ コ ン ピ ュ 一 夕

ン ピ ュ ー タ 応 用 製 品 の 製 造 を 可 能 に した こ と に よ の 市 場 構 造

っ て 図2-6の よ うなLSIメ ー カ を 中 心 に 置 く

同 心 円 状 あ る い は リ ン グ状 の 市 場 構 造 に な っ て い る。 こ の 中 で シ ス テ ム ハ ウ ス

は あ ら ゆ るOEMメ ー カ との 業 務 」二の 結 合 が 考 え ら れ,マ イ ク ・ コ ン ピ ュー タ

産 業 でLSIメ ー カ とOEMメ ー カ の 橋 渡 し 的 な 存 在 とい わ れ る 理 由 が そ こ に

あ る。
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図2-6マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 市 場 構 造

5.1.4シ ス テ ム ハ ウ ス に マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ が 与 え た イ ン パ ク ト

先 ず あ げ ら れ る こ とは,LSI技 術 の 発 展 に よ っ て マ イ ク ロ プ ロセ ッサ
,メ

モ リ,そ の 他 の 周 辺LSIチ ッ プ が ロー コス トで入 手 で き る よ うに な
っ た こ と

で,シ ス テ ム ハ ウ ス の よ うな 小 さ な 企 業 で も 資 金 的 負 担 を 蒙 る こ と な く
,技 術

さ え あ れ ば 自 社 ブ ラ ン ドに よ る マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 応 用 製 品 を 開 発 し,販 売

す る こ と が で き る よ うに な っ た こ とで あ る 。
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マ イ ク ロコ ン ピュー タの 応 用は ソフ トウ ェア,ハ ー ドウ ェ アの 両面 に互 っ て

高 度 の 専 門 的技 術 を身 につ け た エ ン ジニ アを 必要 とす るた め,企 業 規 模 の大 小

よ り も技術 力 の優 劣 に よっ て企業 力が 評 価 され る こ とにな り,大 企業 優 先 の従

来 的 価 値 観 を覆 え した こ と も指 摘 で き,技 術 の優 秀 な シ ス テ ムハ ウスは 企業 規

模 に捉 らわ れず 高 質 のエ ンジ ニ アを集 め るこ とを容 易 に してお り,こ の結果,

従 来 は 大 企業 に集 中 しが ちだ った トップ レベル の技 術 も,シ ス テムハ ウス は維

持 す る こ とが で き,小 さい な が ら もLSIメ ーカ とOEMメ ー カの仲 立 ち とな

って マ イ ク ロ コン ピ ュー タ応 用製 品の 実 用化 に大 きな 戦 力 とな ってい る こ とは

否 定 で きない こ とで あ る。

5.1.5シ ス テ ム ハ ウス の特 化 技 術 の確 立

LSI技 術 の進 歩 は 目醒 し く,技 術 革 新の最 先端 を行 くもの であ る とい え,

他 の技 術 で の影 響 も量 り知 れ な い ものが あ る。

LSI技 術 の進 歩 をバ ック ボ ー ンと して生 まれ る製 品 は高 度 化,多 様 化 が 急

で あ り,LSI応 用 製 品 の 開発 に必要 とされ るあ らゆ る技術 を修 得 し,常 に第

一 線 級 の技術 レベ ル を小 規 模 な シ ス テ ム ハ ウ スが維 持 す る こ とは並 大低 な こ と

では な い。 しか も現在、 新 製 品 の市場 で の ラ イ フは,競 争 の激 化 に よっ て益 々

短 縮 さ れ る傾 向 に あ り,一 時 第一 線 級 の技 術 を誇 持 した と して も,そ れ が長期

間 に互 り,他 に対 して優 位 に立 て る とい う保 証 は一 切 ない。

マ イ ク ロコ ン ピュータ の応 用 製 品 の構 成 部品 が ほ とん どLSIの 場合 は,他

メ 「 カ との 製 品 とハー ドウェ ア上 極 め て 類似 性 が 強 い もの に流 れ 易 く,必 然 的

に ソフ トウ ェ アに よって製 品 の特 異 性 を打 ち 出す 必要 にせ ま られ るこ と にな る。

現 時 点 で は ソ フ トウェ アの生 産 性 は ハ ー ドウェ アに 較べ て著 し く劣 っ てい るに

も拘 わ らず,製 品 コス トの 大半 を 占め る もの であ り,ソ フ トウ ェ ア開 発 力 こそ

シ ス テ ムハ ウス の特 化技 術 の柱 にな るべ き もの で ある 。この意味でシステムハ ウ

ろは一面 ソフ トウェアハウス的な性格が強 く滲みで るものであるが,ハ ー ドウェアの設 計

技術,生 産技術,シ ステム化技術,保 守 ・サ ービス技術な どシステムハウスとして特化 し

なければな らない技術は多岐に亘り,小 人数のシステムハウスが 日進月歩発展す るマイク
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◆

ロコンピュータの応用技術ばか りでな く,計 測,制 御,通 信技術をマス ターしたエンジ

ニアマーケットリサーチャーなどの専門家を全べて擁 して,あ らゆる分野 に進 出す る こ

とは 所 詮不 可 能 で あ り,ま ず特 定 の分 野 に専 念 せ ざ るを得 ない こ と にな るはず

で あ り,シ ス テ ムハ ウス は 特定 の 分野 に於 け る 専業 シ ステ ムハ ウス と し て 自社

の技 術 を特 化 しな けれ ば な らな い こ とは 言 うま で もない。

産業 の発 展 は 古 い 技術,技 能 を切 り捨 て て行 く。 シ ステ ムハ ウ ス が知 識 集約

産 業 の フ ロン テ ィア と して そ の地位 を保 ち,よ り一 層 の活躍 が期 待 で き るか ど

うか は,一 に も二 に もシ ス テ ムハ ウス の特 質 を裏付 け る特 化技 術 を 身 に備 え,

新 しい市 場 情 報 を融 合 させ,ニ ュー ビジネ ス を創 造 し得 るか否 か に懸 って い る。

事業 機 会 を 自 ら掘 り起 こ し,産 業 社 会 で主 体 性 の あ る貢 献 が で き なけれ ば,

い つ まで も便 利 屋,助 っ人産 業 に甘 ん じな け れ ば な らず,淘 汰 され る運命 を待

つ こ とにな ろ う。

3.1.6シ ステ ムハ ウス の 現状

物 事 の発展 の過 程 には種 々の段 階 が あ り,シ ス テ ム ハ ウス の発展 の過 程 に も

それ が い え る。 ミニ コン ミ ュ一 夕の イ ンタ フェ ー ス の 設計,製 作,ア プ リケ ー

シ ョ ンプ ログ ラ ム の 開発 か らス タ ー トした シ ス テ ムハ ウ ス業 もLSI技 術 の発

達 に よ って 実現 した マ イ ク ロコ ン ピュータ 時 代 の幕 開 きに よ り,自 社 ブ ラ ン ド

によ る コ ン ピ ュー タ シ ス テ ムの製 造,販 売 を手 が け,大 か れ 少な か れ メ ー カ色

を濃 く打 ち 出す よ うに な った こ とは 特筆 され る。

大 手 企業 とは 違 っ てベ ンチ ャー ビジ ネス と しての 性 格 が 強い シス テ ムハ ウス

は,マ イ ク ロ コ ン ピ ュータ の応 用技 術 を シー ドに し て,市 場 の ニー ドに迅 速 に

対 応す る こ とを 主 旨 に,大 資本 の 進 出を 回避 す る先 手 必勝 の市 場 戦略 と大 資 本

が 採算 上 メ リ ッ トを み い だす こ とが で き に くい分 野 で ア ドバ ンテ ー ジ を と る以

外 に,シ ス テム ハ ウス の 目指 す 方 向は な い とい った ら極 論 にな るで あ ろ うか 。

確 か に今 日シ ス テ ムハ ウ スは夫 だ歴 史 が 浅 く,経 営 基 盤 は薄 く,製 品生 産 に

必 要 な 資金,設 備,労 働 力 や販 売 ネ ッ トワ ー クな どに 限 界が あ り,量 産 品 の 生
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産能 力,販 売 力 に欠 け るた め,大 企業 が扱 うよ うな量 産 品 の生 産 は い くら メ ー

カへ の道 を 進む シ ステ ムハ ウス とい え ど も手 を つ け るわ け に は いか な い。 シ ス

テ ムハ ウスの手 掛 け る量 産 品 は,量 産 品 とい って も,そ の 数 はせいぜい月産50

台 とかioO台 のオーダで,し か も外 注 依 存 度 が高 い。 大 企 業 の よ うな コス トダウ

ン本 位 の生 産体 制 を 敷 けず,一 品料 理 的 な特 注 品 の生 産 に専 念 させ るを 得 ない

システ ムハ ウスが大 勢 を 占め て い るの が 現 状 で あ る。

システムハウスの 目指す理 想 と現実の乖離を取 り除 き,現 実を理想 にいか に近 づけ る

か これはシステムハ ウス一社 一 社 の課 題 としては余 りにも重すぎるものであ る。

5.1.7シ ステ ムハ ウ スの 目指す 方 向 と業 界の確 立

現 在 シ ス テ ムハ ウ スは 内部 要 因,外 部 要 因 に よって様 々な 分極 化 傾 向が起 っ

て い る こ とは,2.1.'2項 で 述 べ た が,そ の なか で も顕 著 と思わ れ る もの として,

自社 開 発 商 品を 自社 ブ ラ ン ドで 市場 に だ し,あ た か もメ ー カ 的企 業 活動 を展 開

す る① メ ーカ指 向 グル ー プ とOEMメ ー カ あ るいは エ ン ドユ ー ザ の注 文 に応 じ

て製 品 の 開発 を行 な う② ユ ー ザ 指 向 グル ー プ の2つ に分 け られ る。

① の場 合 は,既 存 の他 メ ー カ(大 手)と の 競合 が避 け られ な くな るお それ が

あ り,あ らゆ る面 で 企業 力が未 だ 強化 され て いな い シス テ ムハ ウス は苦 杯 を喫

す る もの と思 わ れ,淘 汰 され る こ とが予 測 され る。 メー カ 指 向 の ソス テ ムハ ウ

ス に と って大 手 企業 と競 合 を うま く回避 し独 自の市 場 を 創 れ るか ど うか,創 れ

た と して も次 の フ ォ ローを ど うす る か 最 もシ リアスな 問題 で はな か ろ うか 。

② の場 合,同 業 グル ー プ との競 合 は あ るにせ よ,大 手 資本 の脅威 を感 ず る競

合 は始 めか らな いが,力 関係 か らい っ てユ ー ザ の支 配 に半系 列 的 な一 業 社 と し

て お さ まっ て,ベ ンチ ャー ビジ ネ ス と しての バ イ タ リテ ィー を放棄 す るこ と に

もな り,シ ス テムハ ウ ス とい うよ りはユ ーザ の完全 な下 請 け企 業 にな るお それ

な し とは い えない 。

そ うしたな か で,シ ス テ ム ハ ウ ス と して 企業 経 営 の安 全 係 数 が高 く,シ ス テ

ムハ ウス と して本 来 的 な 活動 を よ り充実 で き,し か も後 割 が 高 く評 価 される
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第 ③ の 方法 と図2-7の よ うな,ユ ーザ とタイ ア ップ し一 体 とな っ てベ ンチ ャ

ー ビジネ ス 的活 動 を展 開す る グル ー ブが今 後 の シス テ ムハ ウス の主 流 となっ て

い くもの と予 測 す るむ きが 多 い。

これ は,シ ス テ ムハ ウス助 動 詞 論 と もい え,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ産 業 の 主

柱 で あ るLSIメ ー カを主 語 に,OEMを 動 詞,エ ン ドユ ー ザ を述 語 に準 えれ

ば,シ ス テ ムハ ウ スはLSIメ ー カ とOEMメ ーカ の 中 に入 っ て文 字 通 りOEM

をサ ポ ー トす る助 動 詞 的 な働 きをす る。'

助 動 詞 は な く と も,主 語+動 詞+述 語 だけ が その 言 わん とす る意 味 は 通ず る

が,助 動詞 が 入 れ ば動 詞 の 意味 を拡 大 し,セ ンテ ンス 全体 の意 味 を一 層 拡 げ,

明瞭 にす る。 言 い換 えれ ば マ イ ク ロコ ン ピュータ産 業 とい うセ ンテ ンス はLSI

メー カ とい う主語 とOEMメ ー カ とい う動 詞,エ ン ドユ ー ザ とい う述 語 だ け の

構成 では期 待す る普 及,発 展(意 味 の拡 大 と明瞭 化)が ま まな らず,シ ス テ ム

ハ ウス が参 画す る ことでOEMメ ー カ を支援 し,マ イ ク ロ コ ン ピ ュータ 産業 全

体 の 発展 を促進,そ の輪 を 拡 げ る こ とに波及 的貢献 が 期待 で きる との 喩 え で あ

る,

シ ス テ ムハ ウス助 動 詞 論 は ま さ し く③ の方 向 が シス テム ハ ウ ス として本 義 的

な指 向 では なか ろ うか とい うこ とを示 唆 す るもの であ ろ う。

シ ス テ ムハ ウ スが助 動 詞 で あ る として,助 動 詞 にはCan,May,Must ,

Will,Shallな ど種 々あ り,こ れ は個 々の シス テ ムハ ウス は独 自の ジャ ン

ル を確 立 して特 化す べ きで あ り,ど こ もか しこ も似 た り寄 った りであ っ ては な

らず,多 種多 様 な専 門 分 野 を 包 含す る集合 体 と しての シ ステ ムハ ウス 業界 そ の

もの がマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ産 業 界 に於 け る助 動詞 であ る べ きで あ る と理 解 し

たい 。

個 々の シス テ ム ハ ウス がCan型,May型,Must型,Will型 あ るいはSh-

a11型 の いず れの型 と して特 化 しよ うと もシ ス テ ムハ ウス の 活 動 が助 動 詞 的 役

割 を 中 枢 と す る 限 り,現 状 では 不 明 な シス テ ムハ ウス の定 義 もお の ず と定 ま

っ て くる とい うもの であ る。
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メ ーカ 指向 す る も,ユ ーザ 指 向す る も よ し,そ れ は個 々の シ ス テ ム ハ ウス の

本 来 的 な役 割 か ち 外 れ て し ま っ た と き,あ え て シス テ ムハ ウス と称 され た 企

業 で も,シ ステ ムハ ウ スの看 板 を降 す こ とが 当然 にな る よ うな業 界規 範 の早 期

確 立 も業 界 モ ラル の向 上 と結 束 の 強化 の うえ で 是非 と も急が ね ぽ な らな い事 柄

で あ る。

業 界基 盤 が浅 く,シ ス テ ムハ ウ スー 社 の不 評 が,シ ス テ ムハ ウ ス業 界 全 体 で

の誤 解 を招 くこ とにな らな い よ う,業 界基 盤確 立 の気 構 え と,そ れ に立脚 した

責 任 あ る 企業展 開 が シス テ ムハ ウス一 社一 社 に要 請 され る所 以 で あ る。

現 代 は不 確 実 性 時代 で あ る と言 おれ る通 り,シ ステ ム ハ ウス が置 か れた環 境

も不 確 実 であ る こ とは 確か で あ る が,シ ス テ ムハ ウス一 社一 社 が 自ずか らの変

革 と適 切 な対応 を怠 らず危 機 を 回避 し,バ イ タ リテ ィー を発揮 し事 業 機会 を 開

発 す れば,シ ス テ ムハ ウス の 明 日は約 束 さ れ よ う。

3.2シ ス テ ム ハ ウ ス が 抱 え る 問 題

は じめ に

シ ス テ ム ハ ウ ス が 拘 え る 問 題 は 多 い が,こ こ で は シ ス テ ムハ ウ ス 企 業 経 営 面

か ら い わ@る5M(Man,Money,Management,Machine,Materia1)

に 分 け て 拾い だ し て み る と次 の と お りで あ る。

5.2.1人(Man)の 問題

(1)創 業 者

シ ス テ ムハ ウス の 創業 者(必 ず し もオ ー ナで は な い)に つ い て ほぼ 共通 し

て い え る こ とは,あ る企 業 で 数 年 間,研 究,開 発,設 計 部門 な ど でシ ス テム

エ ンジ ニ ア と して 実務経 験 を積 み,業 界 に於 い て もあ る程 度 知 名 度 を つ け た

の ち,ス ピンオ フ した 形 で 独立 した人 達 が 多 い。

独 立 した時 の 年令 は30代 が大 半 を 占め て い るこ とは,そ の 辺 の と ころ と
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関係 が ない とは い えな い。

最 近 は会 社 の行 き詰 ま りや,倒 産 な ど会 社 の閉鎖 と同時 に,他 に再 就 職 す

る とい うか わ りに同 僚 と前 の会 社 の技 術,ユ ーザ を 引 き継 ぐ形 で 独立 す るパ

タ,一ンが 多 くな って い る。

い ず れ に せ よ,シ ス テムハ ウス の創業 者 は そ の 業務 の 性格 か ら コ ンピ ュー

タ関 係 の技 術 者 が大 多 数 であ り,事 務系 出 身 の創業 者 は 皆無 に等 し く,シ ス

テムハ ウス の創業 時は 悪 くい えば,"武 家 の商 法"的 な経 営 に流 れ が ちで あ

る。

② 共 同経 営者

す くな くと も,企 業 として 独立 す る場合 は,創 業 者 は 単 数 で は な く・数

人 の グル ー プで構 成 され るの が普 通 で あ る。 か つ ての 職場 で知 りあっ た数 名

の 同 志,学 生 時 代 の ク ラス メ ー ト,取 引先 の 知 人 な どが 同志 的 に結 束 して,

共 同 経 営者 と して名 を連 ね てい る。

新規 参 入 す る シ ス テ ムハ ウス が多 い とい うこ とは,エ ンジ ニ アの流 動 性 が

そ れ だけ 高 くな る とい うこ と で,技 術 の拡 散 に よ る 良い半 面 もあ るが,シ ス

テム ハ ウス か ら細胞 分裂 の形 でス ピ二 才 フ し新規 参 入す る新参 シ ス テム ハ ウ

ス に よ って業 界 モ ラル の低 下,新 た な過 当競 争 の要因 とな っ てい る。

(3)従 業員

シ ス テム ハ ウス の 創業 当初 の従 業 員構 成 は,現 業 部 隊 として 直接金 の稼 げ

る技 術 面 一 色 にな りが ち で,総 務,営 業,資 材,経 理 な どい わ ゆ る間接 部 門

の スペ シ ャ リス トの 参 加は 少 ない。 これ は採 算 上 の問 題 に加 え て,創 業 者 や

共 同 経 営者 が技 術 畑 出 身で あ る こ と に よる,交 際 範 囲 の狭 さに も一 因が あ る。

間 接 部 門 の ス ペ シ ャ リス トを擁 しな い とい うこ とで,社 長 や共 同経営 者 と

して の特 定 の役 員 が それぞれ を 兼務 す る こ とが 多 く,見 か け上 ワン マ ン経 営

にな って くる。

それ は さて置 くと して も,技 術 者偏 重 の メ ンバ ー 構成 にな って い るた め,

以後 の企業 と して の バ ランス の とれた組 織 化 を してい く上 で,体 裁 上 の ア ン
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バ ランスが 常 につ きま と うこ とにな りがち で あ る。

創業 者,共 同経 営 者 を 含 め て,シ ス テ ムハ ウス には,管 理 職 型 エ ン ジニ ア,

高 級 エ ンジ ニ アがは せ参 じる結 果,現 業部 門で の 生産 に必 要な技 能 職 が不足

また は皆 無 で あ り,い きおい,生 産 的 業務 は 外 注 に頼 る結果 とな っ て,生 産

技 術 士 の ワー グマ ンシ ップが な か な か育 ち に くい。

シ ス テ ムハ ウス の成長 の プ ロセス は,頭 が 先 にで き,手 足 とな る部門 が 後

か ら付 け足 され てい くが,創 業 時 の人 的 構成 が どち らか とい え ば"頭 で っか

ち"と な って い るた め,バ ラ ンス の とれた 企業 形 態 にな る迄,い たず ら とも

思え るよ うなか な り長い 時間を 必要 とす る。

(4)人 材 の結 束

"企 業 は 人 な り"と い われ る よ うに
,シ ス テ ムハ ウス が 自他 共 に許 す技術

カ ンパ ニー と して縦横 に活 躍す るた め には,ま ず優 秀 な エ ンジ ニ ア リング ・

スタ ッフと マネ ー ジ ャ層 が トップを 中心 にガ ッチ リとス ク ラ ムを 組 んで企業

経 営 に当 らね ば な らな い こ とは 言 う迄 もな い が,シ ス テ ムハ ウス が 若 い企業

で あるた め,同 年 代 層 に よ る判 断,決 定 が一 方 向 での み 傾斜,技 術 偏重 主 義,

実 力重 点 主義,企 業 組 織 上 の 人的 構成 の アンバ ラ ンス や,ト ップ と現業 との

考 え方 の相 異,試 練 を乗 り越 えた経験 の不 足 な どに よっ て,平 時 には 固い結

束 を誘 った ス ク ラ ムが,一 朝事 あ る と このス ク ラ ムが簡 単 に崩れ る こと も多

い と聞 く。

シ ステ ムハ ウス の人 材 の定 着 性 の悪 さは ,従 業 員 の実 力主 義 を背 景 と した

一 匹 狼 的な行 動 も さる こ とな が ら
,以 上 あ げ た事柄 に もそ の一 因 が あ りそ う

だ。

一 般 にシ ス テ ムハ ウス の ス ピンオ フ した グル ー プは 新 た な シス テ ムハ ウス

を設 立 し,新 規 参 入 す る こ とに よっ て,新 た な過 当競 争 の火 種 を 撒 くこ とに

な り,業 界モ ラル の低 下 に も繋 が る要 因 と もな ってい る ことは 先 に も述 べ た

通 りで あ り,研 究 開発 型 技術 集 約企 業 を 目指 す シス テ ムハ ウス こそ人 材 の結

束 が最 も重要 な課 題 の一 つ と して 指摘 した い。
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.3.2.2金(Money)の 問 題

山 資 本 金 と株 主構 成

創業 時 の払 い込 み 資 本 金 は500～1,000万 円程 度 が大 半 で,株 主は 創業

者,共 同経 営 者 と その知 人 と同志 的結 束 の 強 化 上従業 員 の 資本 参 加 が あ るが,

特 定 の法 人 が 株主 と して創業 時 に 入 る こ とは一般 のシ ス テ ムハ ウス には例 が

少 な く,創 業 者 との特 定 の 関係 の あ る株 主 の 出資 比率 が高 く同族 会 社 で あ る

ところ が 多い。

米 国 にみ られ る よ うな ベ ンチ ャー キ ャピタ ルな どの投 資 育成 金 融機 関 か ら

の資本 投 下 を仰 い でシ ス テ ムハ ウス が創 設 され るよ うな例 は我 が 国 には 皆無

であ る。

資 本 金 即 運転 資 金 的 な 性格 が強 く,企 業 規 模 の 割 には 資 本 金 の大 きな と こ

ろが 目につ く。

(2)増 資

多 くのシ ス テ ムハ ウス は 創 立 か ら2年 位 で 増 資 を 行 っ て い る と こ ろ が多

いo

この理 由 と してあ げ られ る こ とは,シ ス テムハ ウス の 株主 構 成 が 身 内 であ

る とい うこ と もあ って,配 当,役 員 賞与 な ど本 来 な らぽ,外 部 に流 出す る資

金 を,株 主 配 当 とい う形 を とっ て増 資 し内部 留 保 を厚 くす る策 が とられ てい

る もの とい え る。

加 え て創 立 か ら2年 位 で特 定 の取 引先 と業 務 上 密接 な 関係 が で き,経 営 基

盤 の安定 を狙 う意 図 で特 定 法 人 か らの資 本参 加 を得 てい る とこ ろ も少 な くな

いo

① 自己資本

設立 ま もな い 多 くの シ ス テ ムハ ウスは,一 般 公募 に よる不特 定の 第三 者

か ら資本 を 入 れ るケー ス は 稀 で あ り,第 三 者 資 本 が 少な い こ とか らい って

自 己資 本 比 率 は 高 い とい え るが,業 務 遂行 上 必 要 とす る資 金 の 絶 対 必要 量

に 占め る 自己資金 は 低 く,い きお い,各 種 の金 融 機 関か らの借入れに頼 って
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資 金 を まか な っ てお り,金 融 コス トは か な りきつ い もの とな って い る。

② 内 部留保

業 歴 の浅 い シス テ ムハ ウスは そ の信 用 度 も低 く評 価 され が ち であ り,外

部か らの 資金 調 達 が容 易 で ない こ とか ら,内 部 留保 を厚 くす る経 営 が 必 須

とな るが,諸 般 の事 情 か らそ れ も ま まな らず,シ ス テ ムハ ウス の経 営 は 厳

しい 条 件下 に置 か れ て い る。

売 上 高 に 占め る原 材 料 費+外 注加 工 費 は70～80%近 くにな る こ と も

稀 では な く,運 転 資金 を確 保 し,し か も利 益 を上 げ 内部 留保 を厚 くして,

本 来 の 自己 資本経 営 にの っ て悠 々た る経 営 が で き るな ど とい うこ とは,現

在 の シス テ ムハ ウス に とっ て夢 物 語 で あ る。

金 融機 関か らの融 資 限度 枠 が会 社 の成 長性 よ り も,オ ー ナの個 人 的 な資

産 に よっ て決 め られ て しま う情勢 下 では,シ ス テ ムハ ウ ス がベ ンチ ャー ビ

ジネ ス と して大 き く成 長 す る可 能 性 は 極 め て薄 い といわ ざるを得 な い。

,

5・2・3経 営(Management)の 問題

(1)企 業 目的(理 念)

1.2の シ ス テ ムハ ウス の現 状 と問題 点 で述 べ た通 り,現 在,我 が 国 には様

様 な 形 態 を も つ大 小約100～300社 の シ ステ ムハ ウスが あ ると 言わ れ てお

り,そ れぞ れ の企業 目的 もまた 多様 な もの とな っ て い る。

マイ ク ロコ ン ピュー タ ・エ ー ジ の 扉は 我 々の手 で 開 き,知 識 集 約 化 の尖 兵

と して 自他 と も認 め る大 きな足 跡 を残 す と 自負 す る システ ムハ ウス の経 営者

は 多 い。 逆 にい えば,そ の よ うな 自負 心 と気 概 が あ れ ば こそ,経 営環 境 の厳

しい 中 で,全 て の リス ク を背 負 っ て将 来 に夢 を託 す な どで きる もの で は な い。

各 々 のシ ス テ ムハ ウス が 指向 す る と こ ろは,そ れ な りの成 算 が あ って の こ

とであ る と思 われ るが,そ れ を 裏付 け るた め に,他 に一歩 先 ん じた技 術 を修

得 し研 究 開 発型 技術 集 約企 業 とし て大 成 す る とい う野心 は どこの シ ス テ ムハ

ウス に も変 りない もの で あ る。
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② シ ス テ ムハ ウス の経 営 戦 略

シ ス テ ムハ ウス は業 務 の性 格 か らい って,多 かれ 少 な かれ:技 術 偏重 の き

らい が あ り,営 業 力の 不足 を技術 で カバ ーす る とい う考 え 方 に流 れ が ち であ

る。

マ イ ク ・コ ン ピ ュー タ 時 代 に即 応 した新 しい独 自のマ ーケ ッ トを 開拓 しよ

うとす るな らば〕 これか ら のシ ス テ ムハ ウスは,研 究 開発+マ ーケテ ィ ング

指 向型 企 業 体 質へ と転 換 を迫 られ よ う。

そ の た め に もマ ー ケ ッ ト リサ ー チ の専 門 家 と技術 戦略 ス タ ッフ と高 レベ ル

の 研 究 開発 ス ペシ ャ リス トの 育成 が 急務 であ る 。

シ ス テ ムハ ウス の本来 の姿 を失 わ ず,自 力本 願 型営 業 政 策 を展 開 し,独 自

の業 界 と して シ ろ テ ムハ ウス業 が位 置 づ け られ ね ば,下 請 け 的 シス テ ム開発

受 請 い業 か らの脱 皮 は 図 れ な い。

(3)成 長 性 を高 め る施策

シ ス テ ムハ ウス やベ ンチ ャ ー ビジ ネ ス の よ うな 特 殊 な技 術 をベ ー ス に企 業

展 開 を行 う企 業 の 成 長 性 を 高 め る三 本 柱 とな る施 策 は 以下 の 通 りであ ろ う。

① 研 究 開 発型 技 術 集 約 企業 に徹 した 体質 とす る。

(具 体 策)

・計 画 的研 修 制 度 を敷 き ,エ ンジ ニ アの リフ レシ ューを行 う。

・知 的 資 源 を フル に活 用 す る。

・研 究 開 発 型 ス ペ シ ャ リス トを ス カ ウ トす る。

・技 術 戦 略 ス タ ッフ を育 成 し ,開 発 体 制 を 充実 す る。

6ど の 分野 を 重 点 的 に狙 うか 目標 を定 め る。

⑳企業 の 職制 に と らわ れな い 戦略 的事 業 単 位 を設 定 し,効 果 的な 運用 を図

る。

② 戦 略 的 マ ー ケ テ ィ ングを 組織 化す る

(具 体策)

遠技 術 部 門 ラ営 業 部門 う 企 画 部 門 と ト ップの参 加 に よ る ト一夕 ル プ ・ジェ
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ク トチ ー ムに よるマ ー ケ テ ィン グと情 報 分析 を行 な う。

・外部 の専 門調 査 機 関 を活用 す る。

・マ ー ケ テ ィ ング情 報 を送 か に現業 部 門 に トラン ス フ ァーす る。

③ ユ ーザ サ ー ビス の 強化

(具 体 策)

・製 品 の信 頼 性 を向 上 す る。

・サ ポ ー ト体制 を強 化 しユ ーザ の業 務 へ積 極 的 に参 加 す る。

・ロー コス ト化 と納期 厳 守 を徹 底 す る。

・関 連事 務 処理 を合 理 化す る。

・信用 第 一 意識 は 全 社 員 に徹 底 す る。

5.2.4設 備(Machine)の 問題

メー カ 指向 す るシ ス テ ムハ ウス,OEMユ ーザ指 向 をす るシ ス テ ムハ ウ スの

いず れ を問わ ず,シ ス テ ムハ ウスは,ソ フ トウェアハ ウス とは違 っ て,マ イク

ロ コ ン ピュータ の応 用 シス テム の開発 のた め にか な りの生 産 設備 ,測 定や 検査

の ため の計 測機 器 類,コ ンピ ュー タな どの ソ フ トウェ ア開 発 ツー ルを 必 要 とす

る。

そ の よ うな 設備 を完 全 と までは 行 か ない に して も保 有 す る とい うこ とは,か

な りの 資金 の投 資 を必 要 と しシ ス テ ムハ ウス に とっ て は大 きな負 担 とな っ てい

る。

大 企業 にみ られ る よ うな,自 動 化,省 力化 を 徹底 させ た新 鋭 設 備 を フル装 備

した生 産 ライ ンが あ るわ け で な く,シ ス テ ムハ ウス が 製 品 を 自社 工場 で一貫 生

産す るこ とは稀 有 であ る。 そ こで製品 を構 成 す る要 素 とな る 部分 や作 業 の大 半

を外 注.し,製 品 の最 終 的 な調 整 や検 査 のみ を 自社 で 行 っ て い る と こ ろ が 圧倒

的 に 多い。 そ れ故 か 本来 量 産 品 とな るべ き製 品 も,多 か れ 少な か れ手 造 り的な

ス タ イル を抜 け 切 れ な い もの とな ってい るこ とは 否 め ない 。

シス テ ムハ ウス の 生産 設 備 の 限 界か ら,際 立 った 製 品特 性 を有 しな が ら,部
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品 や工 程 の標 準 化 ・共 通 化 を図 り,組 立 ての最 終 工 程 で製 品 にバ ラエ テ ィー を

つ け るい わ ゆ る プ ロダク ト ・ リダク シ ョン に よる生 産 方式 が とれ ない ため に コ

ス トダ ウ ンが で きず,価 格 的 に魅 力 に乏 しい もの とな り,市 場 性 の あ る商 品 に

結 び つけ られ な い こ とは,ま さに宝 の持 ち腐 れ で あ り残 念 な こ とで あ る。

シス テ ムハ ウス の 生産 設 備 に まつ わ る付帯的な問題 として次の5つ を あ げ て お

く。

(1)自 社 で購 入 で きる設備 には,資 本,工 場 ス ペ ー ス,生 産 量,技 能 工 の 不

足 な どか ら限 界 があ る。

② 設 備 が規 模的 に あ る程度 の ま とま った もの とな る例 え ば コン ピュー タ の

よ うな場 合,そ の 機 種 決定 が,政 治的にな りがちで,生 産 性 向上 を第 一 義 に

考 え るな ど とい うこ とが で きない 。

(3)生 産 性 向上 めた め に社 内で 間接 的 に あ るい は一 時的 にセ ッ トア ップ した

調整 用機 材,治 具 な ど の経 費 が全 て 自己負 担 とな るケ ー ス が 多い。(必 要

経 費 と して換金 扱 い で きな いか)

,④ 設 備 の陳 腐 化が 早 く・ 早期 償 却 が 必 要 で あ る。(税 制 面 で減 価 償却 上 の

耐用 年 数 に 関係 す る)

5.2.5資 材(Material)の 問題

シス テ ムハ ウ ス が購 入 す る資 材は,マ イ ク ロプ ロセ ッサ,ROM,RAMな

どのLSIデ バ イ ス を 中 心 に,あ らゆ る電気 部 品,機 構 部 品が 含 まれ る。特 注

品的 な製品 を 多 くこな す シ ス テ ムハウ ス は1量 産 品 の計 画 生 産,あ るい は 見 込

み 生 産 の ため に在 庫 を ス ト ック して生 産 にあ た る とい う方式 では な く,生 産 に

応 じて必要 な 資 料 を購 入 す る とい う方式 が と られ るた め,資 材 別 に よ る納 期 の

遅 延 が 直接 製 品 の納 期 を支 配 す る こ とにな る。 これを避 け るため納 期 の か か り

そ うな資材 を ス トックす る が これ が デ ッ ドス ト ック化 す るお それ が大 き い。

しか も特 注品 の性格 上,試 作 ・実験 的 な要 素 が 強 く,本 来 な らば不 必要 とな

るべ き,余 剰 の資 材 を購 入 す る こ とが 多 く,い つ の間 にか在 庫 が膨 れ上 が って
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し ま う傾向 が 強 く,技 術 革 新 の 速 い この業 界 で は ,旧 い 資材 は 無 価 値 とな るカ㍉

値下 りによって損 失が発生 し,棚 卸 し時において購入価 格を もって資産評価 し

て もな んの 意味 も もた ず,評 価 損 が必ず 発生 す る。

資材 面 で の 問題 を ま とめ る と,

(1)一 括 購 入 に よ る購 入価 格 の安定 化 と供 給量 と納期 の確 約

② 棚卸 資 産 の価 格変 動 の評 価

(3)過 剰在 庫 の 防止

(4)資 材 の ライ フサ イ クル の対策

最 後 にマ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ 関連業 界 が今 後 明確化 す べ き問 題点 を表2-5:

にま とめ て お く。

…

表2-5マ イク ロコンピュータ関連業 界が今後明確化 すべ き問題点1

チ ップ ・メ ー カ とシ

ス テ ム ハ ウ ス との 問

題

① デ バイ スの フ ァミ リー ●コ ンセ プ ト,設 計 思 想,

開 発計 画 の公 開

② サ ンプル 出荷 時期,量 産 出荷 時 期,価 格 な どの公

表

③ 指 向 す るマ ー ケ ッ ト,市 場 戦 略

④ 信 頼性 デー タ,各 種 技術 情 報 の公 開

⑤ サ ポ ー ト体制 上 の窓 口の専 任 化 と明確 化 お よび そ

の 充実

⑥ エ ン ド・ユ ーザ の 公 開

⑦ ア プ リケニ シ ョン上 の ノ ウハ ウ の開 示

⑧ 量 産 計 画 の有 無 と対 応 策

⑨ フ ィール ド ・テス ト ・デ ータ の公 開

⑩ 工業 所 有権,特 許 問題

⑪ ソ フ トウェアの 流通 第
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OEMと シ ス テム ハ

ウス との問題

チ ップ ・メ ー カ ど

OEMと の 問 題

①新製 品開発計画 とその分担

②量産契約 とその分担,契 約の問題

③工業所有権,特 許の帰属

④ リスク負担 に関す る取 り決め

⑤ 共同販 売体制の可能性

⑥機 密保持問題

⑦保守契約,有 償無償 の範囲の明確化

⑧価格設定 と支払い条件

① ユ ー ザ ー ・ニ ーズ の 先取 り情 報 の フ ィー ド ・バ ッ

ク

② シ ス テ ム ハ ウスが タ ッチす る場 合 の情 報 交 換

③ カ スタ ムLSIの 可 能 性 と具 体 化 プ ラ ン

④ ユ ーザ 教 育 の実施 方 法

⑤ シ ス テ ム開発 技 法 の導 入 の仕 方

5.5'マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 法 的 諸 問 題

は じめ に

マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ が 世 の中 に誕 生 した の は1971年 で あ り,そ れ 以来

わず か8年 足 らず の 間 に,急 速 な 技 術 的進 歩 と年 々飛 躍 的 な応 用分 野 の拡 大 が

行 われ て きた 。

と くに1977年 後 半 か らは,マ イ ク ロコ ン ピュー タ の機 能 を1個 のLSI

に した,い わ ゆ る1チ ップ マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タ の普及 に よ り,低 価 格 化,軽

量 化,高 機 能 化 が 図 られ,民 生,家 電,通 信,学 習,ホ ビー な ど新 しい 産業 分

野へ の応 用 が活 発 に な って きた 。

この よ うに,多 種 多様 な ニ ーズ に対 応 す る新 製 品 の 開発,普 及 に伴 な い,そ

の利用 範 囲は社 会 生 活 の多 方 面 に わた り,社 会 組 織 の すみ ず み に まで侵 透 して
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きた 。

これ らマ イ ク ・コ ン ピュー タ応 用 シ ス テ ム の開発 は,半 導体 メ ーカ,OEM

メ ーカ,お よび その橋 渡 し と しての シ ス テ ムハ ウスが 中心 とな っ て進 め られ て

きたが,こ の よ うにあ ま りに も短 い期 間 に 急激 な進 歩 と普 及 が繰 り返 され て き

た ため,他 業 種 にみ られ る よ うな商 慣 行 は 確 立 され ていな い。 また特 許 や 秘 密

保 持,安 全対 策等 の 面 で法 的 な責 任範 囲や 保 護の点 で も不 明確 な もの が 多 く,

ケ ー スバ イケ ー スで契 約,覚 書等 に よ って処 理 され て い る もの の,一 般 的 には

マ イ ク ・コ ン ピ ュー タ周 りの 開発,生 産 に た ず さわ る シス テ ムハ ウス に負 担 が

か け られ てい るのが 現状 であ る。

何 故 か と言 えば,シ ス テム ハ ウ スは マ イ ク ロコン ピ ュー タ産 業 の発 展 には 欠

かせ ない 存 在 で はあ るが,シ ス テ ムハ ウス 自体 ここ数 年 に急 速 に成 長 した もの

で あ り',や っ と企 業 と して成 り立 っ て きた と ころが 多 く,ま だ経 営規 模 も弱 体

で,し か も業 務 を請 け る立 場 に あ るた め で あ る。 しか しな が ら,マ イ ク ロコ ン

ピュータ 産業 の健 全 な発 展 に は,こ れ まで ソ フ トウェ アのノウハ ウおよびハー ド

ウ ェア の技 術 を 蓄積 して きた シ ス テ ムハ ウス の存在 が よ り重 要 にな って き た現

在,シ ス テ ムハ ウスが これ まで の経 験 で あげ られ る法 的 に関 す る諸 問題 を提 起

す る こ との 意義 は,大 きい もの と思わ れ る。 と くに,行 政 サイ ドで の検 討,指

導 強化 に期 待す る もの で あ る。

■

5.3.1マ イ ク ロコン ピュー タに 関す る権 利 お よび秘 密保 護 に関 す る問題

{1)マ イ ク ロコ ン ピュー タ に関 す る権 利

ハ ー ドウ ェ アに関 しては,現 行 の工 業所 有権 関 係法規 に よ る こ と にな る。

しか し,ソ フ トウ ェア に関 して は,マ イ ク ・コ ンピ ュー タ に限 らず業 界 全 体

の 問題 とし て,特 許法,著 作 権 法,債 権 法 等,現 行 法 では 所 有 に関 す る権 利

が不 明確 であ る。 と くにマ イ ク ロコ ン ピ ュー タ の場 合,ソ フ ト,ハ ー ドで は

っ き り区 別 で き ない部 分 が あ り,そ の 辺 が ノ ゥハ ゥなの で あ る が,そ の ノ ウ

ハ ウが半 導 体 メ ーカ,OEMメ ーカ,シ ス テ ムハ ウスの それぞ れ に ま た が る
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点 が あ り,単 に 発 注 者 側 だ け で な く,方 式 的 に相互 に権 利 を 有 す る こと

が可能か,そ の保 護の方法,、 更 に ソ フ トウェア の特 許 の 問 題 を 進 展 さ せ て特

許 に よる保 護 の強 化 か公 用性 強化 のい ず れ か の選 択,ソ フ トウ ェア の無 体財

産権 の検 討,整 備 等 が 必要 とな る。

② ソ フ トウ ェ ア の保 護

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 場 合,技 術 革 新 のサ イ クル が短 い こ と,し た が っ

て応 用 製 品 の ラ イ フサ イ クル も短 期 間 の もの が 多 く,し か も最 近 にな っ て多

品種 少量 時 代 に入 って きた こ とな どか ら,ソ フ トウ ェア の保 護 に つ い ては,

当事 者 間 の 秘密 保持 契 約 に よ る もの が多 い が,流 通 過 程 で第三 者 が盗 用 しよ

うとす れば 容 易 に で きるの が現 状 で あ り,先 きに 述べ た権 利 の 問 題 を か らめ

て,何 らか の法 律上 の保 護 を検 討 す る 必要 が あ る。

ろ.5.2.マ イ ク ロコ ン ピュ ータ を 利用 す る こ とに よ る問題 点

(1)マ イ ク ロ コ ン ピュー タ製 品 の暇 疵 に よ る トラ ブル

製 品 の蝦 疵 に よ り損 失 が発 生 した 場合 法 的 には,被 害 者は 直前 の 売主 のみ

な らず そ の前 の 売主 に遡 っ て責 任 を 追 求 で き る とあ るが,マ イ ク ロコ ンピ ュ

ー タの 場 合 ,半 導 体 製 品 に よる蝦 疵(複 数 メ ー カの半 導 体 を使 用 す る ケー ス

が 多 い)設 計上 の暇 疵,ア セ ン ブル上 の暇 疵 等 が あ り,そ れ ぞ れ の担 当 が別

法 人 の場 合 が 多 く,し か も開発 と製 品 化 の担 当 も別法 人 とな るケー スが あ る。

シ ス テ ム ハ ウ スが マ イ ク ロ コ ン ピュー タ周 りの 開 発だ け を担 当 した 場合,

通 常 は買 主 の検 収 で開発 担 当 の責 任 範 囲は な くな る と解釈 で き るが,通 常の

'契 約 で は製 品化後 の責任 も開 発 側 に一 部負 わ され てい るの が現 状 であ る。

と くにシ ス テ ムハ ウスは 経 済 的 基盤 の弱 い 企業 が 多い だ け に蝦 疵 に よ る責

任 範 囲 は フ ェ ア に取 扱 われ るべ きで あ ろ う。

② 故 障 に よ り生 ず る事 故 に関 す る問 題

通 常 保守 に 関 して保 証期 間 や 有 償,無 償 の区 別 は個 別 契 約 に よ って 決 め ら

れ てい るが,故 障 に よ って生 じ る事故 の補 償 に 関 しては,責 任 所 在 の 探 究 が
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困難 であ る。 た とえ ば,シ ス テ ムハ ウス(C)が 囚,(B)か ら半導 体 部 品 や端 末 を

購入 し,ア セ ンブル して,買 主IDに 納 入,D)が エ ン ドユ ー ザ⑭ に販 売 す る ケ

ー ス ,ま たは◎ が エ ン ドユ ー ザ に な る ケ ー ス で 事 故 が 発生 した場 合,明 ら

か に囚 または⑱ に起 因 す る こ とが証 明 され れ ば問題 は ない が実 際 問題 と して

(A),⑱,(C)い ず れ に あ るか,ま たは流 通 過 程 にお い て発生 した か の証 明は 困

難 で あ る。

法 的 には(C)が 免 責 約定 を してい れば ◎ または⑭ はIA),IB)に 対 し損 害 賠償 を

請 求 で き るが,現 状 では 免責 約 定 を して い るケ ー スは ほ と ん どな く,℃)が 責

任 を負 うこ とが 多い 。エ ン ドユ ー ザ の 保 護 と い う面 か ら も,情 報化 保 険

(コ ン ピ ュー タ総 合保 険,情 報 処 理 業 者 賠償 保 険)と は 別 個 の新 しい保険 制

度 の導 入 につい ての検 討 が 必要 とな る であ ろ う。

(3)利 用 上 での悪 用,違 法行 為

一 般 論 か ら考 え れば あ らゆ る もの が 凶器 にな るが
,情 報,ノ ウハ ウ とい う

特 殊 な もの を乱 用,悪 用 した事 件 が,コ ン ピ ュー タ の先進 国 で あ る米 国 では

多 く発生 してお り,最 近 我 が国 で もい くつ か の事 例 が み られ る よ うに な った。

この よ うな利 用 上 で の悪 用 を抑 え る には ,単 に シ ステ ムハ ウスだ け の問 題

に留 まらず,設 計,開 発 に携 わ るす べ ての技 術 者,取 扱 者 に対 す る取 扱 に関

す る義 務 と秘 密 保 持義 務 を 明 確化 す る と と もに,利 用方 法 の制 限 につ い て も

早 急 に 検 討す る必要 があ る。

具 体 的 な行 政 面 の指導 と しては,1972年 よ り情報処 理サ ービス業お よび

ソ フ トウェ ア企業 につ い て実 施 して い る 「情 報処 理 サ ーゼ ス企 業等 台 帳制 度」

に シ ス テ ムハ ウ ス を含め る方 法,'業 者 登 録 制 度 の検 討 ,ま た 技術 者 につ いて

は,現 在 実 施 され て い る情 報処 理 技 術 者 試験 とは 別 形 態 の マ イク ロ コン ピュ

ー タ技 術者 お よび取 扱 者 に 関す る資 格 試験 制 度 の導入 等 が あ げ られ る
。

(4)プ ライバ シ ーの保 護

プ ライバ シ ー の保 護 に つい て は,コ ン ピ ュー タ業 界 全 体 にか か る問題 で あ

り,プ ライ バ シ ー と して何 を保 護 す べ きかは 国 情 や 国民性 に よ って異 な るが ,
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アメ リカ や ス ウ ェー デ ンでは 既 に保 護 立 法 が 制定 され てお り,我 が 国 で も行

政機 関で は一 部 検 討 段 階 に入 った と言 われ てい る。

マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ の場 合 は,主 と して端 末 として利用 され るケ ー スが

考 え られ る。 端末 と して のシ ス テ ムで 配 慮 す べ き事 項 と して,パ タ ー ン認 識

が十 分 に普 及 して いな い現段 階 で は,端 末 毎 のKEYWORD設 定,端 末

で のチ ュ ックシ ス テ ム確 立 を あげ る こ とが で きる。

5.5.3マ イ クロ コ ン ピュー タに関 す る取 引 ・産 業 構 造に か か る問題

(1)外 国 との 契 約 に関す る問題

マ イ ク ロコ ン ピュー タ製 品 の輸 出は こ こ数年,電 卓,ECR,家 電 製 品,

ゲ ー ムマ シ ン等,急 激 に伸 び て き て い る。 また,こ の分 野 は,小 資 源 の我 が

国 に と って,知 識 集 約型 産業 の エ ー ス と して注 目され て い る。

最 近 の 傾 向 と して,従 来 の製 品 の 輸 出だ け で な く,日 本 の半 導 体 を 使用 す

る関係 上,マ イ ク ・コ ンピ ュー タ応 用 シ ス テ ムの 開発 を外 国か ら請 け るケー

ス が 多 くな って きた。

こ の場 合,何 時 も契約 で問 題 にな る のは,ど ち ら の 国 の 商 慣 習 に よ る か,

裁 判 管 轄,契 約 書 を英 文 にす るか 日本 文 にす るか等 があ るが,通 常 の場 合,

シ ス テ ムハ ウス が 譲歩 す るか,受 注 を 断 わ る かの どち らか を選 択 しな けれ ぽ

な ら な い。 現 在 は 国 際間 の取 引 で あ るた め,相 互 の 信頼 関係 に た って取 引 が

行 わ れ て い る。

契 約 に関 して 留 意す べ き事 項 は,商 慣 習,裁 判 管轄,準 拠法,納 入 時期,

納 入 場 所 等 を文 書 で契 約 前 に 明確 に して相互 で納 得 してお くこ と。 納期 に つ

い ては 何 故納 入 期 日が 必要 か,検 収 時 点 で 一 般 的な サ ー ビスは 完 了す る こ と

を 明文 化 し てお く必要 が あ る。 所有 権 に つ いて は,相 手 国が 制 度 化 されて い

れ ば,そ れ に従 わ ざるを得 な い で あ ろ う。

② 秘 密保 護 に関 す る契 約

マ イク ロ コ ン ピ ュー タ製 品 化 に あ た って は,開 発 的 要 素 が強 い た め,通 常
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秘 密保 持 契 約 が 行 われ る。 シ ス テ ムハ ウスの 中 には 秘 密 保持 規 程 を 設 け厳重

に管理 して い る企業 もあ るが,全 般的 には,契 約上 だ けで必 ず しも十 分な 管

理 が な され て い る とは 言 えな い 。

しか しな が ら,如 何 に厳 重 に管 理 した として も,技 術 者 が退 職 した 場合 の

使 用 者 責任 に 関 しては 限度 が あ る。 した が って,退 職 者 がで た場 合,個 人 と

秘 密 保 持 契約 を結 ぶ と同 時 に,相 手 先 に退職 した 旨を文 面 で連 絡 す る義務 は

あ ろ う。

(3)需 給 に関 す る問題

シ ス テ ムハ ウスは,経 営 規模 か ら,通 常 は 見 込み 生産 は行 わ ず,受 注生 産

方 式 を とるの が 健全 と思 わ れ る。

と ころが 買 主 は,一 括 発 注,分 割 納 入 の場 合 が 多 く,こ の場合,昨 年 の一

時期 にみ られ る様 に,契 約 時 よ り需給 の 関係 か ら半 導体 部 品 が値 上 りした こ

とが あ った が,買 主 に値 上 り分 を請 求 す る ことは 困難 で あ るの で,シ ス テ ム

ハ ウス と しては ,価 格変 動 分 を見積 時 に考慮 してお く必 要 が あ る。 また,行

政 面 で も,買 占め 防止,需 給 の ア ンバ ラ ンス に よる値 上 げ 対策 も指 導 して も

ら いた い。

3.5.4税 法 上 の問 題

マ イ ク ロ コン ピ ュー タ応 用 製 品 の 開発 を す るには,開 発 ツー ル と検 査設 備

が 必要 で あ る。 検 査 設備 は 長期 間 の 使用 に耐 え得 るが,ソ フ トウ ェア,ハ ー

ドウ ェ アの 開発 ツール は 進歩 が激 しい た め現行 の償 却期 間 では 長 す ぎ,2-

3年 で 硬葉 せ ざる を得 な い 場合 もあ る。 従 って,開 発 ツール に関 しては,法

定 耐 用 年 数 の 短縮 等 の優 遇処 置 を検 討願 い た い 。 また,シ ス テ ムハ ウ スの 健

全 な発 展 の た め に,研 究 費,開 発 費,研 修 費 等 の税 法上 の優 遇 策 も併 せ て検

討 願 いた い。
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第4章 マ イ ク ロ コ ンピ ュー タ産 業 に

お け る シス テ ムハ ウスの在 り方



、

曾
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`

'

■

,

産業構造的視点

日本の風土=縦 の系列化

日本の社会では究極的に

は企業系列化の方向に行 く

企業系列に属さないでいる

横断的なシステムハウスの

存在は過渡的であるo

悲 観 論(1}
↓産業構造、風土の視点

からの悲観論)

資本=技 術力

機 密 保 持

(特 定 メ ーカ 、OEM

と の つ な が り)

系列化論拠

LSI技 術 の特 性/特 徴

・低 コ ス トで付 加 価 値 の 高

い加工 を可 能 に す る材 料

(マイコン)を 提 供 す る。
・技 術 革新 の スピードが速い

●周 辺 技術 と のアンバ ランス

・そ の他

「一一ー 一 一 ー ーー ー 一一 ー 一 一 ー 一 －l

ll

スピンアウト技術者等一匹

がベン チ ャービジネスを

始めること可能

現 に 、シ ステ ムハ ウス は
チ ップ メ ーカ系 列 化 或 ば

鍵 裂 ごザ系列化の傾

大 企業

(縦)
シスァム
ハウス業界

(横)

システ友カスは種々の方向を指向

しており、業界としての結束力は

弱い(系 　1批の力への抵抗力弱)

重

後発企業の方が採算性が

よいO(開 発 リスク、

チップ高性能化)

※

チッフ冴 リエンテッドな ビジネス

展 開 になってい るためLSI

メーカの系列下に入 りやすい

1忠㌶㌶祭灘當 引
L_______________」

このような横断的な力が

存在できるのは

大企業はシステムハウスに

メリ トを発見し得ないか

リスクを感じているための

様子見をしているから。

大企業がこれ に結論を出

したとき系列化に動く

(予 想)

量産品については、試作ま
でやりチップメーカで量産とい

う分担方式も一つの考え方

開発の成功は即商品化成

功という訳ではない。

システムハウスはR&D

企業であり技術革新のペー

スに対応できている間はそ

の存在を主張できる。

技術カ ー存在価値

技術力の向」ノ保持=人 材

商品化技術がまずい

(コ ス トダウンに限界)

企業体質的視点

「 一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー 一 「

ll

lシ ス テ ム ハ ウ ス の 企 業 体l

l質 の う ち ネ ガ テ ィ ブ な 要 素
l

l間 で ル ー プ(悪 循 環)し てl

lい るol

lQ2 .こ の ル ー プ を 断 ち 切l
lる 方 法 は?l

ll

Il

重CEM系 　旧ヒ

システムハウスの鋤 、たち

(企 業体質)か らみ た悲観

論

悲観論②
システムハ ウスの生いた

ち、問題点をみると随所に

消滅する種が存在する。

営業力に不安

現在営業活動をする余力が

なく、ユーザ対応で精一杯

1つ の

活 路

資 本 金 の グ レ ー ド低 いo

製造設備に限界

類似製品を後追い商品化

してもうける会社が多い。

マイ ロコンピュ論

叢全体に 占め るウェイ トはそ

れ程 大き くない状態が続 くで

あろう(予 測)

シ ス テ ムハ ウ ス の機 能

(役 割)

の 必要 性

一品料理的なものの場合

はこれは大きな欠点には

ならない。

※

新規ユーザの開拓力不足

シ ス テ ムハ ウス は互1こ ラ

イバ ル で あ る。

垂OE※ 列

財務体質の脆弱さ

(e・g増 資→運転資金)

流 通 チ ャネル を も.たな い
日本 に は ベ ン チ ャーキ ャ

ピ タル が な いo

システムハウス肯定論 と

横断的に存在する企業集
団であるべきという議論
は

果 して大企業が参入し ノノ ノ

祷 るか或は系列会社をも,ン,ン ー"/
つこ とで対応 しきれるか?一 一/

//
＼/
＼/
＼//

。ンピ。_タ(μc激 育等、/一 品料理的な応用件数

長期當 難 饗
す、/力 激 する醐 茎ある.

グループで共同受注する

ケースは皆無であるo

/ 大企業は広範なマイコン

応用に対応しきれない。

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 応

用製品の市場は爆発的拡

は 対応 し きれ な い。

従 来 コンピュータ とは全 く

縁 の な か っ た分 野 に ま で
マ イ コン利 用 は広 が っ て

い るo

,/',t竃

CEMユ ーザ のMAKE

ORBUYDEOISION"

→ システムハウス のニ ーズ

㌻ ク
/
'

ソフ トウ ェア の比 重 大

!

!

Q4

二一ヌ/マ ーケ ットか らの 視 点

① 特化 、 専 業化 す る。

② メーカ 、OEM系 列下に

入る。

③ ハ ードなものか らより ソフ

トなノウハウ提 供(コ ンサ

ル タン ト)企 業 動 向

時化、専業化すれば

同業(システムハウス)

内での競合関係は少な

くなり業界としての共

通項、まとまりはよく
なる

周辺技術開発力を

含めての専業化であ
れば非常な価値が

ある。

業界形成に関する意識は

まだ低い

(下からの盛り上り必要)

Q3

エ ン ドユ ーザ に対 す る保

守 、 サ ー ビ ス体 制

業 界 と して 大企 業(チ ップ

メーカ)やOEMと 交渉 する。

業界形成 による共通の利

益は何か?

組織化された業界の機能は?

Q5現 状は図のとおりであるが可能な政策手段・

施策でどう変えられるか?

PRの 必要性

システムハ ウス業界に関

するガイ ド情報 く新規ユー

ザとシステムハウスを結び
つける機能)が 必要

く業界共通の問題)

法的な問題の解決

共 通 の デ メ リ

リス ク回 避

業界形成のための経済的

基盤

図4_1マ イ ク ・ コン ビL－ 夕産 業 に お け る シス テ ムハ ウス の 進路 に関 する 議 論

システムハウスの定義が

困難

システムハウス業界をどの

ような形で組織化してい くか

業界形成確立のための戦略模

索(現 状)

システムハウス業界の視点
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第4章 マイ クロコン ピュータ産 業 にお け る

シ ステ ムハ ウスの 在 り 方

4.1概 要

[

本年 度 の基本 問題 委 員会 では,マ イク ・ コ ン ピュー タ産 業 に っい て,こ の 産

業 全 体 の 可 能 性 並 び に,チ ップ メ ー カ,OEMユ ーザ お よ び シ ス テ ム ハ

ウ ス そ れ ぞ れ の 立 場 か ら現 状 と 問 題 点 を あ げ て 検 討 し た 。 ま た ,最 後 に

これ ら一 連 の 検 討 の 締 め く く り と し て,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ産 業 に お

け る新 しい企業 集 団 で ある シス テ ムハ ウスに つ いて、 そ の業 界 の形 成,確 立 の

必 要 性,可 能 性 等 に関 す る議 論 を行 った。 本 章 は主 と して この議 論 を要約 した

もの で ある。

議 論 の結果,「 マ イク ・ コン ピュー タ応 用 製 品 の市場 は爆 発的 拡 大 を続 け る

傾 向 に あ り,シ ス テ ムハ ウスの必 要 性,役 割 が 明確化 さ れ る一 方,新 しい業 界

を形成 す る場 合,各 種 問題 点 が 存 在す る」 ことが判 明 した。

本 年 度 は初 年 度 で もあ り,個 々の 問題 を深 く堀 り下 げ て追 求 す る とい う より

は,む しろ問 題 の所 在 や性格 を明 確 化 す る ことに重点 を置 い て検討 した。 以 下

に シス テ ムハ ウス関 連 業 界 の現 状 お よび問 題点 につ い て大要 を記 述 す る。

(図4-1,マ イク ロコ ン ピュ ー タ産 業 にお け る シス テ ムハ ウス の進 路 に関

す る議論 参照)

'

4.2シ ス テ ム ハ ウ ス の 存 在 意 義

マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タは,部 品 化 さ れ た コ ン ピュ ー タ で あ る。 マ イ ク ロ コ ン

ピ ュ ー タは 各 種 の 機 器 に組 込 ま れ,そ れ ら の機 器 に 簡 単 な判 断 能 力 を付 与 す る。

マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タの 機 能 を 最 も端 的 に 言 い 表 す も の と して 、 「知 脳 部 品
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(intelligentparts)」 と し(う 概 念 が 広 く知 られ て い る。

ま た,小 型 で 低 価 格 の マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ の 応 用 が 極 め て 広 範 囲 に ま た が

る こ と も周 知 の通 り で あ る。 即 ち;マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タは 、 制 御 用 電 子 回 路

の 代 替 品 と し て使 わ れ た り,さ ら に複 雑 な機 能 を果 た す シ ス テ ム ・ コ ンポ ー ネ

ン ト と して も,ま た 独 立 の 小 型 コ ン ピ ュ ー タ と し て も利 用 さ れ て き て い る。 さ

らに,従 来 に は 見 られ な か った 斬 新 か つ 画 期 的 な応 用 分 野 の検 討 お よび 開 拓 も

行 わ れ 始 め て い る。

この よ うに,マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タは,今 後 産 業 部 門 は も と よ り,民 生 部 門

に 於 て も多 大 の イ ン パ ク トを もた らす もの と予 測 さ れ て い る。

しか し な が ら,マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ応 用 製 品 の 開 発 は,一 般 に 、 ハ ー ドウ

ェ ア と ソ フ トウ エ ア が 一 体 化 さ れ て 初 め て 効 果 的 に 推 進 さ れ う る。 これ に は,

ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ア と を表 裏 一 体 と す る た め の シ ス テ ム設 計 が 必 要 と

な る。 特 に,ソ フ ト ウ ェ ア は,シ ス テ ム の成 否 を 決 め る 重 要 な部 分 で あ り,そ

の 出来 不 出 来 が 直 接 に 製 品 の コ ス ト ・パ フ ォ ー マ ン ス を 左 右 す る こ と に な る。

ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 に は,高 度 の 技 術 と経 験 が 必 要 と さ れ る ば か りで な く,相

当 の 設 備 器 具 も不 可 欠 で あ る。

4.2.1応 用機 器 メ ー カか らの 必 要

と ころが実 際 は,従 来,コ ン ピュー タは もと よ り,エ レ ク トロニ クス に さえ

余 りか か わ りの なか った 各種 応用 機 器 メー カに と っては,マ イク ロコ ン ピュー

タを と り入 れ る こ とは 決 して容 易 な こ とでは な い。 応 用 機 器 メ ー カ が 新 た に

自社 で コン ピュー タの技 術 者 を育 て た り、新 規 採 用 して対 処 す る には,時 間 も

か か り,管 理 面 か ら採 算 も成 り立 ちに くい こ とが多 い。 応 用 機器 メー カに とっ

て,相 談 相 手 また は共 同 開発 者 と して の企業 外 部 の専 門 企業 が必要 とされ る。

シス テ ムハ ウスは,一 部 この よ うな,既 存 の応 用 機器 メー カの新 しい必 要 に こ

たえ るた め に,誕 生 しだ もの とい え る。

¶

一96一



レ

4・2・2半 導体 メー カか らの 必要

一 方 ,大 企 業 で あ る半導 体 メー カの方 に もシス テ ムハ ウス を必 要 とす る事情

が あ る。 量 産 体制 に乗 った マ イク ロコ ン ピュー タは,今 や単 な る部 品 と して大

量 か つ 安価 に提 供 され て い る。 そ して,そ の応 用範 囲 は極 め て広 汎 で あ り,特

に これ か らは応 用 製 品 の 多品種 化 がす す み 少量生 産 品へ も普 及 す る こと を考 慮

す る と,半 導 体 メー カがそ れ らの シス テ ム設 計 や ソ フ トウェア の開 発 をす べて

カバー す る こ とは とて も出来 ない ことで あるの は明 白 で あ る。

した が って半導 体 メ ー カに と って も,マ イク ロコ ン ピュ ー タの応 用 普 及 を図

る上 で,シ ス テ ムハ ウスの 存在 は望 ま しい。

応 用 機器 メー カが システ ムハ ウス に製 品 開発 の一 部 を委 託 す る こ とに よって

開発 の ため の コス トや時 間 を節約 す る こ とが,と り も なお さず,半 導体 メー カ

の製 品 の応 用 範 囲 を拡 げ,そ の需 要 を伸 ば す ことに つ なが って行 くの で ある。

実 際,半 導 体 メー カは,シ ス テ ムハ ウス が色 々な技 術 を吸 収 し,次 の時 代 に備

え て ゆ くこ とを期 待 してい る。 そ れ が半 導 体 メー カの利益 と相 反 す る もの で な

い こ と を,半 導 体 メー カ自身が理 解 して い る といえ よ う。

[

,

4.2.3シ ス テムハ ウ スの 位置 づ け

即 ち,.シ ス テ ムハ ウスは,半 導 体 メー カ,応 用 機 器 メー カの双 方 か らそ の活

躍 が 必要 とされ,期 待 され て い る。 シス テ ムハ ウスは 半 導体 メー カと応 用 機器

メー カの橋 渡 し役 を演 ず る,新 しい タ イプの企 業 集 団 であ る とい え よ う。

シス テ ムハ ウスは,ま だ誕 生 して 日が浅 く若 い産 業 で あ る。 ほ とん どの シス

テ ムハ ウス は既 存 の企 業 や研 究 機 関 か らス ピンオ フ した中堅 技 術 者 に よって設

立 され た,い わ ゆ るベンチ ャー ・ビジネス で あ る。 現 在 ジわ が国 の シス テ ムハ ウ

ス と呼 ば れ る もの の数 は100社 程 度 で ある と推定 され ,そ の ほ とん どが 企業

規 模 でみ る と資本 金1,000万 円以 下,従 業 員20～30名 程 度 の 小企 業 で あ

るo

しか し・マ イク ・ コ ン ピュー タや関 連LSIの 低 価 格化 が進 み,応 用 開 発 製
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品の 多 品種 少量 化 の傾 向が 強 ま るにつ れ,将 来 は シス テ ムハ ウス の活 躍 す る場

が ます ま す増 え,半 導 体 メー カや応用 機 器 メー カ との連 繋 も密接 に なる で あ ろ

う。

4.2.4シ ステ ムハ ウ ス業 界組 織 化 の 動 き

マ イク ロコ ン ピュー タ産 業 の分 野 に おい て シス テ ムハ ウスの存 在 が顕 在化 す

るにっ れ て,同 業各 社 が 集 って,そ れ ぞ れ一 匹狼 的 な色彩 を強 く持 ち なが ら も ,

一 つ の独 立 した業 界 を形成 しよ う とい う活動 が次 第 に活発 に な
って来 て い る。

資源 小 国 の我 が国 と して も,知 識 集約 型 の新 ら しい企業 集 団 と して の シス テ ム

ー ウス の将来 性 ,お よひ これが 他 の産 業 に与 え うる貢献 をさ ま さ ま な角 度 か ら

検 討 す る こ とが 必要 で ある。

しか し・マ イク ・コ ン ピュー タ産 業 に 於 け る シ ス テ ム ハ ウスが ,た とえ ば

商 用 の大型 汎 用 コ ン ピュー タ産 業 に於 け る ソフ トウェ アハ ウス と同 じ程 度 に ,

一 つ の独 立 した産 業 部 門 と して社 会 的 認知 を受 け る よ うにな る ため には
,業 界

と して ま だ解 決 しなけ れ ば な らない 問題 点 が少 な くな い よ うに思料 さ れ る
。 た

とえ ば,わ が 国 の経 済,産 業 構造 や雇用 慣習 は 必 ず し も中小 企業 の発 展 成 長 に

好 ま しい条 件 を提 供 す る もの では ない。 システ ムハ ウス が,大 企 業 の単 な る下

請 け的 存在 の地位 を脱 した い と欲 す る のは 当然 と して も,現 存 す る社 会 的,経

済 的,あ るい は産 業 的 諸 条 件 の下 で,い かに客 観的 に 自立 で きる条 件 が 満 た さ

れ るか とい うこ とが,最 も重 要 な検 討 の 対象 とな らねば な らな い。

数 年 前 ・ベンチャー ・ビジネス と して脚 光 を浴 び た電卓OEMメ_カ が,既 に

数 社 到 産 して い る よ うに,シ ス テ ム ハ ウス の前途 に関 して も,楽 観論,悲 観論

が と もに み られ る状 況 で あ る。

次 に,シ ス テ ムハ ウス の発 展 に影 響 をお よぼ す と考 え られ るい くつ かの主 要

な問 題 点 を拾 い上 げ,考 察 してみ る。

ヤ
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4.5シ ステ ムハ ウス業 界形 成 の 問 題 点

仮 りに,個 々の システ ム ハ ウスが,1つ の独 立 した業 界 の編成 を求 め,法 人

化 を計 画 した と して も,法 人 と して活 動 す るた めには,そ の 目的,性 格 ・役割

な ど に 対 す る業 界 全 体 の 合意 が達 成 され,か つ また構 成 員の共通 の利益 がそ

れ に よ って保 証 され る ことが 明確化 さ れ る必要 が ある。 す な わ ち,構 成 員た る

各 企業 に とっては,こ の業 界 に所 属 す る こ とに よって,各 企 業共 通 の各 種 メ リ

ッ トが増 大 で き,逆 に各 企業 共通 の各種 デ メ リッ トが軽 減 も し くは徐 去 で きる

こ とが 明 らか に なれ ば,積 極 的 に業 界 形成 を指 向 す る ことに な るで あ ろ う。 し

たが っ て,こ こでい う業 界 編成 の メ リソ トとデ メ リッ トを詳 細 か つ慎 重 に検 討

す る必 要 が あ る。 本年 度 に於 て は,第 一 段 階 の手掛 りと して,次 の区 分 に よ り,

シス テ ム ハ ウス業界 を形 成 す る上 で の主 要 な問題 点 を あげ て検 討 した。

●

4.5.1縦 割 り指向 の強 い 日本 の産 業 構 造 か ら見た システムハ ウスの可 能 性

日本 の企業 には,常 に強 力 な縦割 り的 習 慣 が あ るが.業 界 とい うもの は横 に

切 ろ うとす る考 え 方 で あ るか ら,縦 の勢 力 との拮抗 状 態 に あ る こ とが 必要 で あ

るo

日本 の産 業構 造 か ら考 え る と 新興 産 業 の メ リッ トと リス クの比 較 考 量 が ま

だ判 定 しない 間 は,独 自の業 界が成 立 す る可 能性 は あるが,あ る程 度 定 着 して

メ リソ トが明瞭 に形成 され る こ とが 分 か れ ば,当 然 企業 系列 の中 に 組 み 入 れ ら

れ てい くとい う流 れ が あ る。

シス テ ムハ ウス につ い て も,現 状 では業 界 と して の明確 な位置 づけ が な く,

そ の性格 も多種 多様 で あ り,技 術 力 の評 価 も不 明 の状態 で あ るの で,チ ソ ブメ

ー カ,OEMメ ー カ,ユ ー ザ,と もに シ ス テ ムハ ウスの選定 に苦 しん で い るの

が現状 で あ ろ う。 しか し,シ ス テ ムハ ウス の必要 性 に関す る認 識 は,最 近 逐 次

高 ま って来 て い る〇
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シ ス テ ムハ ウス と して は,そ の生 存の た めに は,系 列 下 に入 る か,独 立 した

業 界 を形 成 す るか,ま たは系列下に入 りながら業 界 を形 成 す るか の3通 りの考 え・

方 が あ るが,い ず れ に して も,業 界 と して確立 させ なけれ ば な らない 必然 性 を

明確 に す る ことが先 決 問 題 であ ろ う。

4.3.2企 業 体 質 か らみ た シ ステ ムハ ウ ス の特 徴

(1)シ ステ ム ハ ウ スの企 業 体 質

シス テ ムハ ウス の企業 体 質は,前 述 の如 くそ の生 い た ちか らみ て大企 業 か ら

のスピンアウ ト技術者 または倒産 企業 の 技術 者等 が一 匹狼 的 な ベ ンチ ャー ビジネ

ス と して独 立 した もの が 多 い。 技 術 革新 の ペ ー ス が急 で あ り,そ れ に 対応 で き

る間 は 存 在価 値 が認 め られ るが,対 応 で き な くな る と,そ の企業 の存 立 は 困難

に な るo

企業 体 質 を考 え る場 合,そ の企 業 は,企 業 利 益 を確 保 し,信 頼 性 が あ り,社

会 的 責 任 を遂 行 で き る企業 で なけ れば な らない。 しわ し,現 実 に シス テ ムハ ウ

ス には 人,金,経 営,設 備,資 材 に つい て問 題 が あ る もの が少 な くない。 即 ち,

高 質 な人材 の確 保 とそ の安定 性 や結 束 力等 に問題 が あ り,財 務面 に お いて は,

負 債の割合が高 く,資 本 の蓄 積 が 少 な く,金 融 機 関 か らの融 資 の担 保 力 が ない等

の限 界 が あ る。 従 って,資 材,機 械 の購 入,商 品 化 の た め の資金 繰 りに悩 ん で

い る企 業 が多 く,一 般 に経 済基 盤 が 弱 い所 が最 大 の問 題 で あ る。

次 に企 業 構 成上 ・技 術 に偏重 し・営 業お よび管理面に不安が あ る。 大 企業(チ

ップ メー カOEMメ ー カ,ユ ー ザ)の 系 列 下 に あ る もの は よいが,系 列 下 に

入 って い ない 企 業 は販 売 の流通 チ ャ ンネル を持 たず,新 規 ユ一一ザ の開拓 力 も弱

く,企 業 イ メー ジのPRも 一般 に不 足 して い る のが現 状 で あ る。

また,各 企 業 は将 来 の進 路 と して① 特 化,専 業 化 へ の方 向 に進 む。 ② チ ッ プ

メー カ,OEMメ ーカ またはユーザの系列 下 に入 る。 ③ ノウハ ウ提 供 等 コ ンサ ル

タン ト的 な企 業 指 向 を考 え る等努 力 して い る よ うで あ るが,未 だ明 確 な進 路 乃

至 企業 イ メー ジを確 立 してい ない のが現 在 の大 き な問 題 点 とな ってい る。

一100一

9



(2)シ ス テ ムハ ウス各 企業 と業 界 との関 係

企業 体 質 の問 題 は 夫 々の 企業 努 力 に負 うと ころ が大 きいが ,シ ス テ ムハ ウス

業 界形 成 の可能 性 との関連 で考 え る と,一 般 に業 界 形成 の条 件 と しては ,① 各

企 業 が業 界 に参 加 す る こ とに よ り共通 の メ リッ トが 発見 でき る こ と ,② 個 々の

企 業 と して の共通 の デ メ リッ トを防 止 で きる こ とを,各 企業 が認識 す る必 要 が

あ る。

しか し,シ ス テ ムハ ウスの現 況 は,前 述 の とお り各 企業 の当 面 す る問 題 点 と

企業 維 持 に追 わ れ て業 界形 成 の必要 性 を意識 しなが ら も,組 織 化 した業 界 の 中

で各 企業 と業 界 の関係 を どの よ うに位置 づ け,業 界 に どの よ うな機能 を持 たせ

る かの具 体 的 な検 討 が,今 後 の問 題 と して残 され てい る。

4・5・5関 連 業 界 との協 力 体 制 の実 現 可能 性

マ イク ロコ ン ピュー タ産 業 の今 後 の予測 か ら ,マ イ ク ロコ ン ピュー タの需 要

増 大 に と もな い,大 企業 に於 て も広範 な マ イク ロ コン ピュー タ応 用 に対 抗 しき

れ ない状 況 が考 え られ る ことは前述 の とお りで あ る。 今 後 シス テ ムハ ウス業 界

が発 展 す るた め に は,相 互 依 存 関係 に あ る関連 業 界 との密 接 な連 繋 協 力 が 必要

で あ る。 さ らに現 状 は,各 種 の困 難性 が存 在 す る が,そ れ らを解 決 で き るか ど

うか 前 向 きの検 討 も必要 で あ る。

こ う した検 討 に は,先 ず シス テ ムハ ウス 自体 が ,い か な る 協 力 関 係 及 至 援

助 を,他 の関連 業 界 に求 め て い るか とい うこ とを把 握 す る こ とが必 要 で あ る。

この点 に関 して,シ ス テ ムハ ウス の側 よ り他 の 関連業 界 に 対 して持 たれ てい る

期待 を要 約 すれ ば,次 の通 りであ る。

(1)チ ッ プメー カに対 す る要望

① シス テ ムハ ウス とチ ッ プ メー カ間 の情 報交 換 の場 をつ くる(技 術 情 報,

〒『場'情事艮等・)

② 開 発 お よび販 売 につ い て,相 互 に協 力 ・分 担 し,共 同 で事 業機 会 を開 拓

して い ぐ。
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③ シス テ ムハ ウス向け ワー ク シ ・ッ プを開設 す る。

(2)OEMメ ー カに対 す る要 望

① 新 製 品 開 発 の リス クを共 有 す る。

② 支払 い条件 を緩 和 す る(部 分 払,前 金払 等)。

③ シス テ ムハ ウスを協 同 開 発者 と して位置 づけ る(下 請 思 想 の 撤廃,協 同

開 発 企業 名 と して公 表 す る等)。

④ 営 業,販 売 業 務 を協 力 して行 う。

4.ろ.4シ ステムハウスに 関 す る 全般 的問 題 と今 後 の 課題

シス テ ム ハ ウス を取 りま く技 術,経 済,法 律,市 場 の問題 点 と今 後 の課 題 を

以 下 に示 す。

(1)技 術 的 問題 と人 的 資源 の 問 題

マ イク ロコ ン ピュー タ技術 に 関 しては,

① マ イク ロコ ン ピュー タの標 準 化,② マ イク ・ブ ・セ ンサに比 べ て,そ の周

辺 回 路 お よび周 辺機 器 の開 発 が遅 れ て い る こ との2点 が主 要 な問 題 と して あげ

られ る。

標 準 化 に関 しては,現 在 の技 術 動 向 か ら判 断 す る と,ま ず イ ン タ フェー ス の

標 準 化 につ い て検 討 し,そ の後 ソ フ トウ ェアの標 準 化 を図 るべ きで あ ろ う。

周 辺 技術,特 に セ ンサ等 にっ い て は,マ イク ・コ ンピュー タの応 用 分 野毎 に

特 殊 な技術 を基 礎 と して実 現 され る もの で あ り,よ り広 い応 用 のた め に は例 え

ば光 セ ンサ等 の新 た な技 術 開発 の努 力 が 払 わ れ るべ きで あ る。 また,シ ス テ ム

ハ ウ スの進 路 と して,あ る特 定 分野 の応 用 に特 化 す る とい うの も1つ の選 択 で

あ る と考 え られ るが,そ の場 合 そ の分 野 の ソ フ トウェア の内容 に つ い て専 門化

す る だけ では な く,こ の よ うなハ ー ドな周 辺 技術 に関 す る技術 開発 力 を備 え る

こ とが で きれ ば,そ の シス テ ムハ ウス の存 在 価 値 は大 き な もの とな るで あ ろ う。

ま た シス テ ムハ ウスに限 らず,マ イ クロコン ピュータの ような技術進歩の速い分

野 において,そ の技術力を維持 してい くため には,良 質の人材の確保,育 成 が必要で

●
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、

ある。 これ につ い て は長期 的 視野 に立 った対 策 も考 え る必要 が あろ う
。

(2)経 済 的問 題

シス テ ム ハ ウスの 企業 体質,特 に企業 の経 営基 盤 の脆 弱さ は,4 ,3,2,(1)の シ

ス テ ムハ ウス の企業 体 質 で述 べ た とお りで あ るが,こ の経営 体 質 の 強 化 の た

めに は か って ソ フ トウエ ア ハ ウス に対 して な され た よ うな,税 制 あ るい は 金融

等 の諸 面 で,よ り産 業 と して発 展 しや す い条 件 を生 み 出 して い く手 段 を検 討 す

る必 要 が あろ う。

(3)法 律 的 問 題

本年 度 の検 討 に お い て,指 摘 され議 論 され た 内容 は,マ イク ロ コ ン ピュー タ

産 業 の み に固有 な法律 的問題 とい うよ りは 、 む しろ コ ン ピュー タ産 業 全 体 に関

す る問題 で あ る。 主 要 な もの と しては,① ソフ トウエア の ノ ウハ ウに関 す る無

体 財産 権 お よび法 的 保護 の問題,② 事故 の 際 の免責 問 題等 が あ る。 これ らは,

マ イ ク ロコン ピュー タを も含 む,コ ン ピュー タ産業 全 般 の問 題 と して解 決 して

いか なけ れ ば な らない もので あ る。 特 に① に つい て は非常 に 大 きな問題 で あ り,

早 急 な解 決 は非 常 に 困 難 で あろ う。 但 し,マ イク ・コン ピュー タ産 業 に おい て,

シス テ ム ハ ウスが弱 い立場 に あ る ため に問 題 とな って い る もの もあ るの で ,現

行 法 令,契 約 等 に よ る現 実的 解 決 につ い て今後 検討 してい く必要 が あ る。

(4)応 用 製 品 市場 にお け る問 題

現在 の応 用製 品 市 場 にお い て,ユ ー ザ ⇔ 目的 に合 った シス テ ム ハ ウスは どの

企 業 で あ るの か が 分 ら な い 。 或 は ユー ザ が応 用製 品 を開 発 し よ うとす る場

合,企 業 外 コ ンサ ル タン トの役 割 を果 す シス テ ムハ ウスが存 在 して い る こ と自

体 が余 り知 られ てい ない とい う事 実 が あ る。 ま た,チ ソプメー カ側 か ら も,ど

の よ うな シス テ ム ハ ウスが あ るか につ い て もなか な か情 報 が得 られ ず,ユ ー ザ

との橋 渡 し役 を頼 め ない とい うの も実 情 で あ る。

この よ うな問題 を解 決 す る た めに は,シ ス テ ムハ ウス の知 名度 を上 げ る努 力

が 必 要 で あ る と と もに,ユ ー ザ とそ の要 求 に合 った シス テムハ ウス とを結 び つ

け るため の何 らかの仕 組 み を検 討 す る必要 が あ る ように思 わ れ る。
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また,応 用製 品 市場 に お いて ユー ザ側 か らは,シ ス テ ム ハ ウス に対 して保 守

お よびサ ー ビス面 にお け る不安 等 が あ る ことは否 め ない の で,こ れ につい て も

改 善策 を検 討 す る必要 が あ る。

4.4要 約 と結 論

上 記 の如 く,シ ス テ ムハ ウス に関 す る総 合的問 題点を摘出してみると,多 くの

側面 に わ た り問題 が 存 在 して い る こ とが判 明 した。 また,こ れ らの問 題 の検 討

に 際 して は,シ ス テ ムハ ウス 独 自の 業 界化 の 方 向 に対 して,概 ね理 解 がみ られ

るもの の,種 々の側 面 か ら楽 観 論 と悲 観論 が 相 半 ばす る こ とにな った。

シ ス テ ムハ ウスの産 業 界 並 び に社 会 全 体 に対 す る寄 与 は疑 い のな い と ころ で

あ るが,・最 後 に,業 界形 成 に関 して検 討 した結果,未 解 決 の問題 と して指摘 さ

れ た諸 点 を以 下 に要 約,列 記 す る。

D

力

司

(

(

,(

(4)

シス テ ムハ ウス を独 立 した業 界 と して確 立 す るた めの理 念 の明確 化。

業 界形成 にシステムハ ウスが得 るメ リッ トおよび解決でき るデ メ リッ トの解明。

業 界 と して の共 通 の活 動 目標 の確 立。 た とえ ば,行 政 上 の保 護,法 的諸 問

題,PRな どo

業 界 と して の運営 上 の諸 問題,諸 方法 の解 明。
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